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本
文
は
も
と
本
血
干
の
日
本
経
棒
調
奈
室
に
な
い
て
貰
施
中
の
「
我
同
工
業
の
地
方
的
分
布
」
な
る
調
査
の
締
論
的
部
分
に
充
て
る
目
的

を
以
っ
て
起
草
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
調
奈
室
で
と
の
問
題
に
入
っ
た
最
初
の
動
機
は
主
と
し
て
日
本
人
口
の
地
方
的
分
布
を
深
く
研
究

す
る
た
め
勺
あ
っ
て
、
工
業
が
そ
の
他
の
産
業
に
比
し
著
し
く
人
口
を
偏
在
せ
し
む
る
傾
向
を
も
つ
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
本
文
に
な
い

我
凶
工
業
の
地
方
的
分
布
と
そ
の
趨
勢

(
小
間
橋
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て
工
業
の
地
方
分
布
を
計
量
す
る
一
不
標
と
し
て
職
工
教
の
多
少
佐
用
ひ
た
の
は
主
と
し
て
か
L

る
因
由
に
よ
る
の
で
あ
る
。

然
し
職
工
教
を
一
不
棋
と
じ
た
と
と
は
そ
れ
以
外
に
趨
営
な
る
測
定
方
法
左
扶
く
か
ら
で
も
あ
る
。
多
く
の
研
究
は
生
産
額
を
以
っ
て
工

業
の
輩
民
な
り
、
地
方
分
布
な
り
を
測
定
し
て
ゐ
る
が
、
生
産
額
は
生
産
品
の
締
債
額
左
以
内
J

て
す
る
の
で
、
そ
の
大
小
は
製
品
の
何
た

る
や
に
よ
O
て
著
し
く
異
な
ら
ざ
る
を
件
な
い
。
原
材
料
の
高
債
な
る
も
の
を
使
用
す
る
地
方
は
、
そ
の
低
廉
な
る
を
使
用
ナ
る
地
方
よ

り
も
工
業
段
賑
な
り
と
見
ら
れ
勝
ち
で
あ
る
。
例
ヘ
ぽ
製
綿
業
の
生
産
額
が
絹
織
物
の
そ
れ
よ
り
少
し
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
岡
部
門

の
大
小
を
決
定
し
て
首
を
得
て
ゐ
る
か
否
か
は
頗
る
疑
問
で
あ
る
。
叉
生
産
額
は
一
貫
作
業
の
工
場
に
沿
い
て
も
そ
の
工
程
毎
に
算
出
ナ

ペ
く
命
令
さ
れ
て
は
ゐ
る
が
、
そ
れ
が
如
何
な
る
程
度
ま
で
貰
施
さ
れ
て
居
る
か
錠
な
き
を
得
な
い
。
蓋
し
部
分
工
程
毎
比
企
業
者
を
異

に
ナ
る
工
場
に
分
立
す
る
場
合
と
、
金
工
程
を
一
貫
し
て
一
工
場
内
で
生
産
す
る
場
合
と
で
は
、
仮
令
同
種
材
料
マ
同
種
製
品
を
生
産
ナ

る
と
し
て
も
、
我
闘
の
統
計
で
は
前
者
の
生
産
額
が
後
者
よ
り
透
か
に
多
額
に
な
る
危
険
あ
り
と
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
り
と
て
工

場
教
の
み
を
以
っ
て
地
方
分
布
を
測
定
ず
る
と
と
の
愚
は
市
ナ
ま
で
も
な
い
。
そ
と
守
生
産
額
、

工
場
数
、
職
工
教
の
一
一
一
者
を
併
せ
考
へ

る
必
要
あ
り
と
忠
ふ
の
で
あ
る
が
、
本
文
で
は
職
工
教
の
み
に
重
鮎
を
置
い
た
。
職
工
敢
に
基
準
を
求
め
る
と
と
は
職
工
教
の
質
的
差
異

を
無
嗣
ず
る
危
険
が
る
り
、
叉
各
種
製
品
を
生
産
ナ
る
工
場
を
一
色
に
観
察
す
る
危
険
を
伴
ふ
の
で
、
本
文
は
と
の
黙
に
最
も
多
く
の
反

省
ず
べ
き
も
の
を
も
っ
て
ゐ
る
。
機
合
あ
ら
ぽ
補
充
し
た
い
と
忠
ふ
。

本
文
の
依
接
し
た
資
料
は
商
工
省
の
工
場
統
計
去
で
あ
る
。
工
場
統
計
去
は
毎
年
二
月
末
に
刊
行
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
昭
和
十
三
年
度
分

は
遅
れ
て
本
文
脱
稿
の
日
ま
で
に
未
だ
護
刊
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
従
っ
て
昭
和
十
コ
一
年
度
の
数
字
に
つ
い
て
一
部
分
は
近
刊
さ
る
べ
き
工
場

統
計
去
の
数
字
を
借
り
、
大
部
分
は
速
報
に
よ
っ
た
。
然
し
速
報
に
も
金
閤
合
計
敢
に
誤
謬
が
あ
っ
て
本
文
に
引
用
し
た
も
の
は
一
般
に



公
表
さ
れ
た
数
字
と
異
な
っ
て
ゐ
る
。
即
ち
昨
年
末
一
公
表
さ
れ
た
昭
和
十
ゴ
一
年
金
同
職
工
教
は
一
ニ
、
二

O
一
、
一
一
二
九
で
あ
っ
た
が
、
北
ハ

の
後
鼠
輩
去
の
道
府
臓
の
職
工
教
を
A
n
計
し
た
も
の
は
コ
二
二
二
二
、
四
九
一
で
あ
っ
た
。
然
る
に
近
刊
さ
る
べ
き
工
場
統
計
表
で
は
そ

れ
が
三
、
二
一
五
、
四
一
一
一
と
な
る
由
で
あ
る
。
本
文
明
」
は
剖
A
口
氏
近
い
数
字
の
後
二
者
を
用
ひ
た
次
第
で
あ
る
。

併
し
な
が
ら
工
場
統
計
表
に
は
官
公
営
工
場
の
数
字
と
五
人
未
満
使
用
設
備
の
工
場
と
左
合
ん
で
ゐ
な
い
。
官
公
営
工
場
に
O
い
て
は

工
場
統
計
去
の
末
尾
に
付
し
て
あ
る
が
、
そ
れ
も
最
近
に
至
る
ほ
ど
数
字
を
伏
せ
て
来
た
か
ら
、
現
在
で
は
殆
H

と
使
用
す
る
と
と
が
出
来

な
い
。
た
ピ
昭
和
八
年
以
前
の
商
工
省
金
属
工
業
工
場
を
八
幡
製
館
所
の
数
字
と
認
定
し
て
、
之
を
民
間
工
場
に
加
ヘ
、
以
っ
て
九
年
以

後
同
工
場
の
民
間
移
譲
と
連
絡
ぜ
し
め
た
。
本
文
に
よ
く
用
び
で
あ
る
昭
和
六
年
の
工
場
職
工
教
と
金
属
工
業
職
工
教
と
が
同
年
の
工
場

統
計
表
の
数
字
と
符
合
し
な
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

五
人
未
満
使
用
設
備
工
場
に
つ
い
て
は
現
在
商
工
省
に
た
い
て
調
夜
中
で
あ
る
が
、
未
だ
公
表
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
前
記
日
本
経
樟
調
完

室
に
沿
い
て
も
昭
和
五
年
と
大
正
九
年
に
つ
き
推
計
中
で
あ
る
か
ら
と
れ
は
近
く
公
表
の
運
び
に
な
る
と
忠
ふ
。

最
近
の
我
図
工
業

最
近
数
年
聞
に
訟
け
る
我
岡
工
業
の
護
展
は
買
に
陸
自
に
値
ず
る
も
の
で
あ
り
、

日
本
経
擦
の
基
礎
を
一
同
盟
せ
し
め
る
程
の
も
の
で
あ

る
。
我
闘
が
い
は
ゆ
る
貧
弱
な
る
天
然
資
源
と
塑
富
な
る
人
的
資
源
と
を
も
っ
て
、
明
治
以
来
不
断
に
人
口
の
商
工
業
北
左
経
験
し
来
つ

た
と
と
は
、
そ
れ
を
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
L

わ
ら
や
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
柄
乎
た
る
事
貨
で
あ
る
が
、
最
近
数
年
の
如
く
飛
躍

的
に
多
数
人
口
を
工
業
に
吸
牧
し
た
こ
と
は
未
だ
曾
て
見
ざ
る
現
象
で
あ
る
。
我
岡
に
な
い
で
過
去
に
工
業
費
展
の
著
し
か
り
し
時
期
は

我
凶
工
業
の
地
方
的
分
布
と
そ
の
趨
勢

〔
小
田
橋
)
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世
界
大
戦
時
の
数
年
間
で
、
そ
の
時
に
は
、
大
正
コ
一
年
末
の
官
営
を
除
く
職
工
数
八
十
五
高
で
る
っ
た
の
が
、
戦
後
大
正
九
年
末
に
は
一

躍
百
四
十
八
高
と
な
勺
て
、
差
引
六
十
三
高
の
激
増
で
あ
O
た
。
し
か
し
最
近
数
年
に
沿
け
る
増
加
は
そ
れ
と
比
較
す
べ
く
も
な
い
大
な

る
数
字
で
あ
る
。
昭
和
六
年
末
に
百
六
十
八
高
で
あ
っ
た
職
工
教
は
、
同
十
三
年
末
に
は
コ
一
百
二
十
高
を
超
え
、
そ
の
増
加
教
は
貨
に
百

五
十
二
高
、
僅
か
七
年
聞
に
倍
加
し
た
の
で
あ
る
。
生
産
額
も
瓦
斯
電
気
業
を
除
い
て
昭
和
六
年
に
五
十
億
困
で
あ
っ
た
の
が
、
同
十
三

年
の
エ
揚
統
計
速
報
は
約
二
百
億
に
近
を
数
字
を
示
し
た
。
尤
も
昭
和
六
年
に
は
八
幡
製
織
所
が
官
営
工
場
と
し
て
と
の
金
額
の
中
に
入

ら
な
か
っ
た
と
と
、
と
の
期
聞
に
沿
け
る
物
債
の
上
騰
並
に
生
売
品
目
の
鑓
化
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
け
れ

E
も
、
兎
も
角
そ

の
生
産
金
額
に
た
い
て
約
四
倍
し
た
と
と
は
事
貨
で
あ
る
。
驚
く
べ
き
蛮
展
と
い
へ
ょ
う
。

工
業
の
か
く
の
如
き
護
展
に
到
し
て
其
他
の
産
業
は
何
う
勺
あ
っ
た
か
。
と
れ
に
劃
し
て
残
念
な
が
ら
寄
人
は
確
た
る
操
る
べ
を
数
字

を
も
た
な
い
が
、
農
林
省
統
計
去
に
よ
れ
ば
我
間
最
大
の
産
業
た
る
農
業
に
む
い
て
は
農
家
組
戸
数
が
、
昭
和
七
年
を
頂
賠
と
し
て
漸
減

し
、
最
近
に
沿
い
て
は
専
業
農
家
の
減
少
を
さ
へ
示
し
て
ゐ
る
。

一

農

家

総

戸

数

一

専

業

農

家

数

一

笠

宮

民

家

数

一
昭
和
六
年
一
五
二
ハ
一
三
三
入
O
O

一
問
、
O
九
O
、
五
八
五
一

一

何

十

年

一

五

二

八

一

o、六
O
七
一
四
、
一
六
四
、
O
一
一
一
五
一

一
同
十
三
年
一
五
、
五
一
九
、
四
八
O

一
三
、
七
O
四
、
一
三
六

(、、、
八四五
1一問問
i五六三

i一五二
i六七一
|四二五

叉
同
去
は
水
産
業
者
に
つ
い
て
も
昭
和
十
一
年
を
頂
賄
と
し
て
減
少
に
向
ひ
、
殊
に
男
子
の
減
少
し
O

L
あ
る
を
示
し
て
ゐ
る
。
昭
和

五
年
同
勢
調
夜
に
沿
い
て
、
農
業
、
工
業
に
次
い
で
多
く
の
有
業
者
を
も
っ
た
商
業
並
に
公
務
自
由
業
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
如
何
に
そ



の
後
鑓
北
し
た
か
を
知
る
べ
き
材
料
が
な
い
。

水

産

業

者

総

数

一

叩

1

玉

-
l
i
l
-
-
P
I
l
-
-
r
 

一

男

女

一
、
四
八
一
一
一
千
一
六
O
四

千

三

O
千

一
、
五
一
一
一
一
六
O
一

二

三

一

一
、
四
四
三
一
五
六
六
一
三
一
一

五六五 i
七二九 1男、
入二八 1I被

千 ! ト周

二二二 1 I者
六六五 1女/
占ム 01

同問昭

和

十十六

年年年

鏑
業
と
交
通
過
信
業
に
つ
い
て
は
そ
の
労
働
者
数
が
厚
生
省
労
働
局
努
政
課
の
調
在
に
か
L

る
「
全
闘
産
業
別
労
働
者
数
調
」
の
中
に

工
場
労
働
者
数
と
共
に
護
表
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
鎖
山
労
働
者
は
昭
和
六
年
末
の
十
九
高
五
千
人
が
十
一
一
一
年
末
に
は
四
十
三
高

五
千
人
と
激
増
し
て
、
買
に
二
倍
能
に
な
O

て
ゐ
る
。
交
通
過
信
業
労
働
者
数
は
、
六
年
末
の
五
十
高
六
千
が
五
十
四
高
五
千
に
増
加
し

た
刊
誌
げ
で
工
場
、
鎖
山
に
比
す
れ
ば
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
と
の
調
査
に
令
よ
れ
ば
労
働
者
数
は
こ
の
七
年
間
に
二
百
十
高
ほ
い
と
増
加
し

た
の
で
る
る
が
、
そ
の
中
百
八
十
三
高
、
即
ち
八
七
%
は
工
業
で
、

一
二
泌
を
鏑
山
で
吸
牧
し
た
と
と
に
な
る
。

と
れ
等
の
数
字
に
よ
っ
て
吾
人
は
臨
げ
な
が
ら
今
年
十
月
の
第
五
回
岡
勢
調
査
に
よ
っ
て
判
明
ナ
ベ
き
日
本
人
口
の
産
業
的
構
成
を
察

知
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
な
け
る
工
業
有
業
者
の
教
は
農
業
本
業
者
と
著
し
く
接
近
し
恐
ら
く
組
有
業
者
数
の
四
分
の
一
ほ
ど

を
占
め
る
の
で
は
な
い
か
と
岡
山
は
れ
る
。

し
か
も
此
の
如
く
激
増
せ
る
工
場
労
働
者
の
内
容
は
過
去
の
そ
れ
と
著
し
く
異
な
る
も
の
が
あ
る
。
世
凶
作
大
戦
官
時
の
増
加
は
大
字
を

軽
工
業
殊
に
紡
織
工
業
に
負
ふ
て
ゐ
た
が
、
今
失
の
増
加
は
大
部
分
が
重
・
化
祭
工
業
に
-
よ
っ
て
ゐ
る
。
即
ち
増
加
数
百
五
十
二
高
の
中
、

機
械
器
具
工
業
に
沿
い
て
六
十
九
高
、
金
属
工
業
に
沿
い
て
二
十
九
高
、
北
皐
工
業
に
な
い
て
二
十
高
、
併
せ
て
百
十
八
寓
は
線
増
加
数

我
図
工
業
の
地
方
的
分
布
と
そ
の
趨
勢

(
小
田
橋
)

二
一
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勢働者数調〈翠位千人)

工場統計表 厚生省主事働局若手政課謝祭働者数

一一職工数l従業員醐 工場 鍍山(交通通信 日傭其他 計
ノ4、. J年 末 (I，677 1，876 2，026 196 507 1，942 4，670 
t二 司王 末 1，749 [，957 2，101 191 1:21 ?，047 4，860 

i¥ 年 本 |1m
2，140 2，234 228 557 2，108 5，1?7 

::JL 年 末 2，164 2，402 2，539 247 555 ?，428 5，764 

十 年 末 2，369 2，631 2，792 275 544 2，295 b，907 

十一年末 2，593 2，876 3，067 320 565 2，137 6，090 

十二年末! 2，937 3，266 3，407 366 549 2，100 6，422 

十三年末 3，215 3，855 4;>6 545 1，929 6，765 

ー十四年六月オこ l
4，468 474 b12 2，681 8，136 

第一表

第
五
披

1，工場統計表の職工数には八年以前にも八幡製織所の職工教を

カ日へたり

2，日傭其他には，土木建築，瓦新電気水道，農林，水産勢働者

をも合む

(言1:)

一
一
一
八

の
約
七
O
M
に
あ
た
り
、
紡
織
工
業
に
》
け
る
増
加
は
僅
か
八
高
に
過
を

、
ム
ミ
っ
さ
o

J
J

、刀
J

J

/

元
来
我
闘
の
工
業
は
軽
工
業
を
植
軸
と
す
る
も
の
で
、
大
正
九
年
に
は

職
工
組
数
百
四
十
寓
の
中
、
八
十
一
高
ま
匂
は
紡
織
工
業
、
第
二
位
に
あ

っ
た
機
械
器
具
工
業
は
僅
か
十
八
高
の
職
工
敢
に
過
ぎ
や
、
紡
織
工
業
の

そ
れ
と
は
格
段
の
差
を
も
っ
て
ゐ
た
。
昭
和
六
年
に
至
っ
て
も
と
の
割
合

は
未
だ
大
な
る
制
捜
化
を
一
不
さ
や
、
八
幡
製
鋭
所
を
民
営
工
場
と
し
て
金
属

工
業
に
加
へ
て
見
て
も
、
向
紡
織
工
業
の
有
ナ
る
職
工
数
九
十
寓
は
全
職

工
教
の
五
四
万
を
占
め
、
機
械
器
具
工
業
は
九
・
五
%
、
金
属
工
業
は
五
・

一
%
と
い
ふ
如
く
重
工
業
部
門
は
甚
だ
貧
弱
で
あ
っ
た
。
然
る
に
昭
和
十

年
末
に
な
る
と
重
北
皐
工
業
の
進
出
著
し
く
、
六
年
か
ら
十
年
ま
で
の
四

年
間
に
増
加
吐
る
職
工
数
六
十
九
高
の
中
、
機
械
器
具
工
業
が
三
O
%
、
金

属
工
業
が
一
七
%
、
化
皐
工
業
が
一
五
が
を
占
め
、
紡
織
工
業
は
そ
の

五
六
泌
を
増
加
し
た
に
過
智
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
十
年
末
よ
り

十
三
年
末
に
至
る
三
年
間
に
増
加
し
た
職
工
敢
は
八
十
五
高
左
超
え
、
そ

の
中
五
八
%
は
機
械
器
具
工
業
に
治
け
る
増
加
で
あ
り
、

一
四
%
が
金
属



室長二表 最近における工場職工数の喰減(工場統計表による〉

線、数
紡，織792||金属

機械 窯業 化皐|製材 印刷撃さやL食料品 ガス電気 主主 他

一 一
昭和 6 1，676，916 898，792] 100，853 158，351 56，731 122，491 I 56，658 51，367 13.1，516 8，248 89，939 
10 2，369，2日771，006，703 217，612 367，263 92，698 228，638 85，107 60，569 158，125 8，390 144，172 
m 3，222，491 981，887 375，001 864，253 105，961 321，936 114，621 63，52.1 190，484 10，622 194，203 

事割(昭和 100.0 53.6 6.0 0.4 3.4 7.3 3.4 3.1 8.0 0.5 5.4 

業 10 100.0 42.5 9.2 15.5 3.9 9.6 3.6 2.5 6.7 0.4 6.1 

別合 13 100.0 30.5 11.6 26.8 3.3 10.0 3.6 2.0 5.9 0.3 6.0 

692，361 107，911 116，759 208，912 35，967 106，177 28，449 9，202 24，609 142 54，233 
減ヰ数す昭 10ー13 853，214 ~24，816 157，389 496，990 13，?63 93，298 29，514 2，9u4 32，359 2，232 50，031 
sg 6-ー13 1，545，575 83，095 2.14，148 705，902 49，230 199，475 57，96.1 12，156 56，968 2，374 104，264 

100.0 15.6 16.9 30.2 5.2 15.3 4.1 1.3 3.6 0.0 7.8 

減格4会I'e割別t斗g 昭 10-13 100.0 -2.9 13.8 58.2 1.6 10.9 3.5 0.3 3.8 0.3 5.9 

昭6--13 100.0 5.4 15.1 45.7 3.2 12.9 3.8 0.8 3.7 0.2 6.7 

41.3 12.0 115.8 131.9 6:雪.4 86.7 50.2 17.9 18.4 1.7 60.3 

格減卒 昭 10-13 36.0 -2.15 53.9 135.3 14.3 40.8 34.7 4.9 20.5 

昭 6-13 92.2 9.2 232.2 445.8 86.8 162.9 102.3 23.7 42.7 28.8 I 115.9 

都~H者世ミ型特韮令慢 ..>J!\.1 Q事望者¥K (会包晦〉 111 ・兵
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昭 7恒三IPll 9 昭10 昭111昭121昭13 昭14
総数~貿甑百蔦国)一部1

1，422 1，98913，620 13，936 15，151 

割合 100.0 1100.0 1100.0 100.0 100.0 1100.0 1100.0 ! 100.0 

瓦新電気 0.0 1 4.9 1 16.1 7.2 22.5 I 6.3 1 3.2 I 25.0 

銭業 2.8 1 4.4 1 ]3.4 8.3 6.2: 8.8 1 ]8.8 1 9.0 

重化事工業 38.4 21.1 26.2 25.8 ]9.9 44.8 46.7 37.l.l 

経 工 業 6.5 12.4 14.8 22.0 12.5 12.5 4.7 2.4 

水産農林業 8.6 0.5 ].7 0.9 4.9 2.6 1.1 1.0 

倉庫及運聡 13.7 40.1 16.7 9.9 ]3.9 6.4 

商 業 ]4.8 6.4 5.5 11.0 9.6 5.6 2.01 7.3 

雑 業 14.7 9.9 5.4 14.6 ]0.2 ]2.7 17.2 1 6.6 

第三表

第
五
披

日銀調査による 内，鮮，査，樺，関東州に於て計霊せられたる株式合祉

の新設，帯主主並に起債中確賃なるものに付十高回以上のものを採録。

重化事工業には化事工業，治舵及船渠，機械及器具，金属工業を合み，

経工業には紡績，製糸，製絞，染色，整理，製紙，窯業，醸造，食料品，製材，

雑工業を入れたり。

(註〉

O 

工
業
、

一
一
元
が
化
皐
工
業
に
も
申
け
る
増
加
で
あ
っ
た
。
紡
織
工
業
職

エ
教
は
昭
和
十
二
年
末
ま
勺
僅
か
な
が
ら
増
加
し
て
来
た
の
が
、
十
三

年
中
に
は
一
奉
に
五
高
を
減
じ
、
昭
和
十
年
に
比
較
し
て
も
向
二
高
五

千
の
減
少
を
示
す
と
と
に
な
っ
た
。
叉
生
産
額
に
》
け
る
紡
織
工
業
の

優
越
性
も
夫
は
れ
、
昭
和
十
三
年
末
に
は
金
属
工
業
の
四
十
五
億
九
包
首

位
ど
し
、
紡
織
工
業
は
三
十
九
億
に
落
ち
、
む
し
ろ
第
三
位
の
機
械
器

具
工
業
に
近
づ
く
と
と
に
な
っ
た
。

右
の
如
く
重
工
業
部
門
の
進
出
せ
る
は
、

一
面
に
沿
い
て
近
時
の
政

治
抗
勢
左
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
満
洲
事
鑓
以
後
、
軍
需
工
業
と
輪

出
工
業
の
繁
柴
に
伴
っ
て
職
工
教
の
激
増
を
見
た
の
が
、
昭
和
十
一
年

の
二
・
二
六
事
件
以
来
軍
需
工
業
に
た
け
る
比
重
は
加
速
度
的
に
加
は

り
、
そ
れ
が
右
の
如
き
工
業
編
成
を
徹
底
的
に
更
改
す
る
に
至
。
た
の

は
申
ナ
ま
で
も
な
い
。
と
の
と
と
は
上
掲
せ
る
計
書
資
本
の
内
諾
に
見

て
も
容
易
に
額
け
る
所
で
あ
り
、
叉
昭
和
十
二
年
支
那
事
境
勃
登
後
十

二
年
九
月
に
宜
施
さ
れ
た
資
金
調
整
法
の
貰
結
に
見
て
も
同
法
に
よ
る

十
三
年
末
迄
の
産
業
設
備
資
金
組
額
四
十
一
億
困
の
中
で
、
鎖
業
及
び
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5
F
:
 

E
D
F
B
~つ
副
町
品
買

第
五
披

(JL( 

工
業
に
投
ぜ
ら
れ
た
も
の
は
八

O
Mの
三
十
二
億
七
千
高
園
、
そ
の
ま
た
八

O
Mの
二
十
五
億
六
千
高
闘
は
貨
に
直

接
軍
需
に
開
係
あ
る
甲
種
産
業
で
あ
っ
た
。

以
上
の
形
勢
は
工
業
を
更
に
中
分
類
、
小
分
類
に
分
つ
と
と
に
よ
っ
て
明
瞭
に
な
っ
て
来
る
。
機
械
器
具
と
綿
絹

し
て
も
、
農
業
用
機
械
器
具
、
土
木
建
築
問
機
械
器
具
の
如
く
、
北
曲
学
工
業
に
あ
っ
て
も
セ
ル
ロ
イ
ド
の
如
き
、
直

接
軍
需
に
闘
係
な
き
も
の
も
あ
る
。
第
四
去
と
し
て
掲
ぐ
る
も
の
は
各
部
門
に
沿
け
る
主
要
事
業
主
摘
記
し
て
そ
の

職
工
教
の
増
減
を
計
算
せ
る
も
の
勺
あ
る
が
、
と
れ
に
よ
っ
て
も
、
前
凶
年
間
に
軍
需
工
業
と
並
ん
で
轍
同
部
門
の

繁
栄
が
あ
っ
た
と
と
、
並
に
そ
の
後
の
二
年
聞
に
た
い
て
、
早
く
も
そ
れ
の
凋
落
的
傾
向
あ
る
と
と
を
翻
取
し
得
る

の
で
あ
っ
て
、
と
れ
は
昭
和
十
三
年
の
統
計
去
に
よ
っ
て
更
に
明
瞭
な
る
形
左
見
せ
る
で
あ
ら
う
。
既
に
日
銀
の
労

働
人
員
指
数
は
と
れ
を
明
ら
か
に
指
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

と
の
事
業
別
編
成
に
ゐ
け
る
援
化
は
我
闘
に
長
け
る
工
業
の
、
そ
し
て
叉
日
労
働
者
の
地
方
的
分
布
に
著
し
ま
鐙
化

を
及
ぼ
す
も
の
な
る
と
と
巾
ず
ま
で
も
な
い
。
工
業
各
部
門
が
夫
々
の
立
地
位
陣
件
に
制
約
さ
れ
て
或
特
定
の
地
域
に

繁
柴
し
た
も
の
匂
あ
る
以
上
、
事
業
そ
の
も
の
L
盛
衰
に
従
っ
て
そ
の
中
心
地
域
は
常
に
費
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
以
下
本
文
に
な
い
で
見
る
地
方
分
布
の
鑓
涯
は
、
工
場
の
新
設
、
損
張
、
縮
少
、
底
止
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の

ゼ
あ
る
が
、
そ
の
増
減
の
線
は
以
上
の
事
業
別
隆
替
の
線
に
治
ふ
て
ゐ
る
と
と
勿
論
で
あ
る
。

向
ほ
私
は
と
L

で
我
岡
.
労
働
者
の
性
別
構
成
に
非
常
な
る
判
決
化
の
あ
っ
た
と
と
左
付
記
し
て
訟
を
た
い
。
我
岡
の

工
場
労
働
者
の
大
字
が
女
子
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
主
要
工
業
が
紡
織
部
門
に
あ
っ
た
と
と
の
首
然
の
結
果
に
外



な
ら
な
い
が
、
そ
れ
が
昭
和
八
年
以
降
、
男
工
教
は
女
工
教
を
超
え
、
十
三
年
の
工
場
統
計
表
は
組
職
工
敬
三
百
二
十
二
高
の
中
六
二
%
の

二
百
高
は
男
工
、
コ
一
八
%
の
百
二
十
二
高
は
女
工
と
い
ふ
と
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
と
れ
を
大
正
九
年
に
男
工
四
七
%
女
工
五
三
%
な
り
し

時
代
と
比
較
す
れ
ば
正
に
逝
紬
押
し
た
形
ゼ
あ
る
。
勿
論
と
れ
は
最
近
に
な
け
る
紡
織
部
門
の
相
封
的
減
退
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
第

四
表
の
昭
和
十
二
年
に
見
た
る
如
く
紡
織
部
門
官
は
全
職
工
の
約
八
割
E

一
貫
教
に
し
て
八
十
三
高
が
女
工
で
あ
る
。
し
か
も
と
の
教
は
岡
市
T

鹸
及
化
粧
品
製
遣
業
、

の
金
女
工
数
百
二
十
一
寓
に
封
し
て
六
九
%
に
営
る
の
で
あ
る
。
と
の
外
に
女
工
の
男
工
よ
り
も
多
い
の
は
、
北
皐
工
業
で
製
薬
業
、
石

ゴ
ム
製
品
工
業
、
食
料
品
工
業
の
中
ゼ
健
詰
製
遣
業
、
共
他
工
業
の
中
で
紙
製
品
、
藁
製
品
、
綿
及
麻
製
網
、
裁

男女職工数(翠位千〉

総数 男 女
内紡織
女工

大IE9 ]，554 730 824 699 

]4 1，807 852 955 791 

昭和 1 ]，874 893 98] 811 

2 1，898 923 975 803 

3 1，935 948 987 808 

4 ]，824 855 969 8]5 

5 ]，683 796 887 740 

6 1，677 792 886 74] 

7 ]，749 861 888 720 

8 ]，9]7 983 934 737 

9 2，163 1，147 10，16 784 

10 2，369 ]，287 ]，082 831 

11 2，592 1，458 1，134 824 

12 2，936 ]，727 1，209 831 

13 3，215 1，998 1，277 794 

第五表

縫
業
、
製
帽
業
、

マ

γ
チ
製
造
業
等
で
あ
り
、
多
数
女
工
を
吸
牧
ナ

る
も
の
に
人
絹
綿
製
造
業
、
製
紙
業
、
菓
子
製
造
業
等
が
あ
る
が
、

そ
れ
等
も
紡
織
部
門
に
比
ナ
れ
ぽ
遥
か
に
今
一
敢
な
る
と
と
申
す
ま
で

も
な
い
。
し
か
も
そ
の
紡
織
部
門
が
相
封
的
に
、
最
近
は
又
絶
封
的

に
も
そ
の
教
を
減
じ
、
我
国
職
工
階
級
の
性
別
比
率
は
上
述
の
如
き

却
型
北
を
一
不
す
と
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
六
年
以
後
十
三
年
末

迄
の
増
加
職
工
数
百
五
十
四
高
の
中
、
女
工
は
三
十
九
高
の
少
数
で

か
く
の
如
き
嬰
ル
仰
が
我
闘
の
経
漕
乃
至
枇
曾
機
構
に
非
常
な
る
時
現
北
を
費
ら
す
と
と
申
す
ま
で
も
な
い
。
我
闘
の
工
業
が
労
働
者
の
給

増
加
総
数
の
僅
か
四
分
の
一
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

我
闘
工
業
の
地
方
的
分
布
と
そ
の
趨
勢

(
小
岡
橋
)

源
を
農
村
に
仰
い
で
を
る
と
と
は
今
も
昔
も
饗
り
な
い
が
、
前
に
は
農
村
子
女
の
一
時
的
出
稼
と
い
ふ
形
を
以
っ
て
都
市
工
業
が
動
い
て

五



米
京
商
科
大
感
研
究
年
初
判

向
感
研
究

第
五
披

ー---
』し

ノ、

本
市
て
、
永
性
的
に
都
合
に
あ
る
労
働
併
殺
は
比
較
的
少
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
八
イ
や
と
の
事
情
は
全
く
一
渡
し
つ
L
あ
る
。
か
L
る
意
味

工
業
都
市
な
り
、
工
業
府
憾
な
り
の
生
成
瑳
展
は
、
従
来
と
ま
ほ
戸
」
臭
っ
た
内
容
を
も
つ
も
の
と
し
て
観
察
じ
な
け
れ
ば
な

に
た
い
て
、

ら
な
い
の
で
あ
る
。

各
工
業
部
門
に
止
け
る
職
工
数
の
地
方
的
分
市

一
、
職
工
組
救

我
同
の
職
工
教
が
大
都
市
府
臓
に
集
中
し
て
ゐ
る
と
と
は
肢
に
周
知
の
喜
一
貫
で
あ
る
。
試
み
に
職
工
教
の
多
い
順
序
に
府
臓
を
配
列
し

て
み
れ
ば
、
昭
和
六
年
に
は
大
阪
府
が
二
十
高
で
全
岡
綿
教
の
一
二
%
、
東
京
府
が
十
七
高
四
千
で
一

0
・
四
形
、
と
の
二
府
だ
け
が
一

O
%
を
超
え
て
ゐ
た
。
右
に
火
い
で
愛
知
、
兵
庫
、
長
野
の
三
燃
が
各
土
八
・
八
話
、
七
・
八
%
、
六
二
ニ
が
左
占
め
、
幾
分
下
っ
て
一
服
岡
、

群
馬
、
京
都
、
静
岡
が
一
一
一

l
四
形
、
更
に
下
っ
て
紳
奈
川
、
埼
玉
、
同
山
、
岐
阜
が
二
ー
一
ニ
ガ
の
職
工
教
を
擁
し
セ
ゐ
た
。
以
上
の
十
三
府

臓
の
中
に
所
謂
七
大
府
麟
(
一
一
一
府
並
に
愛
知
、
兵
L

陣
、
神
奈
川
、
耐
同
)
の
全
部
を
合
ん
で
ゐ
る
。
し
か
も
長
野
、
群
馬
の
二
騨
が
殆
ど

製
赫
業
の
み
を
も
っ
て
立
っ
て
ゐ
る
を
例
外
と
す
れ
ば
、
他
の
諸
府
臓
は
何
れ
も
各
種
の
工
業
が
相
設
に
護
達
し
て
ゐ
て
、
市
も
そ
の
所

在
も
京
部
中
京
、
京
版
紳
、
闘
門
の
四
工
業
地
脅
か
、
或
は
と
れ
を
接
積
す
る
線
の
上
に
位
し
て
ゐ
た
。

そ
の
後
昭
和
十
年
に
な
O
て
も
、
と
の
地
方
分
布
比
は
大
し
た
同
型
化
を
示
し
て
ゐ
な
い
。
た
む
製
綿
業
に
沿
け
る
職
工
教
の
激
減
が
反

映
し
て
、
長
野
、
山
梨
雨
臓
に
沿
い
て
は
職
工
教
の
結
封
的
減
少
を
楽
し
、
群
馬
鯨
に
沿
い
て
も
他
の
部
門
の
醤
展
の
た
め
に
漸
く
職
工

教
の
減
少
だ
け
は
兎
れ
た
の
で
あ
る
。
長
野
鯨
の
如
き
職
工
敬
三
高
一
千
を
減
じ
全
岡
に
封
ず
る
剖
令
は
六
・
一
二
四
%
か
ら
一
三
・
一
七
%



地方別に観たる職工数の常減第六表

我
図
工
業
の
地
方
的
分
布
と
そ
の
趨
勢

(
小
田
橋
)

二
二
七



東
京
商
科
大
事
研
究
年
報

商
拳
研
究

第
五
鏡

に
ま
で
一
挙
に
激
落
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
と
の
四
年
間
は
特
に
轍
出
産
業
と
軍
需
工
業
の
繁
柴
し
た
時
期
で
あ
る
か
ら
、
と
の
種
工
業

一
一
二
八

を
多
分
に
も
つ
府
鯨
に
暗
殺
い
て
は
職
工
教
の
蹴
増
を
見
た
。
即
ち
増
加
率
で
み
る
と
東
京
、
神
奈
川
、
富
山
、
山
口
、
宮
崎
が
何
れ
も
七

O
，V
A

以
上
の
増
加
率
で
殖
え
、
北
海
道
、
一
船
井
、
大
阪
が
六

O
ガ
以
上
、
新
潟
、
静
岡
、
愛
知
、
鹿
島
が
五

O
M以
上
の
率
で
増
し
て
ゐ
る
。

中
心
の
大
阪
は
づ
い
に
、

と
と
ろ
が
、
そ
の
後
最
近
に
到
る
期
聞
は
、
中
心
が
む
し
ろ
軍
需
工
業
に
移
行
し
た
結
果
、
昭
和
十
三
年
末
の
統
計
で
は
、
輸
出
工
業

工
り
軍
需
工
業
都
市
の
東
京
に
凌
駕
さ
れ
、
東
京
府
は
五
十
二
高
の
職
工
教
を
も
っ
て
全
閣
第
一
位
に
上
り
、

大
阪
府
は
四
十
四
寓
で
第
二
位
に
下
る
と
と
に
な
0
・
花
。
同
様
に
重
・
佑
皐
工
業
を
も
っ
府
騒
が
著
し
く
職
工
教
を
増
し
た
と
と
は
申
す

ま
で
も
な
い
。
即
ち
茨
城
、
埼
玉
、
神
奈
川
、
新
潟
、
山
口
、
一
隅
岡
、
鹿
島
、
長
崎
等
の
各
麟
は
そ
の
著
し
い
例
で
あ
る
。
と
れ
に
反
し

て
前
の
時
期
に
職
工
数
を
激
増
し
た
石
川
、
一
耐
井
、
一
一
一
重
、
宮
崎
等
が
、
と
の
頃
に
は
既
に
伸
張
の
度
を
鈍
ら
し
て
来
た
と
と
が
翻
取
さ
れ
、

山

内

合
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l
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l
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0
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1

4
2
一
刀
日
ゆ
一
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一
川
一
い
下
1

l

1

1

1

1

4

1

i

!

l

i

l

i

-

-

-

-
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一
一
数
合
一
道
披
馬
玉
京

H

3
山

川

井

♀

司

知

重

都

板

賂

山

烏

口

岡

崎

崎

表

一

一

晴

樹

一

尉

却

i

l

比

一

一

力

毅

一

一

ね

茨

群

埼

来

一

柳

新

宮

石

一

耐

岐

静

愛

一

一

一

京

大

兵

阿

炭

山

縮

長

官

第

一

層

線

一

長
野
豚
は
と
の
聞
に
も
や
は
り
六

千
人
の
職
工
教
を
減
じ
た
。

昭
和
七
年
よ
り
十
年
末
に
至
る

四
年
聞
の
増
加
数
六
十
八
高
二
千

入
、
昭
和
十
一
年
よ
り
十
三
年
に

至
る
三
年
間
の
増
加
数
八
十
五
高

一
一
一
千
人
の
府
牒
別
分
布
左
見
る
と
別
表
の
通
り
で
、
前
の
朋
聞
に
増
加
し
た
府
腕
と
後
の
期
聞
に
増
加
し
た
府
懸
の
封
照
左
よ
く
示
し
て

ゐ
る
。
而
し
て
東
京
、
大
阪
、
愛
知
、
兵
庫
、
神
奈
川
、
一
服
岡
の
六
大
工
業
府
牒
の
増
加
は
、
会
同
増
加
締
敢
に
到
し
て
前
に
は
六
五
ガ



後
に
は
山
ハ
八
%
を
占
め
る
。
昭
和
六
年
に
と
の
六
大
工
業
府
牒
に
在
っ
た
職
工
教
は
四
五
だ
に
過
を
な
か
っ
た
の
匂
あ
る
か
ら
、
と
の
工

業
躍
進
の
期
聞
に
如
何
に
職
工
教
が
大
都
市
に
雲
集
し
た
か
を
充
分
に
説
明
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
昭
和
十
三
年
に
と
の
六
大
工
業
府
騒
が
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15 

も
つ
職
工
教
は
全
閣
の
五
五
・
三
万
を
占
め
る
ま
で
に
膨
脹
し
た
の
ゼ
あ
る
。
か
く

14 

し
て
職
工
教
の
分
布
は
、
昭
和
六
年
に
比
し
て
著
し
く
偏
在
的
な
形
を
示
し
て
来
た
。

13 12 

上
の
固
去
は
各
府
臓
の
占
む
る
職
工
教
が
み
一
岡
締
敢
に
占
む
る
百
分
比
(
第
八
表
)

11 

を
、
多
い
嬬
か
ら
順
次
に
累
加
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
之
に
見
て
も
集
中
皮

10 

の
強
ま
っ
た
と
と
は
歴
然
た
る
も
の
が
あ
る
。
而
し
て
と
れ
を
地
方
的
に
観
察
す
れ

]) 8 

ぽ
、
そ
れ
が
会
闘
に
封
ず
る
割
合
は

刀日目』、己・

日
王
・
」
ノ
ハ
斗

同
十
年

同
十
一
一
一
年

吾

市
閥
来
工
業
地
帯
ハ
東
京
、
締
奈
川
、
埼
玉
)

一
七
・
九
四

一
五
・
二
一

s 4 

米
海
工
業
地
帯
ハ
愛
知
、
静
岡
、
一
三
車
一
、
岐
閤
)

互五

一
五
・
七
四

一
六

府麻

閥
商
工
業
地
帯
ヘ
大
阪
、
兵
庫
、
京
都
)

山
陽
閥
門
工
業
地
帯
ハ
編
問
、
山
口
、
炭
島
、
岡
山
)

九・二一一一

二
四
・
八

O

二
四
・
一
六

二一一一・

0

八
・
七
一
一

九
・
一
一
凶

名
古
屋
を
中
心
と
す
る
地
方
に
た
け
る
最
近
の
徴
少
な
る
低
下
を
除
い
て
は
す
べ
て
割
合
を
向
く
し
た
。
し
か
し
関
東
の
著
大
な
る
路
進

で
何
れ
も
貰
敢
に
た
い
て
増
加
し
た
と
と
は
同
様
で
あ
っ
た
が
全
国
比
に
沿
い
て
も

我
凶
工
業
白
地
方
的
分
布
と
そ
の
趨
勢

に
比
す
れ
ば
、
開
西
の
占
む
る
地
位
は
相
封
的
に
揺
ま
つ
L
あ
る
と
い
は
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

ゴL

(
小
田
橋
U
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失
に
・
各
事
業
部
門
に
沿
け
る
地
方
分
布
を
け
凡
る
つ
も
り

で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、
夫
頁
の
闘
表
に
つ
い
て
一
言
し

た
い
。
前
掲
間
表
と
同
様
に
、
各
事
業
別
に
最
も
多
く
の

職
工
教
を
も
っ
府
牒
エ
h
p
順
失
に
そ
の
封
全
閣
割
合
そ
泉

計
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
と
れ
に
よ
っ
て
各
事
業
に
沿
い

て
特
定
府
牒
へ
の
集
中
皮
を
知
り
得
る
と
思
ふ
。
食
料
品
、

紡
織
、
製
材
木
製
品
が
、
比
較
的
均
等
に
各
府
牒
に
分
宿

さ
れ
、
化
皐
工
業
と
れ
に
弐
宮
、
金
属
、
機
賊
器
具
部
門

は
集
中
度
が
特
に
高
い
と
い
へ
ょ
う
。
印
刷
製
本
業
は

府
合
計
で
す
で
に
会
闘
の
五
七
%
に
達
す
る
が
、
そ
の
以

外
の
府
瞬
に
比
較
的
均
等
に
分
布
さ
れ
て
ゐ
る
と
と
を
示

ェ
、
紡
織
工
業

二
の
府
牒
に
集
中
す
る
と
と
は
な
い
け
れ
ど
も
、
十
府
騒
左
合
計
す
れ
ば
之
と
時
同
様
の
集
中
度
を
一
不
す
と
と
を
物
詰
っ
て
ゐ
る
。

し
て
ゐ
る
。
窯
業
、
其
他
工
業
で
は
印
刷
部
門
限

E
一、

紡
織
工
業
は
我
図
工
業
部
門
の
中
で
最
も
多
く
の
職
工
教
を
占
め
、

職
ヱ
教
の
三

O
Mは
斯
業
に
従
事
し
て
ゐ
る
。
し
か
も
そ
の
職
工
教
が
比
較
的
全
聞
に
分
布
し
て
ゐ
る
か
ら
、
或
る
特
定
地
方
に
と
っ
て

現
在
そ
の
制
令
を
減
じ
っ
L

あ
り
と
は
い
へ
昭
和
十
三
年
に
向
全



決
闘
工
業
の
地
方
的
分
布
と
そ
の
趨
勢

(
小
川
橋
)

は
そ
の
重
要
性
は
苦
し
く
小
へ
な
ら
も
の
が
あ
る
。
(
ド
ル
支
山
-
1
4伊
附
…
)

既
に
第
四
表
に
見
た
如
く
紡
織
工
業
の
枢
軸
を
な
す
も
の
は
製
縮
、

紡
結
、
織
物
の
一
一
一
部
門
ゼ
あ
っ
て
、
と
の
三
部
門
だ
け
マ
紡
織
工
業
会

職
ヱ
教
の
八
六
ガ
ハ
昭
和
十
二
年
)
を
占
め
て
ゐ
る
。
先
に
斯
業
が
各
府

牒
に
分
散
し
て
ゐ
る
と
い
っ
た
が
そ
れ
は
紡
織
工
業
会
館
に
つ
い
て
ど

あ
っ
て
、
と
れ
を
更
に
細
分
す
れ
ほ
そ
の
分
布
も
可
な
り
偏
在
し
て
居

日

r
o
o
-た
Y

そ
の
各
部
門
が
相
補
っ
て
ゐ
る
た
め
に
、
分
布
が
比
較
的
均

等
な
る
教
を
も
つ
に
過
ぎ
な
い
。
分
布
の
扶
態
に
つ
い
て
昭
和
十
二
年

の
統
計
に
よ
っ
て
考
察
す
れ
ば
第
九
表
の
如
く
で
あ
る
。

ま
づ
製
総
菜
は
極
端
に
長
野
師
加
に
集
中
し
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の

の
他
の
地
方
に
は
略
よ
均
等
と
い
っ
て
も
よ
い
程
に
分
布
さ
れ
て
ゐ
る
。

即
ち
、
長
野
騒
に
火
い
で
多
い
群
馬
が
そ
の
字
教
に
及
ば
な
い
。
最
も

多
い
長
野
騒
を
合
め
て
多
数
な
る
順
に
と
っ
た
十
臓
の
封
全
岡
割
合
は

六
六
が
で
あ
っ
て
紡
織
業
の
他
の
部
門
に
比
す
れ
ば
比
較
的
に
遍
在
す

る
と
い
ひ
得
工
う
。
失
に
紡
績
業
は
綿
綿
紡
績
と
毛
稀
紡
結
と
で
非
常
・

に
異
っ
て
ゐ
る
。
綿
締
紡
績
業
は
比
較
的
多
く
の
地
域
に
蹟
が
っ
て
ゐ
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第
五
銃

る
が
斯
業
は
大
工
場
に
よ
っ
て
始
め
て
生
産
が
可
能
に
な
る
と
と
の
た
め
に
全
然
工
場
の
な
き
府
服
す
ら
あ
る
。
製
綿
業
で
も
北
海
道
、

青
森
、
大
版
、
沖
縄
に
は
職
工
が
一
人
も
肘
ら
ぬ
が
、
綿
綿
紡
績
業
で
は
そ
れ
が
北
悔
道
、
青
森
、
岩
手
、
山
形
、
秋
則
、
栃
木
、
千
葉
、

宮
崎
、
沖
縄
の
一
道
九
臓
に
及
ん
ゼ
肘
り
、
分
布
の
度
に
沿
い
て
製
綿
業
に
造
か
に
及
ば
な
い
。
毛
締
紡
績
に
な
い
て
は
と
の
地
域
的
集
中

の
度
が
更
に
強
い
。
し
か
も
そ
の
大
部
分
は
名
古
屋
附
近
で
、
愛
知
牒
に
二
二
万
の
職
工
が
肘
り
、
と
れ
に
岐
阜
、
コ
二
郎
寸
静
岡
を
加
へ
る

と
五
八
・
六
%
に
達
す
る
。
更
に
と
れ
に
東
京
、
大
阪
、
兵
庫
を
加
へ
る
と
金
闘
の
職
工
綿
教
の
九
O
%
飴
が
と
の
七
府
臓
に
肘
る
こ
と

に
な
る
。

織
物
業
も
比
較
的
各
地
に
分
布
さ
れ
て
ゐ
る
。
殊
に
綿
織
物
並
に
絹
織
物
に
沿
い
て
著
し
い
。
昭
和
十
二
年
に
ヲ
き
綿
、
絹
、
毛
、
人

絹
各
種
織
物
の
職
工
教
を
夫
々
多
数
な
る
臓
を
五
臓
合
計
し
て
、
と
れ
が
全
同
組
敢
に
劃
す
る
比
率
を
求
め
れ
ば
、
綿
織
物
に
沿
い
て
は

六
八
・
五
が
だ
が
、
絹
織
物
に
沿
い
て
は
五
四
・
八
%
に
過
ぎ
や
、
人
絹
織
物
は
比
較
的
新
し
い
織
物
な
る
と
、
一
服
井
牒
が
金
岡
の
三
一
%

飴
の
職
工
教
を
吸
牧
し
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
や
、
そ
の
多
く
が
絹
織
物
に
代
替
し
た
閥
係
上
綿
織
物
工
り
も
比
較
的
集
中
皮
が
低
く
最
も
多

き
五
牒
の
剖
A
n
が
六
七
・
五
%
、
然
る
に
毛
織
物
は
そ
の
九
二
・
六
%
が
主
要
五
厩
に
集
っ
て
ゐ
る
の
み
な
ら
や
毛
織
物
ゼ
は
愛
知
と
隣

接
腕
だ
け
ゼ
六
割
を
占
め
、
愛
知
一
臓
の
み
で
五
二
%
を
占
有
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
更
に
と
れ
を
活
花
見
て
、
と
れ
等
織
物
職
工
を
全

然
持
た
ね
鯨
を
見
る
に
、
綿
織
物
で
は
山
陰
二
牒
と
高
知
、
長
崎
の
四
師
柄
拘
絹
織
物
で
は
青
森
、
山
口
の
二
腕
な
る
に
封
し
、
人
絹
及
人

絹
交
織
物
で
は
北
海
道
、
来
北
四
豚
(
幅
白
山
形
を
除
く
)
茨
城
、
千
葉
、
長
野
、
鳥
取
、
四
国
三
脱
会
両
知
を
除
く
〉
九
州
八
腕
、
令

計
一
道
十
九
臓
に
及
ん
で
ゐ
る
。
と
と
ろ
が
毛
織
物
職
工
は
、
皆
無
の
府
鯨
が
む
し
ろ
多
く
、
東
北
で
四
服
(
宮
城
山
形
を
除
〈
)
茨
城
、

北
陸
四
瞬
、
山
梨
、
静
岡
、
滋
賀
、
京
都
、
中
岡
四
牒
〈
鹿
島
を
除
く
)
四
同
四
解
、
九
州
八
牒
合
計
二
十
八
腕
は
何
れ
も
工
場
統
計
表
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第九表

山

岐

熊

愛

累

我
岡
工
業
の
地
方
的
分
布
と
そ
の
趨
勢

(
小
川
橋
)

に
そ
の
職
工
教
を
記
し
て
ゐ
な
い
。
大
股
に
む
い
て
綿
織
物
は
近

畿
地
方
(
三
六
万
)
東
海
地
方
(
一
一
一
四
%
)
に
多
く
.
絹
織
物
は
欠

張
り
近
畿
地
方
(
二
七
万
)
北
限
地
方
(
一
二
三
ガ
)
に
多
く
、
火
い
で

関
東
地
方
公
二
%
)
と
な
り
、
毛
織
物
は
前
越
の
如
く
樫
倒
的
に

名
古
屋
付
近
に
集
中
し
、
人
絹
及
人
絹
交
織
物
は
絹
織
物
と
同
様

で
は
あ
る
が
、
北
陸
地
方
(
五
五
%
)
が
極
端
に
多
く
、
関
東
(

O
M
〉
之
に
失
い
で
近
畿
地
方
(
一
O
%
〉
は
絹
織
物
と
具
、
り
ゆ
く

な
っ
て
ゐ
る
と
い
へ
る
。
か
く
し
て
愛
知
廓
は
絹
織
物
.
人
絹
織

物
を
除
い
て
は
殆
ど
全
部
の
紡
織
部
門
に
な
い
で
重
要
な
る
地
位

を
占
め
て
居
り
従
っ
て
と
れ
が
職
工
数
も
昭
和
六
年
に
十
高
、
全

同
の
一
一
%
を
も
ち
、
十
三
年
に
は
十
二
高
を
超
え
て
全
闘
の
八

分
の
一
を
占
め
て
ゐ
る
。
昭
和
六
年
に
つ
い
て
見
れ
ぽ
愛
知
臓
に

火
い
で
は
、
長
野
鯨
が
多
く
一
一
%
を
占
め
、
大
阪
が
之
に
失
い

で
八
・
六
%
、
群
馬
が
五
・
九
%
、
兵
庫
が
五
・
六
%
を
も
っ
て

一
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。

紡
織
部
門
は
昭
和
六
十
年
の
間
に
は
職
工
数
左
一
一
一
万
増
加
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第
五
披

問

し
た
に
過
』
ぎ
な
い
。
そ
の
増
加
速
度
は
鈍
く
、
到
底
他
の
事
業
の
比
で
は
な
い
。
然
し
我
園
最
大
の
工
業
部
円
で
あ
る
と
と
は
、
と
め
僅

か
な
る
増
加
率
を
も
っ
て
し
て
も
職
工
教
の
賀
教
の
増
加
は
十
高
八
千
人
に
及
ん
だ
と
と
で
も
わ
か
る
。
と
の
期
間
に
す
だ
に
製
締
法
取
の

著
し
き
減
退
が
見
ら
れ
た
と
と
は
蹴
に
述
べ
た
が
、
昭
和
十
一
、
十
二
年
聞
は
絹
、
毛
織
物
業
で
職
工
教
が
減
巴
、
更
に
全
く
戦
時
下
に

入
っ
た
昭
和
十
三
年
中
に
は
紡
織
工
業
の
全
般
的
減
退
が
事
貨
と
な
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
昭
和
十
年
末
を
同
六
年
末
に
比
較
し
た
場
合

十
高
八
千
の
職
工
教
を
加
へ
得
た
と
し
て
も
、
向
減
少
し
た
地
方
は
十
七
臓
を
教
で
そ
の
中
千
人
以
上
を
減
じ
た
も
の
も
長
野
、
山
梨

茨
城
、
埼
玉
、
徳
島
、
高
知
、
熊
本
の
八
臓
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
十
三
年
末
に
な
る
と
更
に
著
し
く
な
っ
て
、
綿
敢
に
な
い

て
き
へ
二
高
八
千
を
減
じ
、
減
少
府
牒
も
三
十
勝
を
算
し
、
五
千
人
以
上
を
減
じ
た
鯨
に
群
馬
、
長
野
、
兵
庫
が
あ
り
、
千
人
以
上
を
減

じ
た
も
の
も
宮
城
以
下
十
府
牒
を
教
へ
る
に
至
り
、
東
海
、
北
陸
を
除
い
て
は
全
般
的
な
減
退
で
あ
っ
た
Q

殊
に
内
地
向
を
主
と
す
る
九

州
各
懸
の
紡
織
職
工
教
が
と
の
雨
期
を
通
じ
て
そ
の
教
を
激
減
し
た
と
と
は
注
目
に
値
す
る
。

紡
織
部
門
左
小
分
類
に
よ
っ
て
観
察
す
る
と
き
、
減
・
少
の
最
た
る
も
の
は
製
綿
業
で
あ
る
。
製
締
職
工
敢
は
昭
和
六
年
の
三
十
八
高
五

手
か
ら
十
年
に
は
二
十
七
高
七
千
に
減
じ
、
十
二
年
に
は
更
に
減
じ
て
二
十
二
高
四
千
に
な
O

て
し
ま
っ
た
。
然
る
に
と
の
聞
に
沿
い
て

玉
総
の
生
産
数
量
は
減
砂
し
た
け
れ
ど
も
生
締
の
生
産
敢
量
は
殆

E
減
じ
て
ゐ
な
い
。
即
も
六
年
に
一
一
一
千
九
百
五
十
六
高
直
で
あ
づ
た
の

が
、
十
年
に
コ
一
千
九
百
四
十
七
高
麗
と
な
り
、
十
二
年
K
一
ニ
千
七
百
十
三
高
直
に
減
じ
た
に
過
ぎ
ヂ
、
職
工
教
の
激
減
ほ

E
で
は
な
い
Q

と
の
聞
に
債
額
も
三
億
九
千
四
百
高
岡
か
ら
四
億
四
千
八
百
高
闘
に
上
h
y
、
更
に
四
億
八
千
八
百
高
岡
へ
と
増
し
て
ゐ
る
。
だ
が
償
額
に

就
て
い
〈
ぼ
昭
和
一
二
年
の
七
億
八
千
出
掛
か
ら
五
年
の
四
億
九
千
両
凶
へ
更
に
六
年
の
一
三
億
九
千
高
岡
へ
と
、
そ
の
常
時
の
数
註
F

の
増
加

に
も
拘
ら
や
減
少
し
て
来
て
ゐ
る
。
こ
の
閥
係
か
ら
斯
業
職
工
教
の
誠
心
は
多
分
に
合
開
化
に
よ
づ
た
も
の
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
の
で
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あ
る
。
兎
も
角
製
総
菜
職
工
教
を
昭
和
六
年
末
と
十
二
年
末
と
比
較
し
て
見
て
、
減
少
を
経
験
し
な
か
っ
た
地
方
は
な
か
っ
た
。
最
も
著

一一一一一ムハ

向
車
研
究

し
い
の
が
斯
業
の
最
大
中
心
地
長
野
肱
で
九
高
七
千
人
か
ら
五
高
人
と
殆
ど
字
減
し
た
の
ゼ
あ
一
る
。
そ
の
他
主
な
る
府
臓
に
つ
い
て
見
れ

ぽ
共
摘
の
通
り
で
、
山
形
、
一
附
島
雨
臓
が
比
較
的
少
か
O
た
と
い
ふ
だ
け
で
岐
阜
、
三
4

申
一
寸
静
岡
の
如
く
字
減
に
近
い
所
も
あ
り
、
多
く

製総裁工数の増減

は
三
、
四
割
を
減
じ
た
の
で
あ
る
。
製
綿
業
職
工
教
の
減
少

は
、
そ
の
反
面
に
沿
い
て
人
法
絹
綿
製
建
業
に
治
け
る
増
加

と
照
臆
す
る
が
、
た
ピ
製
綿
業
に
沿
け
る
減
退
を
楠
ふ
程
に

は
到
底
及
ば
な
か
っ
た
Q

人
絹
締
製
造
に
就
て
は
北
皐
工
業

の
項
に
譲
る
。

訪
績
職
工
教
は
昭
和
六
|
十
二
年
間
に
八
高
齢
を
増
加
し

た
が
、
そ
の
大
部
分
は
納
締
紡
績
で
、
絹
綿
紡
績
は
逆
に

千
の
減
少
、
毛
締
紡
結
は
二
高
四
千
の
増
加
と
な
ヲ
て
ゐ
る
。
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昭
一
お

9

3

3

1

1

1

1

1

一

数

野

応

知

梨

玉

島

形

阜

本

援

都

内

陣

重

岡

披

取

一
一
総
長
溌
愛
山
埼
一
服
山
岐
熊
愛
京
兵
-
一
一
静
茨
烏

増
加
率
か
ら
い
へ
ぽ
毛
締
紡
績
は
と
の
六
年
間
に
倍
加
し
た
の
だ
か
ら
、
綿
紡
の
比
で
は
な
い
け
れ

E
も
、
そ
の
増
加
宣
教
か
ら
い
へ
ば

逆
に
綿
紡
が
毛
紡
の
二
倍
を
超
え
て
ゐ
る
。
綿
綿
紡
結
業
の
職
工
教
の
増
減
を
主
要
府
嬬
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
の
増
加
の
著
し
い
の
は

北
陸
地
方
及
び
名
古
屋
を
中
心
と
す
る
地
方
で
あ
O
て
、
従
来
か
ら
職
工
教
の
多
か
っ
た
大
阪
、
兵
庫
で
は
殆
ど
増
加
を
と
Y

め
、
東
京
、

神
奈
川
で
も
停
滞
乃
至
減
少
し
て
ゐ
る
。
殊
に
宮
山
脇
に
た
け
る
増
加
は
著
し
く
同
腕
で
は
昭
和
六
年
末
に
一
工
場
六

O
五
人
の
職
工
数

し
か
な
か
っ
た
も
の
が
、
同
十
年
末
に
は
六
工
場
五
、
コ
一
四
四
人
へ
念
増
し
、
そ
れ
が
昭
和
十
二
年
末
に
は
八
工
場
七
、
八
七
二
人
と
な
っ
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で
は
/、

年
末
ι〉
四
百
四
十
人
の
職
工
泊三

十

年

て
、
六
年
間
に
十
三
倍
と
い
ふ
記
録
的
増
加

を
示
し
た
。
動
力
と
労
働
力
と
の
吸
引
が
紡
績

業
に
沿
け
る
立
地
保
件
に
如
何
に
担
く
作
用

す
る
か
を
語
る
例
に
屡
よ
引
則
さ
れ
る
所
で
あ

日

/;:) 。
毛
綿
紡
位
相
の
増
加
は
殆
ど
全
部
が
名
古
屋
を

中
心
と
す
る
地
方
に
沿
い
て
で
あ
っ
た
。
愛
知

末
に
は
二
千
を
超
え
、
コ
一
重
豚
で
は
六
年
に
一
人
も
な
か
っ
た
の
が
十
二
年
末
に
は
七
工
場
七
千
人
を
教
え
、
岐
阜
牒
で
は
六
年
末
D
四

千
八
百
人
が
十
二
年
末
に
は
七
千
三
百
に
増
加
し
た
。
と
の
四
臓
の
増
加
を
令
計
す
る
と
一
高
六
千
を
教
へ
、
六
年
間
の
毛
紡
職
工
増
加

一
六

O
人
へ
の
増
加
、
兵
庫
豚
の
六

O
七
二
人
か
ら
六

O
四
九
人
と
極
微
な
が
ら
減
少
、

数
二
高
四
千
の
つ
一
分
の
二
を
占
め
る
と
と
に
な
る
。
そ
の
他
大
阪
で
四
六
九
人
か
ら
三
八
八
一
人
〈
激
増
、
東
京
で
二
七
四
六
人
か
ら
五

と
れ
が
そ
の
時
型
化
の
大
要
で
あ
る
が
毛
紡
、
毛

織
と
も
に
名
古
屋
を
中
心
と
し
て
ゐ
る
こ
と
は
動
か
せ
な
い
事
貨
で
あ
る
。

綿
織
物
職
工
教
は
昭
和
六
1

十
二
年
間
に
令
計
四
高
二
千
弱
を
増
加
し
た
。
然
し
六
!
一

O
年
の
増
加
が
一
一
両
八
千
飴
で
、
十

i
十
二

年
聞
が
一
高
コ
一
千
ゼ
あ
る
か
ら
前
期
の
増
加
は
後
期
の
増
加
の
倍
を
超
え
た
と
と
に
な
る
。
綿
織
物
業
の
地
方
分
布
に
は
、
も
は
や
大
な

我
図
工
業
の
地
方
的
分
布
と
そ
の
趨
勢

(
小
田
橋
)

る
鐙
化
を
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
主
要
府
嬬
の
う
ち
で
、
六
年
末
か
ら
十
年
末
に
か
け
埼
玉
、
和
歌
山
、
幅
岡
、
石
川
が
そ
の
教
を
幾
分

七
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絹織物人絹織物職工数年T減表

l 縞織物 人絹及人組定鉱物

一 一昭 6年 j四Z竺18空9哲一主主旦空空It 常減

山形却8812，1891 1/ 1，191同3C1LJド1叫84l 1，978 
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埼玉 2，986 5，379 2，393 271 1，633 1，606 
来京 4，615 3，321 1，i'94 29:~ 2，92? 2，6:l0 
新潟 4，517 6，845 2，328 578 7，385 6，807 
富山 2，300 3，589 1，289 -1 3，261 3，261 
石川 10，009 6，713 - 3，296 2，581 14，842 12，261 
繭井 9，846 6，899 - 2，947 13，646 33，982 20，336 

岐阜 1，117 1，000 117 486 2，581 2，095 
静岡 69 114 45 183 2，585 2，402 
愛知 1，665 2，029 364 448 4，430 3，982 
滋賀 1，889 2，908 1，009 307 1，220， 913 
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大阪 01 1，852 1，852 J{'2 2，644 2，542 
和歌山 34 34 ]29 2，366 2，237 
鹿児島 3，1841 :'，460 276 
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重
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玉

山

京
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賀
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山

川

一
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一
総
大
変
静
兵
岡
愛
三
庚
埼
一
ア
徳
一
踊
滋
新
宮
石
~

u汁‘問表

づ
E
A

減
じ
4

〈
石
川
臓
の
減
少
は
殆
ど
全
滅
と
い
ふ
に
近
い
)
、

綿
業
中
心
府
鯨
の
増
加
を
見
た
と
と
は
轍
出
U
繁
栄
に
よ
る
職
工
教
の
増

六
年
末
よ
り
も
著
し
く
集
中
的
な
ら
し
め
た
と
い
山
凶
作
る
の
で
あ
る
。

加
で
あ
る
と
と
を
反
映
し
て
ゐ
る
と
見
て
よ
い
。
昭
和
十
l

十
二
年
に
沿
い
て
減
少
し
た
の
は
新
潟
と
宮
山
で
あ
る
が
、
と
れ
は
他
の
織

第十三表物
へ
の
縛
業
を
一
不
す
も
の
で
あ
ら
う
。
た
刊
ふ
と
の
期
間
に
は
全
般
的
に
増
加
の
趨
勢
が
幾
分
鈍
づ
て
来
て
、
昭
和
十
コ
一
年
中
に
は
綿
織
物

だ
け
で
買
は
二
高
館
を
減
や
る
と
と
に
な
っ
た
の
℃
あ
る
Q

か
く
の
如
く
綿
織
物
巾
心
地
方
の
増
大
は
十
二
年
末
の
分
布
左
し
て
、
昭
和



絹
織
物
は
昭
和
六
年
末
か
ら
十
年
末
ま
刀
に
は
締
計
一
一
同
六
千
を
増
加
し
た
が
、
そ
の
後
十
二
年
末
ま
官
に
一
高
三
千
左
減
い
レ
た
か
ら

通
算
し
て
み
れ
ぽ
殆
い
と
増
加
し
て
ゐ
な
い
。
主
な
る
増
加
地
方
は
、
埼
玉
、
新
潟
、
京
都
、
大
限
等
で
、
減
少
し
た
の
は
人
絹
織
物
へ
の
特
向

顕
著
な
る
石
川
、
福
井
、
栃
木
、
群
馬
台
あ
る
。
そ
の
他
の
地
方
に
は
殆
ど
増
減
が
な
い
。
人
絹
織
物
は
昭
和
六
年
末
の
二
高
五
千
が
、

十
二
年
末
に
十
高
八
千
と
四
倍
訟
に
激
増
し
、
何
れ
の
地
方
に
み
て
も
そ
の
増
加
数
並
に
増
加
率
は
素
晴
し
い
も
の
が
あ
る
。
一
服
井
、
石

川
、
群
馬
、
新
潟
等
を
そ
の
大
な
る
も
の
と
ず
る
。
殊
に
一
附
井
、
石
川
雨
臓
に
た
い
て
は
絹
織
物
よ
り
人
絹
織
物
へ
の
特
換
が
速
か
に
行

は
れ
、
絹
の
減
少
佐
柿
っ
て
飴
あ
る
費
展
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
(
第
十
五
表
)

第十:11.衣 n1;;¥)1'，石川，新潟三!際線物職工数

Pil 4 Pil 6 昭10 Pil12 
一一 一

繭!綿続物
1，552 1，276 834 72:3 

ヲ下組織物 12，307 9，846 9，191 6，899 

際人絹織物 7，582 13，646 28，572 33，982 

石(紛級物 681 1.6221 3DI 43 

JIJ 絹絞物 10，705110，OG9i8，8041 6，713 

E義 人絹織物 5421 2，5811]弐Z伐L羽1I2叫町14，842
新綿織物 1，55411，5351 2，1091 ]，8451 

抱i……1716，8171 6，帥
燦人絹織物 1051 5781 4，9221 7，385 

か
く
し
て
昭
和
十
三
年
末
現
在
に
沿
げ
る
紡
織
職
工
教
の
分
布
は
七
年
前
K
比
較
し

て
著
し
い
鑓
北
を
示
し
た
。
愛
知
鯨
が
よ
く
時
局
に
遁
臨
し
得
た
結
果
、
紡
織
玉
岡
と

し
て
の
地
枕
を
微
動
だ
も
せ
し
め
十
し
て
、
そ
の
封
金
岡
締
教
の
剖
A
H
を
一
一
・
二
が
よ

り
一
二
・
四
%
に
古
川
め
得
た
と
共
に
、
そ
の
隣
廓
も
亦
よ
く
金
岡
の
増
加
率
以
上
に
増
加

し
た
結
果
、
愛
知
、
静
岡
、
一
三
皇
、
岐
阜
四
臓
は
金
問
紡
織
職
工
組
教
の
二
三
・
二
%

を
も
っ
と
と
に
な

ο
た
。
昭
和
六
年
に
そ
の
割
合
が
二

0
・
四
%
な
る
に
比
す
れ
ば
一

段
の
飛
躍
で
あ
る
。
京
阪
紳
を
合
行
二
府
一
一
腕
は
昭
和
六
年
の
一
八
・
二
%
よ
り
二

0
・

三
M
P
ヘ
増
加
し
、
北
陸
四
腐
は
七
・
八
%
よ
り
一
二
・
八
%
〈
と
激
増
を
見
せ
た
。

山
陽
三
厩
で
は
三
・
六
万
か
ら
四
・

O
M
へ
若
干
な
が
ら
増
し
、
東
京
、
神
奈
川
、

我
附
工
業
の
地
方
的
分
布
と
そ
の
趨
勢

埼
玉
は
東
京
の
増
大
と
他
の
二
懸
の
誠
退
に
よ
O

て
別
に
饗
化
し
な
か
っ
た
。
そ
の
他
の
地
方
は
何
れ
も
減
退
し
た
り
寸
あ
る
が
、
中
に

ゴL

(
小
川
橋
)
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向
感
研
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第
五
綾

三
問
。

も
長
野
牒
は
一
一
%
よ
り
五
・
六
%
へ
、
群
馬
臓
は
五
・
九
が
よ
り
凶
・
四
%
で
山
梨
臓
は
二
・
三
万
工
り
一
・
五
%
で
何
れ
も
念

角
度
の
職
工
減
を
経
験
し
た
。
又
問
問
で
は
四
・
八
だ
か
ら
四
・

O
M
へ
、
九
州
で
は
五
・
一
だ
か
ら
三
・
六
%
へ
、
山
陰
二
牒
で
は
一

五
%
か
ら
一
・
二
%
へ
と
下
っ
て
来
た
の
で
あ
る

-
-
一
、
金
属
工
業

金
属
工
業
は
我
闘
諸
工
業
の
中
で
比
較
的
偏
在
の
著
し
い
部
円
で
あ
る
。
我
岡
最
大
の
冶
金
工
業
と
し
て
昭
和
六
年
に
一
高
七
千
の
職

ヱ
教
を
も
づ
八
幡
製
織
所
を
令
算
す
れ
ば
同
年
に
沿
け
る
幅
岡
臓
の
金
属
工
業
職
工
教
は
二
高
三
千
左
教
へ
る
と
と
に
な
り
、
と
れ
と
金

属
製
品
工
業
を
多
数
も
つ
大
阪
府
の
職
工
数
二
高
四
千
を
令
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
全
闘
職
工
綿
教
の
四
六
万
を
超
え
、
更
に
東
京
、
兵
庫
、

神
奈
川
を
加
へ
れ
ば
七
八

M
O多
去
に
謹
ず
る
。
以
上
に
加
ふ
る
に
、
克
に
製
鎮
の
北
海
道
、
金
属
製
品
(
針
・
ベ
ン
先
等
)
の
慶
応
、

詰
物
の
埼
玉
、
愛
知
、
三
重
一
を
合
算
す
れ
ば
、
と
の
一
道
二
府
七
牒
で
買
に
九

O
Mの
職
工
教
を
擁
す
る
と
と
に
な
り
、
と
れ
が
昭
和
六

年
に
な
け
る
斯
業
分
布
の
欣
態
で
あ
っ
た
Q

然
し
と
の
嘗
時
の
職
工
総
数
は
十
高
を
超
え
る
と
と
僅
少
で
同
年
の
紡
織
工
業
の
九
分
の
一

に
過
ぎ
や
、
機
械
器
具
工
業
に
は
勿
論
、
食
料
品
工
業
、
比
皐
工
業
に
す
ら
及
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
そ
れ
が
共
の
後
驚
く
べ

き
増
加
を
一
不
す
と
と
に
な
り
、
昭
和
十
年
末
ま
で
に
十
一
高
六
千
人
、
そ
の
後
十
一
一
一
年
末
ま
で
に
更
に
十
五
高
七
千
人
を
加
へ
て
、
組
数

十
七
寓
五
千
人
と
な
っ
た
と
と
既
越
の
通
h
y
T
あ
る
。

昭
和
六
|
十
年
の
問
に
増
加
せ
る
十
一
高
六
千
人
の
う
ち
、
つ
一
高
一
千
人
は
大
阪
、
二
高
七
千
人
は
東
京
に
沿
い
て
増
加
し
た
。
と
の

二
府
の
増
加
教
は
全
増
加
の
五
割
飴
を
占
め
る
。
幅
剛
腕
が
と
の
年
間
に
八
千
八
百
人
即
ち
増
加
教
の
七
・
六
が
し
か
吸
収
し
な
か
っ
た

と
と
は
寧
ろ
奇
異
に
感
や
る
の
で
あ
る
が
、
蓋
し
常
時
は
未
だ
生
産
力
描
充
以
前
で
某
礎
的
な
儲
精
錬
業
の
膨
脹
よ
り
も
と
れ
を
加
工
す
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一
附
患
研
究

第
一
九
披

(1可

る
側
に
増
加
が
多
か
っ
た
結
果
で
あ
ら
う
。
一
耐
同
よ
り
も
む
し
ろ
兵
庫
の
一
高
の
方
が
多
か
っ
た
ω

そ
れ
に
失
い
ゼ
は
一
脚
奈
川
の
六
千
八

百
、
愛
知
の
四
千
五
百
、
埼
玉
の
三
千
五
百
等
句
、
以
上
と
の
こ
府
五
附
臓
を
令
す
る
と
九
高
二
千
、
金
増
加
の
八
割
弱
に
達
し
た
。
増
加

率
の
鮪
か
ら
い
つ
で
も
と
れ
ら
の
多
く
は
、
会
困
の
増
加
率
一
一
五
万
よ
り
大
で
あ
っ
て
、
東
京
の
一
四
九
%
、
神
奈
川
の
一
二
四
%
、

愛
知
の
一
六
二
%
、
大
阪
U
一
三

O
M等
何
れ
も
著
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
然
し
増
加
率
に
沿
い
て
大
な
る
も
の
は
従
来
あ
ま
り
斯
業
の

な
か
っ
た
地
方
に
沿
い
て
む
し
ろ
著
し
い
も
り
を
見
る
。
岩
手
腕
〈
鍛
瓶
)
で
二
千
七
百
を
増
し
て
七
倍
し
、
新
潟
麟
(
食
器
類
〉
で
一
一
千

六
百
を
加
へ
て
四
倍
し
、
長
野
廓
(
ア

u
y
t
ニ
・
門
ノ
ム
〉
ゼ
千
六
百
を
吸
収
し
℃
九
倍
し
、
島
根
腕
(
儲
製
品
)
で
六
百
人
を
増
し
て
六
倍
し
、

山
口
牒
(
鍍
金
〉
で
二
千
人
を
入
れ
て
一
ニ
倍
宇
に
な
っ
た
如
き
そ
の
著
し
い
例
で
あ
る
。

昭
和
十
i
十
三
年
に
増
加
し
た
十
五
高
七
千
は
、
東
京
、
大
阪
で
各
よ
一
一
一
高
一
千
、
兵
庫
が
一
高
九
千
、
一
脳
陣
で
一
高
五
千
、
神
奈
川

で
一
高
二
千
、
愛
知
で
八
千
、
埼
玉
で
七
千
と
い
ふ
分
布
に
な
っ
て
ゐ
る
。
と
の
こ
府
五
豚
の
増
加
は
、
併
せ
て
十
二
高
四
千
七
百
と
な

り
、
と
れ
が
封
金
岡
増
加
の
割
合
は
前
期
と
同
様
八
割
に
な
る
。
然
し
増
加
率
よ
り
見
れ
ば
、
東
京
、
大
版
は
も
は
や
前
の
期
聞
に
及
ぼ

十
、
全
国
の
増
加
古
学
七
二
・
コ
一
ガ
左
超
え
る
も
の
は
埼
玉
の
一

O
一
一
一
足
、
紳
奈
川
の
九
六
足
、
愛
知
の
一
一
六
%
.
兵
庫
の
一

O
四
%
の

如
き
も
の
に
な
っ
た
。
即
ち
増
加
の
速
度
か
ら
い
へ
ば
従
来
の
集
中
地
域
以
外
の
も
の
に
著
し
く
、
富
山
が
五
千
四
百
人
を
増
し
て
五
倍

に
・
な
り
、
長
崎
が
三
千
人
を
加
へ
て
九
倍
佑
し
た
如
き
も
あ
る
。

以
上
の
如
ぎ
謎
ル
仰
を
う
け
た
と
は
い
ヘ
、
昭
和
十
三
年
に
た
い
て
も
金
属
部
門
は
向
依
然
と
し
て
京
阪
紳
の
二
府
一
臓
を
第
一
?
と
し

〈
一
二
四
・
四
%
)
、
埼
玉
を
加
へ
た
京
演
地
方
を
第
二
と
し
(
三

0
・
七
%
〉
、

一
脂
同
臓
を
第
三
位
(
一
二
・
四
%
〉
と
す
る
一
二
つ
の
地
帯
に

集
中
し
て
ゐ
る
。
と
の
三
地
帯
の
中
心
を
な
す
こ
府
三
臓
の
占
む
る
割
合
は
、
昭
和
六
年
の
七
七
・
八
%
か
ら
昭
和
十
年
に
は
七
四
・
九



五
%
へ
下
、
り
、
昭
和
十
三
牛
に
は
七
二
・
五
%
へ
と
少
し
づ
L

低
下
し
て
来
た
け
れ
ド
と
も
、
向
ほ
座
倒
的
に
多
数
な
る
賄
に
沿
い
て
は
究
り

は
な
い
。
た
ピ
他
地
方
の
護
展
に
つ
れ
幅
岡
騒
が
漸
次
重
要
牲
を
失
ひ
っ
L

あ
る
Q

か
く
し
て
躍
進
左
つ
U

け
た
斯
業
を
更
に
各
部
門
に
分
け
れ
ば
如
何
な
る
地
方
分
布
の
形
相
を
呈
ず
る
と
と
に
な
っ
た
か
、
と
れ
が
主

要
な
る
部
門
に
つ
き
昭
和
十
二
呼
の
工
場
統
計
表
を
品
れ
ぽ
.
ま
づ
金
属
精
錬
及
材
料
品
製
造
業
は
儲
精
錬
及
そ
の
材
料
品
が
殆
ど
大
部

を
占
め
る
か
ら
、
幅
同
脱
が
塵
倒
的
に
多
く
金
闘
の
三

O
，
%
に
及
ぶ
。
失
い
勺
多
い
の
が
大
阪
で
一
五
%
、
兵
庫
が
一
二
・
六
%
、
東
京

一
0
・
八
形
、
神
奈
川
が
七
・
九
%
、
と

O
五
府
臓
で
全
国
組
敷
の
七
六
%
に
遣
す
る
。
す
べ
て
石
茨
の
産
地
並
に
原
鎖
取
得
に
便
利
な

る
地
域
で
あ
る
。
と
の
外
に
北
海
道
、
岩
手
、
栃
木
、
長
崎
等
も
同
様
に
し
て
ニ
ガ
前
後
を
分
布
し
て
ゐ
る
。
と
の
北
海
道
外
三
牒
の
金

属
工
業
は
殆
ど
全
部
が
精
錬
業
及
び
材
料
品
製
造
に
従
事
す
る
も
り
で
鋳
物
や
鍍
金
は
殆
ど
無
い
。

都
物
は
精
錬
業
に
比
す
れ
ば
分
布
が
民
く
消
費
地
の
近
く
に
存
在
し
て
ゐ
る
。
最
も
多
い
大
阪
府
が
二
四
・
二
万
で
、
之
に
東
京
、
一
附
岡
、

埼
玉
、
愛
知
の
最
も
多
い
こ
府
三
鯨
を
合
計
す
る
と
七
一
%
に
な
る
け
れ
ど
も
、
精
錬
業
に
治
け
る
ほ
ど
の
集
中
度
で
は
な
い
。
鋳
物
業

の
特
に
多
い
の
は
埼
玉
で
、
と
L

の
金
属
工
業
職
工
数
一
高
二
千
の
中
、
一
高
四
百
飴
は
と
の
部
門
に
働
い
て
ゐ
る
。
又
ゴ
一
重
臓
で
も
締

数
二
千
五
百

ω
う
ち
二
千
三
百
近
く
は
鋳
物
、
石
川
廓
ゼ
も
二
千
四
百
五
十
人
の
う
ち
二
千
八
十
人
ま
で
は
鋳
物
で
あ
る
。
鋳
物
以
外
の

金
属
製
品
は
大
阪
と
東
京
に
殆
い
と
集
中
し
て
ゐ
る
。
即
ち
東
京
に
一
一
一
四
%
、
大
阪
に
一
一
一
二
万
が
を
り
、
そ
の
他
は
極
め
て
少
く
、
右
の
二

府
に
次
い
で
多
い
兵
庫
、
愛
知
、
神
奈
川
の
コ
一
服
佐
合
せ
て
も
一
三
万
し
か
居
ら
な
い
。
鹿
島
腕
柿
で
金
属
職
工
敢
五
千
五
百
む
う
ち
過
字

教
の
三
千
六
百
人
が
と
の
部
門
に
属
し
て
ゐ
る
外
、
と
の
部
門
ゼ
特
に
立
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
如
き
鯨
も
な
い
。
と
と
ろ
が
鍍
金
品
製
遣
業

に
至
つ
て
は
更
に
集
中
り
度
が
強
い
。
大
阪
、
東
京
に
各
主
二
九
万
、
兵
庫
に
二

O
Mが
あ
り
、
と
の
二
府
一
一
腕
だ
け
で
、
買
に
締
教
の

我
国
工
業
の
地
方
的
分
布
と
そ
の
趨
勢

(
小
田
橋
)

四
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手

口

木

都
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重
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阿

一

奈

伯
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一
一
線
大
束
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兵
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埼
愛
北
山
刷
新
宮
針
山
栃
京
長
一
一
一
石
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回
、
機
械
器
具
工
業

七
八
%
、
と
れ
に
山
口
の
八
・
四
%
、
神
奈
川
の
五
・
二
だ
を
加
へ
る
と
九
二
%
が
二
府
つ
一
服
に
存
在
す
る
と
と
に
な
る
。

機
械
器
具
の
製
迭
も
亦
、
そ
の
護
展
の
度
が
著
し
く
‘
且
O
地
域
的
に
偏
在
し
て
ゐ
る
黙
で
金
属
工
業
に
似
て
ゐ
る
。
昭
和
六
年
の
職

工
組
教
は
僅
か
十
六
高
に
足
り
な
か
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
四
高
三
千
(
二
七
%
)
と
い
ふ
地
大
な
教
が
東
京
府
に
集
中
し
、
，
次
い
で
二
高

六
千
(
一
七
%
)
が
大
阪
府
に
、
二
高
(
一
三
だ
)
が
兵
庫
騒
に
あ
つ
ま
り
、
と
れ
だ
け
で
全
岡
の
五
七
%
を
占
め
て
ゐ
る
。
と
れ
に
榊

を
も

ο
腕
す
ら
な
く
、

奈
川
、
愛
知
の
各
主
一
高
三
千
(
共
に
八
が
)
を
加
ヘ
4
0
と
と
の
こ
府
三
廓
で
七
一
二
%
に
建
す
る
。
そ
れ
以
下
に
は
最
早
一
高
の
職
工
数

長

崎

将

鹿

島

麟

幅

岡

豚

京

都

府

山

口

腕

静

同

腕

同

山

牒

六
、
八
二
九
(
内
造
胎
玉
、
コ
一
六
七
)

四、

O
四

O
(内
遣
拍
一
、
八
一

O
)

一
ニ
、
コ
一
九
六
(
内
電
機
具
五
四
五
、
原
動
機
四
六
六
、
鎖
山
用
共
三
八
六
、
十
早
朝
三
六
二
)

二
、
七
四
五
(
内
紡
織
機
八
一
九
、
電
機
具
三
九

O
、
向
学
術
用
機
兵
一
一
一
五
九
〉

二
、
六
七
三
(
内
造
船
一
、
五
五
四
、
車
師
三
八
六
)

二
、
六
三
ニ
(
内
柴
器
一
、

O
六
五
、
紡
織
機
四
五
一
二
、
原
動
機
三

O
五
)

等
が
夫
々
特
殊
部
門
の
機
械
製
造
を
以

ο
て
七
千
乃
五
二
千
五
百
の
職
工
教
を
も
っ
て
ゐ
た
に
池
宮
一
な
い
。
そ
の
後
の
激
増
に
比
す
れ
ば

二
、
五
八

O
(
内
悲
胎
一
、
九
七
一
)

と
れ
ら
の
教
は
全
く
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
。

我
凶
工
業
の
地
方
的
分
布
と
そ
の
趨
勢

(
小
川
橋
)

四
五
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第十九表

我
岡
工
業
の
地
方
的
分
布
と
そ
の
趨
勢

(
小
問
橋
)

二
回
七



米
hM
尚
科
大
事
併
究
年
報

尚
早
研
究

第
一
九
時
抗

J

J

M

M

J

V

，、、

こ

F
J

と
の
部
門
の
地
方
的
分
布
を
見
て
感
や
る
と
と
は
、
ま
づ
第
一

K
大
都
市
的
色
彩
が
頗
る
濃
厚
ゼ
る
る
と
い
ふ
鮪
ゼ
あ
る
。
先
に
述
べ

た
五
大
府
服
へ
の
集
中
が
会
館
と
し
て
七
三
だ
に
注
ず
る
け
れ
ど
も
、
と
れ
を
更
に
昭
和
十
二
年
の
統
計
に
よ
っ
て
小
分
類
に
ま
で
細
分

し
て
み
れ
ば
五
大
府
腕
に
一

O
O
%ま
ゼ
存
在
す
る
「
苔
-
背
機
製
造
」
「
測
量
製
闘
用
機
械
器
具
製
浩
」
の
如
き
が
あ
り
、
殆
ど
一

O
O
%

と
稿
し
て
差
支
な
き
科
の
集
中
を
示
す
「
無
線
及
有
線
通
信
機
械
器
具
」
「
印
刷
製
本
別
機
械
器
具
」
「
時
計
」
「
照
明
問
機
織
器
具
」
「
光

間
半
機
械
」
「
井
降
器
」
「
自
民
機
」
「
限
鎚
一
「
水
活
器
共
」
等
の
製
造
業
が
あ
る
。
そ
の
他
で
も
大
部
分
は
八

O
が
乃
至
七

O
M
の
職
工
数

が
と
の
五
大
府
廓
に
た
い
て
従
業
し
、
五

O
%以
下
の
も
の
は
極
め
て
少
い
。
即
ち

「
農
業
用
機
械
器
具
」
「
採
鍛
冶
金
精
錬
用
機
械
器

具
」
「
食
料
品
加
工
肘
機
掛
器
具
」
「
試
験
検
定
別
問
学
術
別
機
械
器
具
」
「
祭
器
」
等
の
製
詰
業
で
あ

ο
て、

と
の
中
比
較
的
多
く
の
地
方

に
分
散
し
て
ゐ
る
の
は
「
農
業
用
」
「
食
料
品
加
工
用
」
の
機
械
器
具
製
造
の
み
、
他
は
何
れ
も
矢
張
り
二
、
三
の
地
方
に
そ
の
大
部
分
の

職
工
が
集
中
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
九
鎖
山
別
機
具
の
製
造
は
一
耐
同
(
一
、
一
ニ
九
六
〉
、
新
潟
(
六
一
一
二
」
号
、
山
口
(
五
八
七
〉
、
北
海
道
(
五
七
八
)

に
多
く
、
試
験
検
定
用
機
具
の
製
造
ば
京
都
(
一
、
五
二
一
)
が
匪
倒
的
に
多
く
、
山
楽
器
は
殆
ど
静
同
鯨
出
松
市
(
二
、
四
九
七
〉
の
濁

占
と
栴
し
で
も
よ
い
。

以
上
の
外
に
も
勿
論
特
殊
の
機
蛾
器
具
の
製
悲
に
沿
い
て
は
右
の
五
大
府
廓
以
上
に
重
要
な
ら
地
位
を
占
む
る
地
方
が
あ
る
。
つ
包
気
機

賊
器
具
」
の
職
工
教
は
茨
城
廓
に
沿
い
て
一
高
六
千
円
百
を
数
ヘ
会
同
の
二
九
が
を
占
め
て
ゐ
る
。
「
紡
織
機
械
器
具
」
で
は
静
岡
臓
が
二

千一一
J
H
、
全
同
の
五
・
九
，
v
p
を
占
め
、
東
京
、
紳
奈
川
を
遁
か
に
凌
い
で
会
同
泊
四
杭
に
あ
る
。

「
起
重
機
」
の
製
造
に
つ
い
七
は
品
交
妓

将
が
一
千
五
百
の
職
工
教
を
も
ち
、
東
京
府
に
火
い
す
全
同
一
泊
二
杭
を
占
め
る
。
(
似
し
昭
和
十
年
に
は
愛
媛
燃
に
鍍
山
川
具
製
近
山
一
工
場
、
職

工
数
'
九
七
九
の
も
の
あ
り
、
昭
和
十
二
年
に
は
;
れ
が
職
工
数
二
八
に
減
じ
起
重
機
製
法
工
場
一
職
工
数
一
、

五
一
ム
ハ
と
援
化
せ
る
は
、

集
計
上
の
祁
呉
か



も
知
れ
ぬ
U
「
原
動
機
」
「
工
作
機
械
」
の
製
造
で
は
新
潟
臓
に
各
主
一
千
五
百
、
五
千
百
の
職
工
教
が
あ
っ
て
、
何
れ
も
神
公
川
、
愛
知
工
り

多
い
。
父
「
銃
砲
開
丸
」
の
製
造
で
は
一
脳
同
臓
が
四
千
三
百
、
民
品
臓
が
一
二
千
三
一
一
け
の
職
工
数
そ
も
っ
て
大
限
、
神
奈
川
よ
り
は
断
品
川
勝

っ
て
ゐ
る
ο

機
械
器
具
部
門
ゼ
最
重
要
の
地
枕
を
占
め
る
造
船
業
で
は
兵
庫
(
二
高
七
千
)
、
長
崎
(
一
高
六
千
)
、
神
奈
川
ご
高
二
千
)
、

大
限
(
一
高
二
千
〉
、
鹿
島
(
五
千
八
百
)
、
岡
山
(
四
千
八
百
〉
の
順
で
あ
っ
て
東
京
土
り
も
多
く
、
愛
知
に
は
殆
ど
存
じ
な
い
。
か
く
の
如

く
特
殊
の
部
門
で
地
方
の
機
械
器
具
工
業
が
多
数
職
工
数
を
も
づ
と
と
は
お
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
む
し
ろ
例
外
と
い
ふ
べ
を
で
、
大
都

市
府
腕
腕
の
有
す
る
地
位
は
透
か
に
結
封
的
の
も
の
で
あ
る
と
と
は
前
掲
の
第
十
九
表
に
よ
っ
て
明
確
に
知
り
得
る
で
あ
ら
う
。

昭
和
六
年
末
と
十
年
末
と
を
比
較
す
る
と
と
の
部
門
の
職
工
教
は
二
十
寓
八
千
な
増
し
、
そ
の
増
加
率
は
一
一
三
ニ
ガ
を
超
え
、
他
の
諸

部
門
に
比
し
最
も
増
加
率
の
速
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
増
加
教
の
多
い
の
は
欠
張
り
五
大
府
腕
で
、
東
京
の
六
高
一
千
を
最
多
と
し
て
大

阪
が
一
二
高
七
千
、
愛
知
が
二
高
五
千
、
兵
庫
が
一
高
九
千
、
神
奈
川
が
一
高
二
千
飴
、
そ
の
A
n
計
は
十
五
高
五
千
、
金
岡
増
加
組
数
の
七

一
%
に
首
る
。
と
の
外
に
は
増
加
数
の
一
高
佐
超
え
た
も
の
も
見
世
ら
な
い
。
し
か
じ
単
に
一
小
部
門
だ
け
寸
賞
展
じ
た
と
か
或
は
昭
和

六
年
営
時
と
の
部
門
の
職
工
数
少
か
り
し
所
で
、
増
加
率
よ
り
見
れ
ば
と
の
五
大
府
臓
を
凌
駕
す
る
如
き
地
方
も
あ
る
。
例
ヘ
ぽ
茨
城
豚

が
昭
和
六
年
の
一
千
七
百
か
ら
電
話
機
械
器
兵
製
法
業
の
損
張
。
た
め
に
一
躍
七
千
二
百
の
職
工
数
に
増
大
し
た
如
き
、
富
山
臓
が
工
作

機
械
製
詣
の
大
損
張
に
よ
っ
℃
二
百
八
十
よ
り
千
一
二
百
に
膨
脹
し
た
如
き
、
埼
玉
臓
で
工
作
機
崎
、
市
γ

剛
生
寸
に
長
け
る
増
大
よ
り
し
て
問

ぼ
か
ら
一
三
千
三
百
に
、
同
様
に
新
潟
で
千
六
百
よ
り
四
千
九
百
に
飛
躍
し
た
如
き
、
群
馬
臓
が
共
他
陵
地
器
具
製
造
の
護
展
の
た
め
に
一

千
が
つ
一
千
九
百
に
急
増
せ
る
如
き
、
愛
媛
臓
が
鎖
山
用
具
製
造
或
は
超
重
機
の
措
張
に
よ
っ
て
間
百
五
十
よ
り
二
千
二
百
に
増
大
せ
る
如

き
は
そ
の
著
し
い
例
で
あ
る
。

我
同
工
業
の
地
方
的
分
布
、
と
そ
の
趨
勢

(
小
阿
橋
)

二
円
九



東
京
商
科
大
原
研
究
年
報

商
事
研
究

第
五
放

二
五

O

昭
和
十
年
末
か
ら
十
三
年
末
ま
刀
の
三
年
聞
は
期
間
に
沿
い
て
前
期
よ
り
も
一
年
短
い
が
‘
明
加
貫
教
K
沿
い
て
は
遁
か
に
多
く
二
桁

串
・
に
近
く
な
っ
て
肘
り
、
増
加
率
も
前
四
年
聞
に
劣
っ
て
ゐ
な
い
。
と
の
問
の
増
加
も
亦
従
前
か
ら
の
機
械
工
業
地
帯
た
る
束
京
、
大
阪
、

神
奈
川
、
愛
知
、
兵
庫
の
二
府
三
牒
で
著
し
い
増
加
を
示
し
た
と
と
前
期
と
姪
ら
な
い
。
む
し
ろ
と
の
五
大
府
騒
の
増
加
は
前
期
勾
よ
り
も

大
き
く
、

A
n
計
三
十
四
高
九
千
に
上
り
、
会
同
組
増
加
数
回
十
四
高
七
千
の
七
八
%
に
詮
し
、
と
の
五
大
府
脂
へ
り
集
中
の
度
は
大
い
に

強
ま
っ
た
と
い
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
と

ω
一
-
一
年
間
に
は
向
ほ
と
の
他
に
一
高
以
上
の
職
工
を
加
へ
得
た
地
方
が
群
馬
、
茨

城
、
鹿
島
、
京
都
、
幅
岡
、
長
崎
の
一
府
五
騒
を
教
へ
た
と
と
も
、
と
の
期
間
の
増
加
の
著
し
か
っ
た
と
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
増
加

の
速
度
よ
り
す
れ
ば
、
右
に
皐
げ
た
紳
奈
川
(
二
六
一
一
一
%
)
、
群
馬
(
五
七
九
が
〉
、
茨
城
(
一
六
九
，
v
p
)
な
ど
驚
く
べ
き
増
加
率
で
あ
る
が
、

そ
の
外
埼
玉
(
主
と
し
て
原
動
機
、

工
作
機
械
)
の
一
九
六
だ
、
新
潟
(
主
と
し
て
工
作
機
械
)
の
二
O
一
二
%
、
宮
山
〈
大
部
分
工
作
機
械
)
の

二
O
三
形
、
岐
阜
(
主
と
し
て
其
他
機
械
、
事
柄
〉
の
七
五
六
だ
な
ど
何
れ
も
驚
異
的
な
披
張
費
展
を
一
不
す
数
字
で
あ
る
。

機
械
部
門
の
地
方
分
布
佐
業
種
別
に
観
察
す
る
と
と
は
そ
の
種
類
が
多
数
で
あ
る
か
ら
、
職
工
教
の
比
較
的
多
い
主
要
業
種
に
つ
い
て

昭
和
六
年
と
十
一
一
年
の
比
較
を
述
べ
る
に
と
刊
誌
め
る
。
遺
姑
業
は
各
地
と
も
殆
刊
と
同
様
に
哨
加
し
た
が
、

い
づ
れ
か
と
い
へ
ば
兵
庫
と
長

崎
へ
殊
に
兵
庫
へ
集
中
し
と

U
二
騨
の
全
闘
に
占
め
る
地
位
は
四
五
だ
か
ら
四
七
万
へ
と
増
加
し
た
。
車
輸
製
遣
業
で
は
阪
神
の
崩
落
(
金

閣
総
数
の
四
一
ガ
か
ら
二
八
万
ヘ
〉
と
京
演
の
躍
進
〈
三
O
%
か
ら
四
0
4
A

へ
〉
が
見
ら
れ
る
。
加
ふ
る
に
埼
玉
懸
に
沿
け
る
激
増
を

考
慮
に
入
れ
L
ば
関
東
の
も
つ
剖
〈
口
は
版
一
柳
と
愛
知
を
加
へ
た
も
の
に
等
し
く
な
っ
た
。
電
気
機
械
器
具
ゼ
は
茨
城
臓
に
た
け
る
驚
く

べ
き
増
加
が
見
ら
れ
十
二
年
に
は
僅
か
二
工
場
で
会
同
職
工
教
の
一
J

一
O
%
を
占
め
て
ゐ
る
。
東
京
府
と
紳
奈
川
賜
を
加
へ
て
も
噌
加
賀
数

は
茨
城
腕
の
増
加
ほ
ど
に
達
し
な
か
っ
た
。
従

ο
て
各
地
方
と
も
職
工
数
を
相
官
に
増
加
し
た
の
で
あ
る
が
愛
知
を
除
い
て
何
れ
も
相
封
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三fi.

的
に
は
地
枕
の
低
下
を
来
し
た
。
然
し
と
L

で
も
東
京
、
紳
奈
川
の
占
め
る

地
位
は
五
二
だ
よ
り
つ
一
九
万
に
下
っ
た

c
け
で
あ
っ
て
、
限
紳
が
一
九
だ
よ

り
一
三
だ
に
落
ち
た
の
に
比
ナ
れ
ば
逢
か
に
絞
か
セ
あ
っ
た
。

紡
織
機
の
製
造
は
殆
ど
中
部
以
西
で
あ
る
。
大
限
、
兵
庫
で
十
二
寓
を
増

し
全
同
組
敢
に
封
ず
る
比
率
も
四
二
・
一
%
か
ら
凶
二
・
七
万
へ
僅
か
な
が
ら

上
り
、
愛
知
、
静
岡
で
は
九
千
を
増
加
し
て
封
全
国
割
合
を
二
五
・
コ
一
%
か

ら
三

0
・
二
万
へ
躍
進
せ
し
め
た
。
銃
砲
弾
丸
等
兵
器
の
製
造
は
飴
り
民
間

工
場
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
、
昭
和
六
年
に
は
僅
か
に
コ
一
千
七
百
の
職

工
を
見
た
の
み
で
あ
っ
た
が
、
十
年
末
に
は
一
高
四
千
、
十
二
年
末
に
は
三

高
二
千
左
教
へ
る
に
至
っ
た
。
従
っ
て
六
年
に
は
る
一
然
皆
無
の
地
方
が
現
在

美
大
の
生
産
を
な
ず
に
至
。
て
ゐ
る
が
、
と
れ
を
十
二
年
末
の
数
字
に
み
れ

ば
東
京
で
三
二
万
、
愛
知
で
三
一
死
の
職
工
左
も
っ
て
を
り
、
大
阪
、
兵
庫

の
数
字
は
極
め
て
少
い
。

工
作
機
械
O
製
法
は
束
京
府
に
沿
い
て
七
千
五
百
の
職
工
を
増
し
、
杢
同

に
封
ず
る
剖
令
は
二
四
が
か
ら
二
八
%
へ
進
ん
だ
。
新
潟
、
宮
山
、
埼
玉
、

佐
賀
等
の
増
加
何
れ
も
数
十
倍
の
激
増
で
あ
っ
た
け
れ
H

と
も
、
そ
の
貨
数
に



沿
い
て
は
遥
か
に
劣
っ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
そ
れ
等
の
躍
進
に
も
拘
ら
や
東
京
、
大
阪
等
の
大
都
市
府
臓
の
占
れ
い
る
剖
合
は
増
加
し
た
の
で

あ
る
。
原
動
機
製
造
に
な
い
て
も
東
京
府
は
五
千
四
百
の
職
工
敷
を
増
し
、
割
全
岡
剖
令
も
二
九
万
よ
り
一
二
四
%
へ
上
昇
し
た
。
と
L

で

は
大
阪
兵
庫
が
絶
封
的
に
は
増
加
し
な
が
ら
会
闘
に
封
ナ
る
比
率
を
低
下
し
、
神
奈
川
町
柄
引
L

佑
か
二
十
一
人
の
職
工
数
か
ら
八
百
八
十
人

陀
増
加
し
た
矯
め
、
京
潰
封
版
神
の
比
較
に
沿
い
て
前
者
は
全
闘
の
二
九
だ
か
ら
三
七
ガ
ヘ
躍
進
し
た
に
拘
ら
や
、
後
者
は
一
一
一
一
二
%
か
ら

ニ
O
M
へ
と
下
落
し
、
全
く
そ
の
地
位
を
換
へ
た
の
で
あ
る
。
と

L
T
も
工
作
機
械
と
同
様
、
新
潟
、
埼
玉
等
の
激
増
は
何
れ
も
数
十
倍

で
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
、
起
重
機
の
製
詰
で
も
東
京
、
大
阪
と
も
に
増
加
し
た
け
れ

E
も
、
そ
の
貫
教
に
は
大
な
る
差
が
あ
り
、
そ
れ

が
金
闘
に
封
ナ
る
割
合
は
全
く
逆
轄
し
て
し
ま
っ
た
。
即
ち
阪
神
地
方
の
針
金
岡
割
合
は
五
八
%
と
い
ふ
大
い
さ
か
ら
一
九
万
へ
と
激
落

し
た
に
封
し
、
京
潰
地
方
の
そ
れ
は
一
こ
が
か
ら
五
二
・
五
%
へ
と
飛
躍
し
た
。
愛
媛
鯨
が
一
、
五
一
六
人
の
職
工
教
を
増
し
た
と
と
は

前
に
付
記
し
た
如
く
統
計
分
類
の
結
果
生
起
し
た
も
の
か
も
知
れ
ぬ
。

以
上
主
要
業
種
に
つ
い
て
見
た
如
く
、
何
れ
の
機
械
部
門
に
沿
い
て
も
各
地
と
も
賞
、
に
多
数
の
職
工
教
を
吸
収
し
た
け
れ

E
も
、
そ
の

吸
牧
の
特
に
大
な
る
地
方
は
前
に
記
し
た
五
大
府
臓
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
昭
和
十
三
年
末
に
は
、
そ
の
鵠
教
の
集
中
か
ら
見
て
各

業
種
と
も
更
に
と
の
地
方
に
た
い
て
膨
脹
し
た
で
あ
ら
う
。
そ
の
他
で
は
新
潟
、
埼
玉
、
茨
城
、
群
馬
等
の
特
殊
部
門
に
沿
け
る
激
増
が

見
ら
れ
る
。
従
っ
て
そ
の
分
布
が
偏
在
し
て
ゐ
る
と
と
に
は
依
然
と
し
て
嬰
化
が
な
い
。
昭
和
六
年
末
に
七
三
河
を
占
め
て
ゐ
た
五
大
府

臓
は
十
三
年
末
に
は
七
四
d
N
b
包
占
め
る
と
と
に
な
っ
た
。
叉
玉
大
府
腕
に
失
ぐ
も
の
は
、
六
年
に
あ
っ
て
は
長
崎
、
鹿
島
、
一
間
岡
、
京
都

山
口
の
一
府
四
願
刀
、
十
三
年
に
あ
っ
て
は
群
馬
、
長
崎
、
一
冊
岡
、
茨
城
、
鹿
島
の
五
嬬
で
あ
っ
て
、
そ
の
府
賑
は
異
っ
て
来
た
が
、
全

困
綿
敢
に
封
ず
る
割
合
は
前
者
一
二
・
四
万
後
者
一
二
・
七
%
で
、
累
計
す
る
と
十
六
機
織
工
業
府
将
と
も
稽
ず
べ
き
も
の
L
割
合
は
六

我
凶
工
業
の
地
方
約
分
布
と
そ
の
趨
勢

(
小
田
橋
)

二
五
一
二
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第
五
競

二
五
阿

年
む
八
五
・
五
%
か
ら
十
三
年
む
八
六
・
六
%
へ
と
微
少
な
が
ら
集
中
む
度
を
担
く
し
て
ゐ
る
。

か
く
の
如
く
偏
在
集
中
の
程
度
は
殆
E
鑓
北
な
き
校
H

と
の
も
の
?
あ
る
が
、
機
械
部
門
会
館
と
し
て
み
れ
ば
、
関
東
地
方
が
漸
次
重
要

性
を
増
し
つ
a
A

る
る
に
反
し
、
関
西
地
方
が
漸
次
そ
り
地
位
を
譲
り
つ
主
あ
る
と
と
が
知
ら
れ
る
。
即
ち
東
京
、
一
脚
奈
川
に
埼
玉
を
加
へ

た
一
府
二
懸
の
封
金
岡
割
合
は
六
年
の
三
五
・
六
だ
か
ら
十
三
年
に
は
四
一
・
四
ガ
へ
増
大
し
売
が
、
大
医
、
京
都
、
兵
庫
の
二
府
一
一
騨

で
は
そ
れ
が
つ
二
・
五
必
か
ら
二
五
・
四
%
へ
蕗
ち
て
し
ま
づ
た
。
又
愛
知
、
岐
阜
、
静
岡
、
三
重
の
名
古
屋
を
中
心
と
す
る
四
牒
の
そ

れ
は
一

0
・
六
%
か
ら
一
コ
了
二
区
へ
と
上
昇
し
た
が
、
山
陽
関
門
ヱ
業
地
帯
と
も
い
ふ
べ
き
一
附
岡
、
山
口
、
鹿
島
、
岡
山
の
四
牒
の
そ

れ
は
八
万
か
ら
六
・
七
万
へ
と
後
退
し
た
。
か
く
し
て
機
械
工
業
部
門
金
慢
と
し
て
見
れ
ば
、
五
大
府
牒
へ
集
中
が
強
ま
り
、
そ
れ
も
開

束
、
中
京
K
沿
げ
る
躍
進
を
結
果
し
、
金
控
と
し
て
東
漸
傾
向
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
L

あ
る
と
と
が
見
ら
れ
る
。

玉
、
窯

業

と
の
部
門
の
府
豚
別
分
布
は
金
属
、
機
械
器
具
の
二
工
業
部
門
に
火
い
で
不
均
等
で
あ
る
。

セ
メ
ン
ト
、
陶
磁
器
、
瓦
等
い
づ
れ
も
エ

場
立
地
の
後
件
が
原
料
開
係
に
制
約
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
十
三
年
の
統
計
に
工
れ
ば
愛
知
麟
に
職
工
教
が
最
も
多
く
二
高
六
百
人

を
教
へ
、
金
岡
綿
数
十
高
五
千
に
封
し
約
二
剖
に
あ
た
る
。
，
次
い
で
大
阪
の
一
高
五
千
(
約
一
五
%
)
、
東
京
の
一
高
(
約
一

C
M
)、
岐
阜

む
八
千
ハ
八
%
〉
、
岡
山
の
六
千
(
ム
ハ
ガ
〉
等
を
著
し
い
も
の
と
し
、
以
上
二
府
コ
一
臓
の
令
計
は
六
高
を
超
え
、
る
一
閣
の
五
七
%
に
蛍
る
。

斯
業
の
主
流
を
な
す
も
の
は
陶
磁
器
製
遺
業
で
、
昭
和
十
二
年
に
は
職
工
数
一
一
一
高
七
千
人
左
数
三
窯
業
組
職
工
数
十
一
高
三
千
の
約

一
一
一
分
の
一
を
占
め
て
ゐ
る
。
'
次
い
で
硝
子
及
び
硝
子
製
品
製
造
が
二
高
七
千
、
煉
瓦
及
耐
火
物
が
一
寓
二
千
、

セ
メ
ン
ト
製
造
が
九
千
、
耽

現
鋪
器
が
五
千
八
百
の
職
工
教
を
も
O
て
ゐ
た
。
と
れ
償
却
を
そ
の
部
門
毎
に
み
れ
ぽ
そ
の
分
布
は
必
歩
し
も
等
し
く
な
い
。
極
端
に
集
中
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我
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工
業
の
地
方
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分
布
と
そ
の
趨
勢

二
五
五

(
小
岡
橋
)
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放

し
て
ゐ
る
と
と
ろ
の
暗
部
銀
器
製
迭
の
如
を
も
あ
れ
ば
、
比
較
的
各
地
に
工
場
を
も
っ
て
ゐ
る
セ
メ
ン
ト
製
造
業
、
屋
根
瓦
製
造
業
の
如

一一一九六

商
事
研
究

ぎ
が
あ
る
。
最
も
多
く
職
工
故
佐
も
つ
府
蝦
か
ら
順
次
に
教
へ
て
第
五
位
ま
で
の
府
騒
を
A
n
計
し
た
職
工
数
友
金
闘
の
そ
れ
と
封
比
し
て

み
れ
ば
、
昭
和
十
二
年
末
に
沿
い
て
弐
の
如
く
な
っ
て
ゐ
る
。
陶
磁
器
で
は
最
も
多
い
愛
知
臓
が
一
一
腕
だ
け
で
全
岡
の
四
三
が
左
占
め
て

石紙セセ屋煉砧陶
反政Eメメ根瓦子磁
製銭ンン瓦及及若f島、

治f¥器ト ト製ごユfPと~、耐同 E時毘
製製製 火袋 全日

木 4宍""嬰宍'!~愛民只会調只n ・ 事
-大 J宍h 稲知岡大岐阜
~j 阪 岡・山阪
知・来・島
-兵京山根大束佐賀 業
岐庫兵口、阪京
阜・陪・兵・
来.大庫踊繭?三
山京紳阪・岡 I河童
口・奈・岐・・・ JJIj 
-埼川大阜愛兵京
熊玉夫分・知庫都
本 --P;..)
) 三 ~Ji 岩 ILt 、兵庫J 愛
重両手) 知
)阿 v v v 
、J

占一

職五府: 
二乙丘三四三八三九
・¥、、、. 1・ 1・

ヱ蘇五三 O七一四六回
九二凶 00八九一 数メ計仁斗』
四六九七九九間三

六九六五-.四七八七%、合〆J町、到おド京Z喝
五 O六三九 O八八 割

居
、
り
、
硝
子
及
同
製
品
製
遣
業
勺
は
大
阪
が
四
二
%

を
も
ち
階
部
鎖
器
で
は
同
じ
く
大
阪
が
過
宇
の
五

%
を
有
し
て
ゐ
る
が
、
セ
メ
ン
ト
製
造
に
た
い
て
一
脂

岡
臓
が
占
め
る
地
位
は
一
八
万
を
超
え
歩
、
セ
メ
ン

ト
製
品
製
浩
に
な
い
て
東
京
府
の
職
工
教
は
二

O
M

に
す
ぎ
な
い
。
煉
瓦
及
耐
火
物
に
な
い
て
同
山
腕
、

も
多
い
愛
知
牒
が
金
闘
の
一
九
が
の
職
工
数
左
も
つ
だ
け
で
あ
る
。

い
や
つ
れ
も
三
四
%
を
占
め
る
。
屋
根
瓦
の
製
造
に
至
つ
て
は
会
同
到
る
庭
に
工
場
を
見
出
し
、
最

並
に
石
友
製
造
に
な
い
て
栃
木
臓
の
有
ず
る
地
位
は

並
ハ
に
他
と
隔
絶
し
て
大
な
る
も
の
で
、

窯
業
は
屡
よ
重
工
業
に
教
へ
ら
れ
る
が
、

セ
メ
ン
ト
製
謹
業
を
除
け
ぽ
所
謂
中
小
工
業
に
属
す
る
も
の
が
多
く
、
平
和
注
業
と
し
て
の

色
彩
が
強
く
、
叉
そ
の
最
大
部
門
た
る
陶
磁
器
は
輸
出
ヱ
業
と
し
て
も
重
要
な
る
地
位
左
占
め
る
。
従
っ
て
昭
和
六
年
末
と
十
年
末
と
の

比
較
に
た
い
て
は
職
工
数
三
高
六
千
を
増
加
し
、
増
加
率
も
六

O
Mを
超
え
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
増
加
は
鈍
北
し
、
十
ゴ
一
年
中
に
は

却
っ
て
若
干
な
が
ら
減
少
す
る
扶
態
と
な
っ
た
の
で
、
十
年
末
と
十
三
年
末
と
の
比
較
に
な
い
て
は
増
加
数
一
高
三
千
、
楠
加
率
も
僅
か



に
一
っ
て
八
万
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
昭
和
六
1

十
年
の
増
加
は
主
と
し
て
愛
知
牒
(
九
よ
八
五
六
の
槍
可
大
阪
府
(
五
、
九
一
一
一
一
日
岐
阜
鯨
ハ
一
一
一
、

八
四
六
)
、
東
京
府
(
コ
一
、
0
0
四
川
兵
庫
麟
ハ
一
、
九
O
問
日

一
二
重
賠
(
一
、
一
一
一
五
八
)
、
岡
山
牒
(
一
、
五
四
二
円
一
服
岡
鯨
(
一
二
六
九
)
に
・
お
い
て

増
加
し
、
以
上
を
合
計
す
る
と
こ
高
八
千
と
な
り
、
増
加
綿
教
の
約
八
割
を
占
め
る
と
と
に
な
る
。
そ
の
大
部
分
が
陶
磁
器
、
酷
瑚
鎮
器
、

硝
子
製
品
等
の
轍
出
工
業
に
工
る
も
の
な
る
と
と
申
す
ま
で
も
な
い
。
増
加
率
の
動
か
ら
み
れ
ば
必
歩
し
も
と
れ
等
の
地
方
に
劣
ら
や
、

セ
メ
ン
ト
製
品
)
、
埼
玉
〈
階
部
鎖
器
、

僅
か
四
年
間
に
二
倍
以
上
に
職
工
教
を
増
加
し
た
と
と
ろ
の
茨
城
、
栃
木
(
主
と
し
て
石
友
、

セ

メ
ン
ト
製
品
〉
、
静
岡
(
セ
メ
ン
ト
閥
係
、
硝
子
)
、
愛
媛
(
石
友
〉
等
の
地
方
も
あ
る
が
、
そ
U
貨
敢
に
た
い
て
は
大
し
た
も
の
?
な
い
。

そ
の
後
昭
和
十
i
十
三
年
の
聞
に
は
増
加
も
鈍
っ
て
、
千
人
以
上
の
職
工
教
を
加
ヘ
得
た
も
の
は
岡
山
、
岐
阜
、
神
奈
川
、
東
京
、
兵

庫
の
五
地
方
に
過
ぎ
や
ノ
、
と
れ
だ
け
の
合
計
は
九
千
を
超
え
全
岡
増
加
の
七
二
%
に
哲

γ、
大
部
分
は
陶
磁
器
、
煉
瓦
及
耐
火
物
、

セ
メ

ン
ト
製
品
、
硝
子
。
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
増
加
率
に
た
い
て
は
岩
手
、
香
川
二
騒
が
セ
メ
ン
ト
工
業
の
新
設
櫨
張
に
よ
っ
て
著
増

陶磁器製遣業職工教の槍減

日
一

7

7

3

b

8

6

0

9

9

0

9

一

一
向

m
M何
回

開

剖

M間四日
制

5
m
一

橋
一
一
別

9

5

一

F

一
1

6

2

3

0

3

8

7

7

6

2

む

一

協

同

m
m
ω
日
山
辺
冊
目
山
削
町
四
一

円
い
一

w
h，

R

叫
に
え

Z

L

L，

即
町
↑

3

1

F
一
2

9

9

8

2

2

5

8

8

6

2

一

前
一

m
A
周

期

m
m
m
m
創

刊

綿

一

3
3
一

氏

リ

R
リ

胃

且

'i'A

府

町

一

司
A

一

三

一

数

知

阜

賀

重

都

阿

川

阪

一

崎

口

に

一

一

一

線

愛

岐

佐

一

ユ

京

阪

石

大

長

山

A
U
巧
「
1
1
1
一

(
小
川
橋
)

我
凶
工
業
の
地
方
的
分
布
と
そ
の
趨
勢

し
た
が
、
そ
の
貫
教
は
少
い
。

窯
業
の
中
で
最
も
多
く
の
職
工
教
を
も
っ
て
ゐ
る
の
は
陶
磁
器
製
造
業
で
あ
る

か
ら
、
と
の
部
門
の
増
減
が
最
も
強
く
会
館
に
影
響
す
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
勺

主
要
な
る
府
鯨
に
つ
き
と

ω部
門
の
職
工
教
の
増
減
を
見
れ
ぽ
別
表
の
如
く
で
あ

。
て
、
愛
知
一
一
腕
の
増
加
は
約
一
一
問
、
岐
阜
臓
の
増
加
は
五
千
四
百
、
合
計
一
一
角

五
千
、
増
加
組
教
の
七
二
%
を
占
め
、
そ
の
増
加
率
は
一
廷
に
一
八

O
M、
従
っ
て

六
年
間
に
三
倍
近
く
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
他
の
地
方
で
二
倍
以
上
に
な

ーヒ
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業
で
あ
る
。
昭
和
六
年
末
に
は
、
と
の
三
部
門
だ
け
が
一
高
以
上
の
職
工
教
を
も
ち
、
そ
の
合
計
は
化
皐
部
門
金
職
工
教
の
五
六
%
を
白
め

て
ゐ
た
が
、
そ
の
剖
合
は
六
年
後
の
十
二
年
末
に
却
っ
て
増
加
し
五
七
%
を
超
ゆ
る
に
至
。
た
。
け
だ
し
主
と
し
て
人
造
絹
綿
製
造
に
沿

け
る
驚
異
的
な
躍
進
に
基
く
の
で
あ
る
。
然
し
そ
の
他
の
部
門
に
沿
け
る
護
展
も
亦
目
醒
し
く
十
二
年
末
に
な
い
て
一
高
以
上
の
職
工
数

人主主結線製造業工場j受験工数分布

昭和 4年 昭和 6年 昭和10年 昭和12年!

工数務却職工数 工数場 職工数 工数場 職工数 工数場 職工数

編烏 1 1，933 3 7，06:雪

2え妓 1 1，803 

耳手 馬 1 188 I 685 

新潟 1 251 

編井 1 1，475 1 r :~，079 
岐阜 1 399 2 2，568 

静岡 1 4-23 1 896 1 2，OC3 3 4，235 

愛知 1 707 I 605 4 6，702 4 8，541 

三重 1 169 1 210 1 497 1 487 

議賀 3 6，530 I 3 7，381 3 12，149 3 12，24-6 
フt?:都 1 1，910 1 1，917 1 3，027 2 3，227 

大阪 I 463 

兵庫 1 75 2 1，966 

J;I; ~Jl 1 382 1 1，784 

岡山 1 860 1 1，510 1 2，661 ~ 7，207 

!長烏 1 1，002 1 975 5 6，460 b 8，874 

山口 1 3，149 1 3，244 3 7，413 4 11，042 

徳島 1 1，519 

愛媛 1 2，605 3 S，853 

熊本‘ 1 298 

大分 1 1，831 1 1，194 

'f.守崎 2 12，441 2 13，852 

計 10 14，750 11 18，069 28 60，410 46 96，187 

第二四表

我
凶
工
業
の
地
方
的
分
布
と
そ
の
趨
勢

(
小
川
橋
)

は
工
業
薬
品
製
造
、
製
薬
業
、
肥
料
製

造
業
等
に
も
見
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

人
造
絹
締
製
遣
業
の
職
工
教
は
昭

和
十
二
年
末
に
九
高
六
千
を
算
し
、

化
祭
工
業
中
の
王
座
を
占
め
る
Q

護

展
の
度
が
如
何
に
著
し
か
っ
た
か
は
、

上
掲
の
数
字
に
見
ら
れ
た
い
。
最
も

多
数
の
職
工
を
擁
す
る
は
宮
崎
将
で

そ
の
増
加
の
速
度
も
亦
、
最
も
速
か

で
、
次
い
で
滋
賀
、
山
口
、
虞
島
、

愛
知
等
の
順
に
多
い
。
工
場
立
地
の

技
術
的
姿
件
と
し
て
、
銭
盤
を
合
ま

J
d
る
軟
性
の
盟
官
な
る
水
が
必
要
で

F

r

ムハ
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商
血
中
研
究

第
五
猿

一一六

あ
り
、
そ
の
た
め
に
瀬
戸
内
海
に
注
ぐ
河
川
又
は
静
岡
、
愛
知
佐
賀
く
河
川
の
流
域
、
或
は
琵
琶
湖
畔
に
設
立
す
る
と
と
を
運
命
づ
け
ら
れ

て
ゐ
る
由
で
あ
る
か
ら
、
製
紙
業
、
肥
料
製
遣
業
と
共
に
化
皐
工
業
金
障
の
分
布
を
均
等
北
す
る
に
貢
献
す
る
わ
け
で
あ
る
。
綿
綿
紡
績

が
大
工
場
に
て
綿
織
物
が
中
小
工
場
に
多
い
と
同
様
の
と
と
が
人
絹
締
製
造
と
人
絹
織
物
に
つ
い
て
も
見
ら
れ
、
共
に
女
工
を
多
く
要
ナ

る
賠
ま
で
相
似
て
ゐ
る
。
製
紙
業
も
人
絹
赫
と
並
ん
守
、
地
方
分
散
の
傾
向
を
多
分
に
も
ち
、
和
紙
が
緒
と
清
澄
な
る
水
を
追
っ
て
工
場

を
立
て
た
時
代
か
ら
、
洋
紙
が
大
森
林
を
め
が
け
て
工
場
を
設
立
す
る
時
代
に
と
移
っ
た
け
れ
H

と
も
、

と
も
に
大
都
市
を
離
れ
て
行
く
と

と
に
愛
り
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
製
紙
業
に
た
け
る
梓
太
の
躍
進
増
大
は
頗
る
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
内
地
で
は
静
岡
が
最
も
多
く
の
職

工
教
を
も
ち
、
火
い
で
高
知
、
東
京
、
愛
媛
、
大
阪
の
順
で
あ
る
。
と
の
こ
府
三
懸
の
職
工
教
は
二
十
二
高
、
会
園
綿
教
の
五
五
・
六
が
を
占

め
る
。
昭
和
六
年
に
右
の
二
府
三
腐
の
職
工
教
の
割
合
が
五
一
・
四
万
で
あ
っ
た
の
に
比
す
れ
ば
可
な
り
の
集
中
と
い
へ
る
が
、
そ
の
大

部
分
は
静
岡
鯨
の
増
大
に
よ
る
も
の
で
、
同
臓
で
は
三
千
二
百
の
職
工
教
が
七
千
三
百
に
激
増
し
、
封
全
園
比
率
を
一
っ
て
四
%
か
ら
一

八
・
六
に
引
上
げ
し
め
た
。
高
知
将
も
千
九
百
を
増
し
て
一
一
・
五
が
か
ら
一
一
一
%
に
上
。
た
が
、
東
京
府
は
千
四
百
を
増
し
な
が
ら
、

そ
の
割
合
は
一
三
・
五
%
か
ら
一
一
・
九
%
に
下
落
し
た
。
そ
の
他
愛
媛
、
岐
阜
、
新
潟
等
の
増
加
も
他
よ
り
高
き
増
加
率
を
も
っ
た
の

で
、
一
製
紙
業
は
ル
仰
準
工
業
の
大
都
市
府
廓
集
中
を
緩
和
し
た
と
い
へ
る
で
あ
ら
う
。
肥
料
製
遣
業
は
新
潟
臓
に
最
も
多
く
の
労
働
力
を
も

。
。
，
次
い
で
一
一
服
岡
、
兵
庫
、
島
根
、
山
口
の
順
で
、

と
の
玉
腕
の
職
工
教
は
合
計
一
高
、
る
一
閣
の
六
五
万
で
あ
る
。
昭
和
六
年
末
以
後
六

年
聞
の
増
加
教
は
玉
、
八
五

O
人
、
最
も
多
く
の
増
加
は
島
根
臓
で
、
六
年
に
一
人
の
職
工
す
ら
も
た
な
か
っ
た
の
が
一
躍
千
八
百
人
左

擁
す
る
に
至
っ
た
。
新
潟
、
幅
岡
、
兵
庫
の
コ
一
臓
は
い
づ
れ
も
千
六
百
飴
を
増
し
、
山
口
臓
で
も
一
千
飴
を
増
加
し
た
。
然
る
に
東
京
府

の
増
加
が
極
め
て
僅
少
で
あ
れ
y
、
神
奈
川
麟
で
は
二
百
四
十
を
減
じ
た
。
愛
媛
鯨
で
七
二
一
か
ら
僅
か
二
五
に
激
減
し
、
長
崎
牒
で
二
、
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四
九
一
二
か
ら
一
九
こ
に
減
少
し
た
の
は
稀
花
見
る
例
と
い
へ
工
う
。
但
し
長
崎
鯨
で
は
昭
和
六
年
に
二
百
人
以
上
使
用
二
工
場
で
一
七
五

商
事
研
究

第
五
毅

/、

四

O
人
の
職
ヱ
教
が
居
っ
た
の
が
か
く
の
如
く
に
減
退
し
た
の
守
、
む
し
ろ
統
計
上
の
訣
に
基
く
も
の
で
あ
る
Q

と
L
K
肥
料
と
稿
す
る
は

と
れ
を
夫
々
に
細
分
し
て
見
れ
ぽ
或
は
目
黒
っ
た
見
解
も
成
立
つ
ゼ

動
植
物
質
、
鎖
物
質
、
そ
の
他
を
併
せ
観
察
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

6 I PB 12 I精力H

54，1851 111，1bOi 56，96b 
11，2641 22，577! 11，313 
42，9211 88，5731 45，652 
68，2761 211，6461 143，3.17 
50，266! 159，2o21 108，986 
18，0101 52，3941 34，351 

PB 

L ~，l"'ft，; J人絹糸、製紙大阪 r~1f.f燦 1 肥料、工業薬品職工数
兵庫其他化祭工業職工数

{化事工業総職工数

百但F竺震i錨?主警察官-職工数
¥;!主他化製工業職工数

兎
に
角
以
上
に
見
る
如
く
肥
料
製
造
業
が
所
謂
工
業
府
臓
に
集
ら
や
し
て
分
散
し
、
し
か
も

そ
の
傾
向
が
強
ま
り
つ
L

あ
る
と
と
は
事
買
で
あ
る
。

あ
ら
う
が
、

と
れ
と
略
同
様
の
傾
向
を
も
つ
も
の
に
工
業
薬
品

の
製
造
が
あ
る
。

末
松
教
授
の
い
へ
る
如
く
と
の
名
稲
の
下
に
は
異
種
多
様
の
も
の
が
多
数
合
ま
れ
て
ゐ

る
か
ら
一
概
に
論
定
し
得
な
い
け
れ
ど
も
、

肥
料
製
造
と
同
様
大
都
市
府
臓
の
地
位
が
低
落
し
つ
L

あ
る

教
が
多
く
、

昭
和
六
年
末
の
数
字
に
み
れ
ほ
東
京
、
大
阪
、
一
附
同
の
も
つ
職
工

そ
の
ん
口
計
二
、
八
八
八
は
全
同
組
教
の
一
ニ
こ
が
に
達
し
、
他
と
隔
絶
し
て
ゐ
た
が
、
昭
和
十

と
と
は
統
計
の
指
示
す
る
所
で
あ
る
。

二
年
末
に
な
る
と
山
口
勝
の
激
増
は
四
千
人
を
増
し
て
四
千
八
百
と
な
り
、

神
奈
川
が
二
千
八
百
を
加
〈

て
一
一
.
千
と
な
り
、
新
渇
が
二
千
五
百
そ
入
れ
て
二
千
九
百
と
な
っ
て
、
何
れ
も
東
京
を
凌
駕
し
て
し
ま
っ

た
。
か
〈
て
東
京
、
大
阪
、
愛
媛
が
二
千
以
上
、
兵
庫
、
熊
本
、
富
山
、
一
服
品
が
一
千
以
上
の
職
工
教
を

も
ち
、
比
較
的
均
等
な
る
分
布
を
示
す
と
と
に
な
っ
た
。

か
く
の
如
く
佑
皐
工
業
の
中
で
重
要
な
地
位
を
占
め
る
以
上
諸
部
門
が
分
散
的
傾
向
を
も
ち
、
そ
れ
が

化
皐
工
業
の
地
方
分
布
を
比
較
的
均
等
な
ら
し
め
た
と
と
は
争
へ
な
い
。
試
み
に
昭
和
六
年
と
十
二
年
の

職
工
数
か
九
以
上
阿
部
門
左
主
引
い
て
東
京
、
大
阪
、
兵
庫
の
二
府
一
臓
が
化
感
工
業
に
占
む
る
地
位
を
観



山
枕
す
れ
ば
前
頁
の
如
く
に
な
っ
て
、
人
絹
糸
、
製
紙
、
肥
料
、

工
業
薬
品
の
門
事
業
が
大
都
市
に
占
め
る
地
位
は
極
め
て
倖
少
で
あ
る
に

反
し
、
共
の
他
の
地
方
の
化
皐
工
業
は
大
部
分
が
右
の
四
事
業
で
あ
る
と
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
し
か
も
と
の
六
年
聞
に
一
二
府
腕
で
は
互
の

四
事
業
に
よ
る
増
加
が
金
位
の
僅
か
二
剖
な
る
に
封
し
、
共
他
府
将
で
は
七
割
六
分
に
上
っ
て
ゐ
る
。

-
お
の
四
事
業
に
封
し
大
都
市
集
中
型
と
も
稿
す
べ
き
も
の
の
中
、
重
要
な
る
は
ゴ
ム
製
品
と
セ
ル
ロ
イ
ド
工
業
並
に
製
薬
業
で
あ
る
。

士
場
統
計
で
や
コ
ム
製
品
と
稿
ず
る
は
ゴ
ム
靴
、

ゴ
ム
玩
具
、
鵬
首
療
ゴ
ム
製
品
、
防
水
布
、
調
帯
、
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
、
電
糟
等
を
合
み
、
そ
の

分
類
は
時
に
錯
雑
を
売
れ
な
い
が
、
自
動
車
タ
イ
マ
と
機
械
化
さ
れ
た
る
ゴ
ム
底
布
靴
が
極
大
工
場
を
兵
庫
、
一
附
同
、
紳
奈
川
等
に
も
つ

以
外
、
他
の
殆

E
全
部
が
そ
の
製
法
の
簡
単
な
た
め
に
大
都
市
の
細
民
住
宅
地
に
な
い
で
中
小
工
業
の
形
態
下
に
製
造
さ
れ
て
ゐ
る
。
昭

和
六
年
に
は
兵
庫
が
犀
倒
的
多
数
を
占
め
て
ゐ
た
が
、
最
近
で
は
東
京
が
軍
需
関
係
か
ら
し
て
最
も
多
く
の
職
工
教
を
も
ち
、
昭
和
十
二

年
末
に
は
一
高
七
千
齢
、
金
困
の
三
五
%
を
占
め
る
。
と
れ
に
火
い
で
兵
庫
、
一
踊
岡
、
大
阪
の
順
で
あ
り
、
と
の
こ
府
二
勝
目
」
金
岡
の
八

二
・
三
%
を
占
め
て
ゐ
る
。
セ
ル
ロ
イ
ド
工
業
は
素
地
と
製
品
に
分
れ
る
が
ゴ
ム
製
品
よ
り
も
更
に
徹
底
し
た
大
都
市
集
中
で
、
昭
和
六

年
に
は
大
阪
、
東
京
、
兵
庫
の
外
に
は
殆
ど
見
出
し
難
く
、
十
二
年
に
も
大
阪
が
四
高
五
千
で
九
笠
岡
職
工
の
約
牛
を
占
め
、
東
京
、
兵
庫

が
と
れ
に
'
次
官
、
と
の
二
府
一
一
臓
の
職
工
教
は
全
困
の
八
九
%
に
達
し
て
ゐ
た
。
京
地
の
製
造
は
大
規
模
で
あ
る
が
、
製
品
が
大
都
市
の

小
規
模
製
造
場
に
た
い
て
或
は
家
内
工
業
の
形
で
生
産
さ
れ
て
ゐ
る
と
と
ゴ
ム
製
品
と
頗
る
頴
似
し
て
ゐ
る
。

製
薬
業
も
亦
大
都
市
集
中
的
で
あ
る
。
昭
和
六
年
末
に
は
全
職
工
の
六
八
%
が
、
十
二
年
末
に
は
七
四
が
ま
で
が
東
京
、
大
阪
に
集
っ

て
ゐ
る
。
有
名
な
る
宮
山
騒
の
地
位
は
、
職
工
教
の
若
干
の
増
加
に
も
拘
ら
や
一
一
%
よ
り
六
・
三
%
に
低
下
し
て
来
た
。

昭
和
六
年
末
か
ら
十
年
末
ま
で
の
六
年
間
に
佑
皐
工
業
で
は
十
高
六
千
の
職
工
を
加
で
増
加
率
は
八
六
・
七
が
の
高
き
を
示
し
た
@

我
凶
工
業
の
地
方
的
分
布
と
そ
の
趨
勢

(
小
岡
橋
)

二
六
五



東
京
商
科
大
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事
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第
五
披

一
一
六
六

け
れ
ど
も
、
そ
の
増
加
の
最
も
多
か
っ
た
東
京
府
は
一
高
三
千
三
合
一
一
%
増
〉
'
次
い
で
大
阪
府
は
一
高
一
千
(
六
一
二
%
増
)
、
兵
庫
臓
は
五
千

五
百
(
三
四
ガ
増
)
と
い
ふ
如
く
、
従
前
よ
り
の
北
皐
工
業
牒
で
は
教
と
そ
著
し
い
が
、
増
加
率
は
全
開
平
均
よ
り
も
何
れ
も
低
か
っ
た
。

け
だ
し
人
絹
締
工
業
の
護
展
に
基
づ
く
職
工
教
の
職
加
が
こ
の
四
年
聞
の
特
徴
だ
っ
た
矯
め
に
、
増
加
は
そ
れ
の
新
設
損
張
さ
れ
た
宮

崎
〈
一
高
一
千
可
愛
知
(
八
千
)
、
一
服
島
(
二
千
七
百
)
、
一
帽
井
〈
千
七
百
)
岐
阜
(
一
千
〉
等
に
な
い
で
著
し
く
、
そ
の
増
加
率
は
何
れ
も
二
倍

乃
至
数
倍
に
上
る
の
み
な
ら
宇
貫
教
に
沿
い
て
も
必
十
し
も
少
く
な
か
っ
た
。
と
の
時
期
に
長
崎
臓
が
二
千
五
百
人
の
職
工
を
減
じ
た
の

は
前
述
の
如
く
肥
料
製
遣
業
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
、
む
し
ろ
六
年
の
職
工
教
が
信
用
し
難
き
も
の
で
あ
る
。

昭
和
十
一
年
か
ら
十
三
年
に
か
け
て
も
斯
業
は
九
高
コ
一
千
(
四
一
足
〉
を
増
加
し
た
が
、
と
の
期
間
に
は
東
京
(
一
高
八
千
〉
を
始
め
、
一
服

岡
〈
一
高
一
千
、
と
の
中
に
は
後
に
其
他
工
業
に
て
述
べ
る
如
く
統
計
技
術
上
の
訣
と
畳
し
き
も
の
が
若
干
存
在
す
る
)
、
山
口
(
六
千
〉
、
静

岡
〈
五
千
〉
、
神
奈
川
(
五
千
〉
等
が
増
加
し
、
主
と
し
て
人
絹
に
よ
り
増
加
し
た
地
方
が
少
く
な
い
け
れ
H

と
も
、

工
業
薬
品
、
ゴ
ム
製
品
等

に
よ
る
増
加
も
相
官
に
多
か
っ
た
こ
と
が
観
取
さ
れ
た
の
ゼ
あ
る
。
従
っ
て
東
京
、
大
阪
、
兵
庫
の
も
つ
封
杢
困
割
合
も
、
前
期
に
は
四

四
・
二
%
か
ら
一
二
六
・
七
%
ま
で
念
低
下
を
見
せ
た
が
、
そ
れ
が
緩
く
な
り
コ
一
四
・
六
が
ま
で
下
降
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
化

墜
工
業
金
践
と
し
て
地
方
分
散
の
勢
は
依
然
と
し
て
存
在
す
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
九
州
地
方
は
そ
の
封
全
岡
割
合
を
六
年
の
一
一
だ

か
ら
一
三
・
四
%
ヘ
上
昇
せ
し
め
、
中
閣
は
一

0
・
三
が
か
ら
一
コ
了
六
ガ
ヘ
進
め
、
北
陸
は
五
・
一
ガ
か
ら
五
・
四
ガ
へ
、
東
海
コ
一
牒

は
六
・
三
%
か
ら
七
・
四
だ
へ
、
夫
々
若
干
な
が
ら
増
し
た
の
で
あ
る
。

七
、
製
材
及
木
製
品
工
業

木
材
関
係
の
工
業
は
最
も
普
遍
的
K
存
在
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
昭
和
六
年
末
に
五
高
六
千
、
同
十
一
二
年
末
に
は
十
一
高
四
千
の
職
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二
し
、
，
、

ご
-
ノ
ノ

ヱ
教
を
も
っ
て
ゐ
る
が
、
多
い
と
い
っ
て
も
一
高
以
上
を
も
つ
も
の
な
く
、
少
い
と
い
っ
て
も
百
を
下
る
も
の
は
比
九
日
間
ら
な
い
。
原
料
閥

係
か
ら
し
て
山
獄
地
方
に
も
存
在
ず
る
ず
る
か
ら
で
あ
ら
う
。
工
場
統
計
表
は
殆
ど
斯
業
左
二
分
し
て
製
材
と
木
製
品
製
遣
と
し
て
ゐ
る

が
、
斯
く
分
け
る
と
製
材
業
は
材
料
の
産
地
及
び
集
散
地
に
多
く
集
り
、
木
製
品
製
造
業
は
大
都
市
に
比
較
的
多
く
集
る
傾
向
を
も
っ
て

ゐ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
他
の
諸
工
業
に
比
す
れ
ば
そ
の
分
布
は
普
遍
的
と
い
ひ
得
る
。

製
材
業
の
多
い
の
は
北
海
道
を
第
一
と
し
、
'
次
い
で
静
岡
、
愛
知
、
東
京
、
秋
田
で
あ
る
。
し
か
し
と
の
一
道
一
府
三
腕
を
合
計
し
て

み
て
も
、
昭
和
十
二
年
に
は
二
高
、
金
同
職
工
教
の
三
八
%
に
過
を
な
い
。
と
の
外
青
森
.
岩
手
、
大
阪
、
兵
庫
、
和
歌
山
、
徳
島
.
大

分
、
宮
崎
、
鹿
児
島
等
に
多
く
、
何
れ
も
十
二
年
末
に
一
千
以
上
の
職
工
教
を
も
っ
て
ゐ
る
。
東
京
、
愛
知
、
大
阪
、
兵
庫
が
集
散
地
な

る
に
封
し
、
他
は
何
れ
も
林
業
の
盛
な
る
地
域
台
、
多
く
は
工
業
地
方
と
稿
し
難
を
も
の
で
あ
る
。

木
製
品
製
造
業
は
右
と
柏
よ
傾
向
を
共
に
し
、
消
費
地
を
中
心
に
集
っ
て
ゐ
る
。
職
工
教
の
最
も
多
い
の
は
大
阪
府
で
昭
和
十
二
年
末

に
七
千
六
百
、
全
国
の
一
四
%
を
占
め
、
之
に
失
い
で
多
い
東
京
、
愛
知
、
兵
庫
、
静
岡
の
地
方
を
加
へ
る
と
令
計
は
二
十
七
高
、
会
岡

綿
教
の
約
A
T
分
に
蛍
る
。
そ
れ
だ
け
集
中
皮
が
強
い
と
い
へ
工
う
。
そ
の
他
の
生
産
地
を
み
て
も
北
海
道
、
千
葉
、
新
潟
、
岐
阜
、
京
都
、

和
歌
山
、
鹿
島
、
徳
島
等
が
夫
々
一
千
以
上
の
職
工
数
そ
も
ち
、
消
費
地
へ
の
偏
在
左
物
語
っ
て
ゐ
る
。
向
ほ
木
製
品
そ
更
に
細
分
す
れ

ぽ
第
二
七
表
の
如
く
に
な
り
、
建
具
及
家
具
は
大
都
市
に
、
包
装
肘
木
箱
樽
柏
等
も
大
工
業
都
市
に
多
い
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
兵
庫
鯨

並
に
千
葉
騒
が
酒
と
醤
油
の
閥
係
か
ら
可
な
り
の
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
。

昭
和
六
l
十
年
の
増
加
は
比
較
的
都
市
府
臓
に
多
く
左
増
し
た
。
即
ち
東
京
、
愛
知
、
大
阪
の
増
加
教
の
A
n
計
は
八
千
八
百
に
謹
し
、

会
同
増
加
の
士
一
O
%
に
寄
る
。
そ
れ
だ
け
に
と
れ
等
地
方
の
分
布
比
も
亦
大
き
く
な
っ
た
。
又
北
海
道
の
三
千
二
百
の
増
加
数
v

も
少
く
な
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ぃ
。
と
の
期
間
に
千
葉
臓
の
み
が
六
一
一
六
人
を
減
じ
て
ゐ
る
が
、

と
れ
ば
木
製
品
の
誠
少
八
百
の
結

ω郊
に
外
な
ら
や
J

、
神
製
造
業
民
何
等
か
の
越
化
を
見
た
結
果
で
あ
ら
う
。

昭
和
十
年
か
ら
十
三
年
末
へ
か
け
て
の
増
加
も
前
四
年
三
時
同
教
で
あ
る
が
、
そ
の
増
加
は
比
較

的
全
般
に
亙
っ
て
ゐ
た
Q

東
京
、
愛
知
、
大
阪
も
夫
々
一
i
l
二
千
左
増
し
た
が
、
前
期
増
加
の
約
午

敢
に
充
た
な
か
っ
た
。
そ
の
他
北
海
道
、
和
歌
山
、
静
岡
、
鹿
島
等
で
一
千
以
上
を
加
ヘ
得
た
が
、

と
の
中
全
国
平
均
率
よ
り
一
向
か
?
た
の
は
鹿
島
臓
だ
け
で
、
と
の
期
間
は
そ
の
他
の
木
材
閥
係
の
職

工
数
少
一
か
り
し
地
域
に
沿
い
て
激
増
左
来
し
た
賠
で
特
徴
を
も
っ
。
従
っ
て
全
同
職
工
数
の
一
対
以

上
を
も
っ
府
豚
が
、
昭
和
六
年
末
に
二
四
、
十
年
末
に
二
五
で
あ
っ
た
の
を
、
十
一
二
年
ぶ
に
は
一
一
一

O

に
ま
で
増
加
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

八
、
印
刷
及
製
本
業

ハ
ス
北
産
業
の
一
と
も
い
ふ
べ
き
と
の
部
門
は
大
都
市
へ
集
中
し
て
ゐ
る
賠
で
最
も
著
じ
い
も
の

L

一
ゼ
あ
る
。
と
の
部
門
の
工
場
が
全

一
五
，
%
が
大
岐
に
あ
る
と
い
ふ
如
き
工
業
は
、
大
分
細
則
、
比
沿
い
て
は

然
存
在
せ
ざ
る
府
癖
は
な
い
が
、
会
闘
の
回

O
Mが
東
京
に
集
り
、

少
く
と
も
そ
の
類
例
を
見
な
い
。
と
れ
に
愛
知
、
京
都
の
二
大
都
市
府
贈
を
加
へ
る
と
、

と
の
二
府
二
騒
の
占
む
る
割
合
は
昭
和
十
三
年

末
に
沿
い
て
金
闘
の
六
一
一
一
括
に
達
す
る
。
然
じ
北
海
道
、
幅
同
が
東
京
、
大
依
と
距
離
的
に
速
い
闘
係
上
、
そ
の
地
方
文
佑
の
中
心
と
し

て
兵
庫
、
京
都
よ
り
る
多
く
の
職
工
教
を
も
つ
に
至
っ
て
ゐ
る
。
印
刷
と
製
本
を
分
け
て
み
れ
ぽ
、
印
刷
業
に
治
け
予
よ
り
る
製
本
業
に

-
お
け
る
分
布
が
、

一
居
集
中
的
で
あ
っ
て
東
京
府
は
貰
に
全
国
の
七
割
散
な
舗
占
じ
て
み
る
。

二
六
九
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第二九表

印刷業及製本業職工の地方的分布〈昭和12年〉

印刷 % 製本 同%

総数 60，129 100.0 4，523 100.0 
来京 21，854 36.3 3，208 79.9 I 
大阪 10，285 17.1 713 15.8 I 
京都 1，577 2.6 104 2.3 I 
兵庫 1，833 3.0 3 0.1 I 

編悶 1，805 3.0 10 0.2 I 

北海道 2，&16 4.2 56 1.2 

と
の
部
門
も
最
近
に
沿
い
て
若
干
の
増
加
を
示
し
た
が
そ
の
敢
に
沿
い
て
も
速
度
に
な
い
て

も
、
著
し
い
も
の
は
な
い
。
傾
向
を
い
へ
ば
大
阪
、
京
都
、
兵
庫
の
地
位
が
漸
次
重
要
牲
を
加
へ

来
っ
た
と
と
ゼ
あ
ら
う
。
即
ち
右
の
二
府
一
一
腕
が
も
っ
職
工
教
は
全
闘
の
綿
敢
に
釘
し
て
昭
和
六

年
に
一
九
・
七
%
、
十
年
に
は
二

0
・
七
%
と
な
り
、
十
三
年
に
は
二
二
・
四
%
に
進
ん
だ
の
で

あ
る
。J¥ 

食
料
品
工
業

各
地
方
に
分
散
し
て
ゐ
る
賠
で
諸
工
業
部
門
中
最
も
著
し
い
の
は
と
の
食
料
品
工
業
で
あ
る
。

和
泊
醸
造
の
一
大
中
心
地
た
る
兵
庫
騒
が
常
に
全
圏
職
工
教
の
一
一
割
以
上
を
も
っ
て
ゐ
る
外
は
大

る
。
と
の
こ
府
一
臓
に
失
ぐ
も
の
は
、
昭
和
六
年
に
は
一
服
岡
、
愛
知
、
十
三
年
に
は
静
岡
、
神
奈
川
で
あ
っ
て
、
と
の
主
要
五
地
方
の
職

阪
が
八
万
、
東
京
が
七
%
で
、
と
の
三
者
合
し
て
昭
和
六
年
に
二
九
%
同
十
三
年
に
二
六
%
で
あ

工
教
が
全
閣
総
数
に
封
ず
る
割
合
は
、
六
年
に
三
八
万
、
十
一
ニ
年
に
三
七
%
で
、
主
要
五
府
牒
の
も
つ
割
合
が
か
E

ふ
る
低
率
な
る
は
紡
織

工
業
に
も
見
な
か
っ
た
所
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
各
地
方
に
分
布
し
て
ゐ
る
の
は
、

一
面
に
沿
い
て
各
種
食
料
品
工
業
の
集
中
地
賄
が
あ
ま
り
重
複
し
な
い
で
彼
此
相
柏
つ

て
ゐ
る
と
い
ふ
と
と
に
も
由
来
す
る
。
即
ち
和
泊
に
失
い
で
職
工
教
の
多
い
「
菓
子
、

バ
ン
、
水
飴
」
等
の
製
遣
業
が
比
較
的
大
都
市
に

集
中
し
て
ゐ
る
に
到
し
、
擁
詰
業
者
が
漁
業
地
に
多
く
、
製
糖
と
澱
粉
が
北
海
道
と
九
州
南
部
に
多
い
と
い
ふ
如
く
で
あ
る
。

醸
誼
業
の
中
勺
和
摘
は
た
し
か
忙
兵
庫
騒
に
集
中
し
、
昭
和
六
年
忙
一
一
角
(
全
闘
の
約
一
九
%
)
、
十
二
年
に
九
千
八
百
(
全
闘
の
約
一
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七
%
〉
を
も
っ
て
ゐ
る
。
と
L
K
次
い
で
は
一
耐
岡
、
鹿
島
、
岡
山
、
秋
刷
、
新
出
等
を
多
い
方
と
す
る
が
、
そ
む
他
金
岡
到
る
ト
院
に
地
問
の

醸
造
家
が
居
っ
て
集
中
の
度
は
強
い
と
は
い
へ
な
い
。
味
噌
醤
酒
等
の
醸
造
に
つ
い
て
も
千
葉
牒
の
も
つ
職
工
教
は
可
な
り
多
く
、
六
年

に
二
千
九
百
、
十
三
年
に
二
千
六
百
で
全
国
U
約
二
割
に
達
し
て
ゐ
る
が
、
斯
業
も
亦
全
闘
に
分
散
し
て
存
在
す
る
。
醸
造
業
の
小
比
較

的
集
中
し
て
ゐ
る
の
は
大
工
場
に
よ
っ
て
の
み
生
産
が
皆
ま
れ
て
ゐ
る
禁
酒
醸
造
業
で
そ
の
所
在
地
も
東
京
、
大
阪
、
神
奈
川
、
北
海
道
、

官
城
、
埼
玉
、
愛
知
、
一
耐
岡
に
ナ
ぎ
な
い
け
れ
ど
そ
の
職
工
数
は
金
闘
僅
か
一
一
一
千
に
過
ぎ
な
い
。

集
中
皮
の
案
外
強
い
の
は
菓
子
等
の
製
詰
勺
あ
る
。
十
二
年
の
職
工
組
教
一
コ
高
三
千
の
中
、
東
京
に
六
千
六
百
〈
杢
岡
の
二

O
M
1
大

阪
に
六
千
四
百
(
一
九
必
〉
、
神
奈
川
に
三
千
四
百
(
一

O
ガ
可
愛
知
に
一
一
一
千
三
百
三

O
M
)、
兵
庫
に
二
千
(
五
だ
)
が
肘
り
、
以
上
五

大
府
懸
へ
の
集
中
卒
は
六
六
だ
と
な
っ
て
ゐ
る
。
鰹
誌
も
同
様
に
集
中
し
て
ゐ
る
が
菓
子
製
建
業
ほ

E
で
な
く
、
又
集
中
地
に
至
。
て
は

会
く
異
な
っ
て
ゐ
る
。
即
ち
十
二
年
の
統
計
に
み
れ
ぽ
静
岡
が
最
も
多
く
つ
一
千
七
百
(
全
闘
の
二

O
M
)鹿
島
に
二
千
四
百
(
一
間
J
W
A
)

、
長

崎
に
二
千
三
百
(
一
三
万
)
、
神
奈
川
に
九
百
、
北
海
道
、
千
葉
に
各
八
百
五
十
の
職
工
数
が
肱
る
。
ナ
べ
て
魚
介
類
、
内
制
の
集
散
地
で

あ
る
。
水
産
食
料
品
の
製
造
工
は
魚
介
類
の
集
散
地
に
も
多
い
け
れ
♂
も
、
む
し
ろ
全
閥
的
に
分
散
し
て
ゐ
る
と
稀
し
た
方
が
よ
い
。
昭

和
十
二
年
に
二
千
人
と
い
ふ
最
も
多
数
の
職
工
が
長
野
牒
で
教
へ
ら
れ
る
と
と
は
一
見
奇
異
の
視
を
呈
す
る
の
だ
が
、
と
れ
は
主
と
し
て

ゆ
水
天
製
造
の
活
め
で
あ
る
。
大
都
市
た
る
大
阪
に
千
九
百
、
東
京
に
千
百
、
兵
庫
に
九
百
、
水
沌
物
の
集
散
地
と
し
て
は
北
海
道
と
宮
城

に
各
千
三
百
、
鹿
島
に
九
百
八
十
、
愛
媛
に
千
七
百
を
見
る
。
製
糖
業
の
職
工
が
北
海
道
と
沖
縄
に
多
い

D
は
原
糖
栽
培
に
よ
る
も
の
、

東
京
、
兵
庫
、
幅
岡
に
多
き
は
轍
移
入
糖
精
製
の
矯
め
で
あ
る
。

昭
和
六
!
十
年
の
聞
に
は
睦
誌
と
水
産
品
の
製
造
業
が
職
工
放
を
悲
し
く
増
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
健
抗
点
地
た
る
北
海
道
〈
三
千
百
晴
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東
京
商
科
大
串
研
究
年
報

商
摂
研
究

第
五
毅

二
七
四

加
〉
静
岡
(
三
千
百
〉
、
科
奈
川
(
二
千
四
百
)
、
鹿
島
(
千
七
百
〉
、
長
崎
(
千
二
百
)
等
の
増
加
が
目
立
っ
て
ゐ
る
。
勿
論
東
京
、
大
阪
、
愛

知
で
も
各
二
千
人
前
後
の
職
工
数
左
加
(
待
先
。
し
か
し
増
加
率
の
酷
か
ら
い
へ
ば
前
記
の
外
に
岐
阜
、
徳
島
、
鹿
児
島
、
高
知
等
左
著

し
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
の
貫
教
は
何
れ
も
千
人
に
ず
ら
満
た
な
か
O
売。

昭
和
十
i
十
三
の
三
年
間
の
増
加
貫
教
も
増
加
率
も
共
に
そ
の
前
の
四
年
聞
を
凌
駕
し
て
ゐ
る
。
千
人
以
上
の
職
工
教
を
新
に
吸
牧
し

た
地
方
と
し
て
は
千
葉
、
東
京
、
長
野
、
静
岡
、
愛
知
、
大
阪
、
兵
庫
、
宮
崎
、
鹿
児
島
等
が
見
ら
れ
る
が
、
と
れ
ば
昭
和
十
l
十
二
年

聞
に
菓
子
等
製
造
、
健
誌
、
水
産
品
、
和
酒
、
澱
粉
等
の
業
種
に
た
い
て
著
増
が
見
ら
れ
た
結
果
を
反
映
ず
る
も
の
で
あ
ら
う
。
殊
に
澱

粉
製
造
に
た
け
る
増
加
は
他
の
食
料
品
製
造
部
門
に
類
、
例
を
見
な
い
ほ
ど
の
も
の
で
、
と
の
二
年
間
に
二
千
百
人
か
ら
五
千
六
百
へ
跳
躍

し
た
。
澱
粉
の
産
地
は
北
海
道
、
鹿
児
島
、
宮
崎
、
千
葉
、
一
脚
奈
川
等
で
あ
る
か
ら
.
上
記
諸
臓
に
た
け
る
職
工
数
む
増
加
中
、
澱
粉
製

造
業
の
も
つ
役
割
は
少
く
な
い
で
あ
ら
う
。

九

瓦
斯
及
電
気

諸
工
業
部
門
の
中
で
最
も
職
工
教
が
少
い
。
昭
和
十
三
年
に
漸
く
一
一
角
を
超
え
た
の
み
で
あ
る
。
然
ら
ば
官
公
営
事
業
が
多
い
か
と
い

ふ
に
、
昭
和
十
二
年
の
工
場
統
計
は
官
管
職
工
数
六
九
、
公
営
一
、

O
O五
そ
翠
げ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
斯
業
も
亦
食
料
品
工
業
と
同

様
か
な
り
普
遍
的
に
存
在
ナ
る
。
恐
ら
く
属
地
的
工
業
な
る
た
め
で
あ
ら
う
。
昭
和
六
i
十
年
の
問
に
は
殆
ど
増
減
な
く
、
十
i
十
三
年

聞
に
は
概
し
て
各
地
と
も
増
加
し
た
が
、
そ
の
増
減
率
も
極
め
て
直
々
と
し
て
判
然
た
る
説
明
を
興
へ
難
き
ゃ
う
で
あ
る
。
と
L

に
は
た

ピ
集
計
せ
る
一
般
去
を
掲
げ
る
に
止
め
て
治
く
。

O 

其
他
工
業
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時
に
維
工
業
と
耕
せ
ら
れ
る
こ
の
部
門
に
は
民
に
種
々
雑
多
な
工
業
を
合
ん
で
ゐ
る
。
主
と
し
て
日
常
生
括
品
に
じ
て
荒
物
街
、
小
間

物
応
む
販
貸
す
る
も
の
を
製
造
す
る
業
種
が
多
い
。
と
れ
が
生
産
は
恐
ら
く
工
場
統
計
去
に
掲
げ
ら
れ
る
以
外
に
か
な
り
の
宣
が
五
人
未

渦
む
小
ヱ
場
、
家
内
工
業
、
副
業
等
で
作
ら
れ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。

「
其
他
工
業
」
を
一
括
し
て
職
工
数
の
多
少
に
よ
る
工
場
規
模
を
示

せ
ば
次
の
通
り
で
織
物
業
、
食
料
品
、
木
製
品
等
と
相
並
ん
で
所
謂
中
小
工
業
の
主
要
部
分
を
占
め
る
の
で
あ
る
Q

し
か
も
化
皐
工
業
の
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t

械

桝

刷

出

小

ス

他

ト

"

一

一
一
一
一
一
紡
似
金
機
窯
化
蜘
印
食
方
北

ム
ヨ
一
一

ゴ
ム
製
品
工
業
、

セ
ル
ロ
イ
ド
製
品
工
業
の
如
く
、
大
都
市
の
納
氏
街
に
春
在

ず
る
も
の
が
多
い
Q

そ
れ
だ
け
に
又
女
工
が
多
い
と
と
も
特
徴
で
あ
る
Q

か
く

し
て
斯
の
部
門
は
多
分
に
大
都
市
集
中
型
で
あ
る
。
即
ち
職
工
教
の
故
も
多
い

の
は
大
阪
、
火
い
で
東
京
、
兵
庫
で
あ
一
づ
て
、
と
の
こ
府
一
臓
を
A
H
せ
る
と
昭

和
六
年
に
は
四
高
九
千
、
全
国
職
工
教
の
四
九
が
に
達
し
、
十
一
二
年
に
は
十
高

一
千
五
百
、
会
同
の
五
二
%
と
な
っ
て
ゐ
る
。

併
し
な
が
ら
斯
の
部
門
も
亦
小
分
知
に
ま
で
細
分
す
る
と
夫
々
の
特
点
地
に

八

γ
届
さ
れ
、
必
や
し
も
す
べ
て
が
大
都
市
府
臓
に
集
中
さ
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
は

な
い
。
た
ど
そ
の
A
n
討
と
し
て
前
記
二
府
一
臓
が
最
も
多
い
と
い
ふ
と
と
な
P

にわ
J

き
、
大
都
市
三
府
腕
へ
の
集
中
程
度
を
見
た
も
の
て
あ
る
が
、
防
水
・
一
仰
の
如
く
九
七
が
ま
で
右
一
二
府
麟
に
あ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
漆

で
あ
る
。
別
表
は
昭
和
十
二
年
の
工
場
統
計
表
中
職
工
千
人
以
上
を
も
っ
業
種

我
凶
工
業
内
地
方
的
分
が
と
そ
の
趨
勢

器
製
造
業
の
如
く
僅
々
一
・
九
万
し
か
右
三
府
将
に
存
在
せ
ざ
る
も
の
も
あ
る
。
大
都
市
山
脱
に
十
代
る
職
工
放
の
比
較
的
少
い
業
種
の
多

二
七
七

r、
A、
111 
1荷
I.J 
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第三四表其他工業lこ於ける大都市府燃職工数(昭和12年〉

会闘 大都市府県選
大の7都歪5市1園割に合平fお鯨 共他職工数多き地方

東京大阪兵庫 言「

主主他工業 188，860 35，285 44，439 17，935 97.6bO 51・734
京静都岡(〈623〕 岡山(540)

紙製品工業lm 6，055 6，309 1，()14 14，278 63・0 6(9) 岐阜(435) 愛知(14b3)
竹製品 2，515 46 290 205 550 21・9 大分(247) 山口(272)

薬及椋粗製品 7，229 62 369 675 1，107 15.3 北海道(895)新潟く11(4)佐賀(570)
重接待及経木製品 1，215 。。 63 209 362' 29・S 岡山(132) 北海道〈却の
皮革製品 8，760 4，710 2，111 159 6，980 79・7 愛知(462) 民烏(220)
主E 童日 4，687 189 1，626 875 2，600 57.4 奈良(850) 和歌山(410)香川1(321)
刷毛及刷子 1，408 64 ]，152 30 ]，246 88.5 
漆 若島 1，606 b 14 8 27 1・9

製 網 11，029 2:13 1，044 27811，b58 14・1

裁 縫 64，418 8，]26 20，826 ]，9]2j 30，864 47・9
製 申百 。，613 1，027 1，770 1，671 4，468 46・s
(内〕フエノレト 3，951 579 1，172 1，560 3，311 83・8
主主 f也 b，662 448 598 111 1，157 20・4 愛知(182) 岡山(2お5) 庚烏(880)
防 7Jc. 布

7288ZLρb畑，5o1a21z町4例q 司引

6，696 544 54 7，294 96・0
E苦療材料品 1，023 3M 46 1，403[ 61・9 愛知(521)
石綿製品 59] 1，690 207 2，488 82・1 奈良(221)
τr ツ チ 24 202 6，564 6，790 79・7 愛知(220) Jlli!llr(I!J6) 徳島(391)
鉛筆及クレヨン 1，557 328 一 1，885 89・3 民烏(266)
履 物 2，009 192 47!J 789 1，460 72・7 阿草加7)
石 エ Uz1， 3 2，30] 589 318 1，040 31・5 岐I勾 933729〉〉 愛官京城知都((4〈39416014〕) 〉
共他製品 19，1(9) 3，487 3.599 8，972 46・7 愛 1(23)



く
は
所
謂
土
産
品
と
も
稽
す
べ
き
歴
史
と
停
統
の
中
に
生
き
る
雑
工
業
で
あ
る
。
例
ヘ
ぽ
岐
阜
の
国
扇
、
提
燈
、
大
分
の
竹
製
品
、
石
川

の
漆
器
、
岡
山
の
其
他
帽
子
、
石
川
騒
の
金
属
箔
、
山
梨
鯨
の
石
工
製
品
、
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
然
し
何
と
い
?
で
も
従
業
職
工
数
の
多

い
裁
縫
、
紙
製
品
、
皮
革
製
品
、
防
水
布
、

マ
吋
/
チ
等
の
大
都
市
府
廊
へ
の
集
中
は
著
し
い
の
で
あ
る
。

と
の
部
門
に
輪
出
向
雑
工
業
が
多
い
と
と
は
、
昭
和
六
年
以
降
事
援
勃
登
ま
で
の
賞
展
を
特
に
大
な
ら
し
め
て
ゐ
る
Q

昭
和
六
!
十
年

聞
に
た
け
る
増
加
職
工
教
を
見
れ
ほ
最
も
多
い
の
が
大
阪
で
一
高
五
千
、
と
れ
は
金
増
加
教
の
二
一
八
%
K
古
る
。
次
い
で
束
京
が
八
千
、

兵
庫
が
五
千
、
岡
山
が
三
千
九
百
、
愛
知
が
二
千
八
百
を
加
へ
て
ゐ
る
。
然
る
に
昭
和
十
年
末
か
ら
十
三
年
末
ま
で
の
三
年
間
に
は
東
京

府
で
一
高
七
千
五
百
を
増
加
し
、
大
阪
で
一
高
一
千
、
埼
玉
で
二
千
八
百
、
愛
知
で
二
千
三
百
等
を
著
し
い
も
の
と
す
る
。
従
っ
て
と
の

部
門
の
中
心
地
帯
に
大
阪
と
共
に
東
京
を
加
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
づ
た
。
東
京
に
沿
け
る
増
加
の
可
な
り
の
部
分
が
軍
需
工
業
的
色

彩
の
強
い
も
の
で
あ
る
と
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。
一
脳
同
牒
で
前
期
に
三
千
三
百
を
加
へ
、
後
期
に
二
千
四
百
を
減
じ
た
の
は
、
数
千
人

の
職
工
を
も
っ
地
下
足
袋
製
造
の
二
大
工
場
が
、
六
年
の
分
類
で
は
ゴ
ム
製
品
(
化
皐
工
業
)
伸
仏
、
十
年
で
は
履
物
(
其
他
工
業
)
に
、

十
三
年
に
は
再
び
ゴ
ム
製
品
に
分
類
さ
れ
て
ゐ
る
矯
め
ら
し
い
。

各
地
方
に
浴
け
る
工
業
の
内
容

工
業
各
部
門
を
中
心
と
す
る
説
明
か
ら
は
な
れ
て
地
方
を
主
と
し
て
、
そ
の
地
方
に
所
在
す
る
各
工
業
部
門
は
如
何
な
る
様
相
を
呈
し

て
ゐ
る
か
、
以
下
と
の
黙
を
中
心
に
観
察
し
て
み
た
い
。

昭
和
六
年
の
我
岡
工
業
は
何
と
い
っ
て
も
紡
織
工
業
中
心
の
時
代
で
あ
り
た
。
全
職
工
教
の
五
四
%
が
紡
織
工
業
に
働
い
て
ゐ
た
の
だ

我
同
ヱ
業
の
地
方
的
分
布
と
そ
の
趨
勢

(
小
田
橋
U

ご
七
九
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最
多
数
で
な
い
府
燃
を
栄
め
一
る
五
が
却
。
て
容
易
で
あ
っ
て
、
と
の
例
外
と
も
訴
す
べ
き
府
腕
は
た
の
一
世
一
府
八
将
ぜ
あ
っ
た
。

と
れ
左
地
方
別
に
け
凡
て
も
、
そ
の
地
方
の
主
た
る
工
業
が
紡
織
部
門
に
属
す
る
の
は
山
品
川
…
で
あ
る
Q

ト
〕
し
ろ
紡
織
工
業
職
工
数
が

北
梅
道

青
森
豚

秋
制
服

千
葉
牒

東
京
府

神
奈
川
腕

山
口
勝

一
拍
岡
牒

長
崎
腕

一
抑
制
服

製
粉
、
総
正
剛
、
水
産
会
副
判
口
山
学
多
き
た
め
食
料
品
工
業
が
第
一
位
で
会
職
工
教
の
一
九
%
を
も
ち
、
次
い
で
製
材
木
製
品
工
業
、
銘
・
一
一
伎
が
化

純
平
工
業
、
紡
級
工
業
は
第
八
位
で
僅
か
七
・
五
%
の
職
工
を
も
つ
に
過
ぎ
ぬ
。

食
料
品
工
業
が
第
一
伎
で
二
O
U
F
、
紡
総
工
業
は
策
問
位
で
八
%

製
材
業
の
中
心
地
だ
け
あ
ワ
て
こ
れ
が
抜
ん
出
て
多
〈
一
一
一
九
%
'
、
第
二
位
が
食
料
品
工
業
で
、
紡
織
工
業
は
第
二
一
位
で
依
か
一

oμ
、

水
産
業
と
欝
油
業
の
た
め
食
料
品
工
業
に
最
も
多
〈
一

oμ
、
次
い
で
木
製
品
工
業
が
多
(
、
紡
織
工
業
は
第
一
一
一
位
。

機
械
器
具
工
業
が
第
一
枚
で
二
五

μ、
紡
織
工
業
は
第
二
位
で
あ
る
が
略

i
第
一
位
に
接
近
し
二
二

μ

機
械
探
兵
工
業
が
一
一
一

Oμ
を
占
め
第
一
伎
で
あ
る
黙
は
米
京
府
主
同
様
、
リ
A

第
二
伎
の
紡
織
工
業
が
二
九
r
y
で
第
一
伎
と
略

i
伯
仲
の
鈷

も
似
て
ゐ
る
ο

化
事
工
業
が
第
一
伎
で
三
五
%
次
い
で
機
械
恭
兵
工
業
が
一
六
%
で
第
二
位
、
紡
絞
工
業
は
銘
J

一
位
で
一
一
九

μ

八
幡
製
銭
所
を
民
替
と
し
て
考
へ
る
と
令
属
工
業
が
第
一
位
で
三
七
%
、
紡
織
工
業
は
第
二
位
た
る
も
こ
れ
よ
り
惑
か
に
少
〈
一
六
%

紳
奈
川
燃
と
同
晶
体
詮
船
業
の
た
め
に
機
械
器
具
工
業
が
第
一
位
で
一
一
一
九
%
、
紡
織
工
業
は
第
二
位
で
二
C
Y
F

砂
糖
、
醸
造
以
外
に
殆
主
工
業
ら
し
い
工
業
を
も
た
ぬ
本
勝
'
で
は
僅
か
一
一
一
五
三
名
の
職
工
数
し
か
も
た
ぬ
食
料
品
工
業
が
第
一
位
で
問
七

μ

か
く
の
如
く
し
て
北
陀
、
東
山
、
京
海
、
近
畿
、
四
岡
は
一
一
腕
の
例
外
す
ら
な
く
紡
織
工
主
に
故
多
数
の
労
働
有
を
擁
し
て
ゐ

rQ
小

叫
北
山
、
他
工
業
が
銘
二
位
、
紡
織
工
業
に
は
位
か
五
七
名
山
職
工
し
か
居
、
む
ぬ
Q



」

も
IU 
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と

rr、

土
隙
す

昨
渇
は
組
織
工
放
の
九
割
は
紡
織
部
門
に
崩
し
、

-
1
えノ、

l
i
 

I
ι
τ
寸ノ

日
品
、

一
船
井

岐
阜
で
は
八
剖
飴
が
こ
の
部
門
に
刊
加
し
て

ゐ
た
。
従
勺
て
多
く
は
第
二
位
の
事
業
部
門
と
は
格
段
の
差
が
あ
り
第
二
部
門
が
紡
織
の
牛
ば
以
上
K
速
す
る
も
の
は
、
住
か
に
宮
城
、

磁
賀
、
佐
賀
、
宮
崎
の
教
鯨
M
L

過
管
な
い
。

と

ω紡
織
部
門
を
第
一
位
と
す
る
地
方
に
た
い
て
、
尖
い
で
職
工
教
の
多
い
部
門
を
見
れ
ば
、
そ
れ
は
大
部
分
が
食
料
品
工
業
勺
あ
っ

た
、
即
ち
失
の
如
く
で
あ
る
Q

機
械
器
具
製
造
業

新
業
を
第
一
-
位
と
す
る
も
の
は
大
部
市
府
燃
に
多
い
G

愛
知
、
大
阪
、
兵
陣
が
そ
れ
で
あ
る
。

金
属
工
業

斯
業
第
二
伎
と
す
る
は
埼
玉
一
勝
山
み
。

窯
業
化
的
晶
子
工
業一
腕
島
、
石
川
、
岐
阜
、
佐
賀
で
、
佐
賀
阪
を
除
い
て
は
紡
織
工
業
が
八

Oμ
以
上
と
い
ふ
既
倒
的
地
位
を
も
っ
所
で
、
第
-
-
位
と
は
い
へ
職
工
数

斯
業
第
二
位
と
す
る
も
の
は
白
山
、
一
附
井
、
滋
賀
、
一
日
川
知
、
穴
崎
の
如
〈
、
人
近
絹
線
、
製
紙
何
れ
か
の
盛
な
る
地
方
で
あ
る
。

は
依
り
多
〈
な
い
。

製
材
木
製
品
工
業

之
を
第
二
伎
と
す
る
燃
は
和
歌
山
、
品
以
、
徳
仇
向
。

食
料
品
工
業

ぬ
様
、
山
山
鳥
、
香
川
、
愛
媛
、
熊
本
、
大
分
、
箆
児
れ
何

ω
一
府
十
八
燃
に
皮
ぶ
。

之
を
第
二
位
と
す
る
は
非
常
に
多
〈
、
山
川
手
、
宮
城
、
山
形
、
茨
城
、
栃
木
、
時
叶
服
、
新
潟
、
山
梨
、
長
野
、
一
一
一
成
、
京
都
、
奈
良
、

其
他
工
業

花
定
、
桁
子
、
裁
縫
等
の
盛
な
る
附
山
線
一
燃
の
み
。

然
る
に
そ
れ
が
昭
和
十
年
に
な
る
と
可
な
り
の
嬰
化
を
し
て
来
て
ゐ
る
Q

紡
織
部
門
が
第
一
位
を
占
め
る
府
将
の
依
然
多
い
こ
と
は

後
り
な
い
が
、
そ
の
地
位
は
六
年
の
時
ほ
ど
で
な
く
、
機
械
器
具
工
業
、
化
的
地
子
工
業
が
最
多
数
の
職
工
教
を
も
っ
地
方
も
多
く
な
っ
て
来

我
凶
工
業
の
地
方
的
分
布
と
そ
の
趨
勢

(
小
凶
橋
)
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金
属
工
業

稲
阿
蘇
の
外
に
岩
手
燃
が
斯
業
を
第
一
位
と
す
る
に
至
っ
た
。
阿
蘇
で
は
六
年
の
金
属
工
業
職
工
数
四
ニ

O
名
が
、
十
二
年
に
は
一
躍
一
一
一
千

四
百
名
と
な
っ
た
。

機
械
器
具
工
業

東
京
、
神
奈
川
、
長
崎
の
一
府
二
燃
に
茨
放
、
庚
烏
の
二
燃
が
之
を
第
一
位
と
す
る
に
五
っ
た
。
前
者
は
電
機
具
製
法
、
後
者
は
芯

船
業
の
膨
阪
に
よ
る
。

北
附
時
十
工
業

山
口
鯨
の
他
に
高
知
際
、
宮
崎
燃
が
加
は
っ
た
。

製
材
木
製
品
工
業

秋
田
師
闘
の
外
に
青
森
燃
が
斯
業
を
最
も
多
〈
ず
る
に
至
っ
た
。

食
料
品
工
業

之
を
最
多
、
と
す
る
は
北
海
道
、
千
葉
、
沖
縄
に
宮
城
燃
を
加
へ
た
。

以
上
一
道
一
府
十
四
牒
に
な
い
て
は
紡
織
以
外
の
部
門
の
職
工
教
が
紡
織
職
工
教
を
超
え
る
と
と
に
な

ο
た
。
然
し
、

p-
の
他
の
一
一
一
十
府

鯨
は
依
然
紡
織
部
門
に
最
も
多
く
の
職
工
教
が
見
ら
れ
、
又
北
陸
、
東
山
、
東
海
、
近
畿
勺
は
依
然
と
し
て
一
の
例
外
な
く
と
の
部
類
に
入

る
の
で
あ
る
。

こ
の
開
係
は
昭
和
十
三
年
末
に
な
り
て
も
大
し
て
鑓
北
が
な
か
っ
た
。
紡
織
工
業
が
第
一
位
を
占
め
る
地
方
の
教
は
や
は
り
三
十
牒
を

教
へ
た
。
し
か
し
そ
の
内
容
に
は
著
し
い
差
が
見
出
さ
れ
る
。
即
ち
紡
繊
工
業
の
牙
城
と
も
稀
ず
べ
き
大
限
府
、
兵
庫
廓
で
既
に
機
械
器

兵
工
業
の
職
工
教
が
紡
織
の
そ
れ
を
超
え
る
と
と
、
二
三
割
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
叉
紡
織
部
門
を
第
一
位
と
す
る
地
方
で
も
、
そ
の
火

に
多
く
の
職
工
教
を
も
つ
は
機
械
器
具
、
金
属
、
化
墜
の
時
局
三
工
業
に
な
っ
て
来
光
。

即
ち
金
属
工
業
を
二
位
と
す
る
も
の
に
栃
木
、
埼
玉
、
富
山
が
あ
り
、
機
械
器
具
工
業
を
第
二
位
と
な
ナ
も
の

K
群
馬
、
新
潟
、
石
川
、



愛
知
、
三
重
、
京
都
が
あ
り
、
北
良
平
工
業
を
第
二
位
と
す
る
牒
は
一
服
島
、
幅
井
、
静
岡
、
滋
賀
、
島
根
、
岡
山
、
愛
媛
、
熊
本
の
八
臓
を

教
へ
た
。
し
か
も
と
の
第
二
位
部
門
の
職
工
数
は
、
昭
和
六
年
の
如
く
格
段
の
差
を
も
う
て
下
位
に
あ
る
の
で
な
く
、
北
陸
、
東
山
を
例

外
と
す
れ
ば
何
れ
も
極
め
て
接
近
し
た
数
値
を
以
っ
て
第
二
位
に
あ
り
、
や
が
℃
と
の
時
局
の
運
行
は
近
き
将
来
に
た
い
て
紡
織
工
業
を

も
凌
駕
す
る
地
方
多
き
を
想
像
‘
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

以
上
各
府
廓
主
要
工
業
の
援
遠
か
ら
、
大
都
市
府
牒
の
重
工
業
ル
刊
が
最
近
に
な
け
る
顕
著
な
る
事
買
で
あ
る
と
と
は
容
易
に
推
知
し
待

六大都市府揮系の事業別職工数

昭和6年 昭6-13 昭和13年
事 業 年

資数 割合 帯力日数 安数 割合

縛. 数 758，167 100.0 1，012，818 1，770，985 100.0 
紡織工業 288，255 38.0 47，465 お5.720 19.1 

金属工業 181282 10.7 206，306 287，588 16.2 
機械務具 119，141 15.7 536，379 655，520 37.0 

窯 業 34，326 4.5 26，970 61，296 3.5 

化事工業 64，225 8.5 !)0，941 155，166 8.8 

製材木製品 21，527 28，683 1.5 

印刷製本 34，345 4.5! 9，408 4~，753 2.4 

食料品工業 1":4，¥)43 7.3! 20，370 75，313 4.2 
ガス電気 3，777 0.5i 1，025 4，802 0.3 

主主他工業 56，3461 7.5i 66，7981 123，144 7.0 

第三五表

我
岡
工
業
の
地
方
的
分
布
と
そ
の
趨
勢

る
。
我
闘
で
昭
和
十
三
年
末
に
な
い
で
最
も
多
く
の
職
工
教
を
も
づ
府
牒
、
即

ち
東
京
、
大
阪
、
愛
知
、
兵
庫
、
神
奈
川
、
一
隅
岡
の
二
府
四
牒
を
般
に
大
都
市

府
臓
と
し
て
、
と
れ
が
職
工
教
の
援
還
を
見
れ
ば
上
去
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち

大
都
市
府
腕
柄
引
」
も
昭
和
六
年
に
は
紡
織
工
業
が
最
も
多
く
組
職
工
数
七
十
六
高

の
中
三
八
%
ま
だ
と
れ
に
属
し
て
居
り
、
金
属
、
機
械
器
具
を
合
計
し
て
も
と

れ
に
及
ば
な
か
っ
た
。
然
る
に
昭
和
十
三
年
に
な
る
と
紡
織
工
業
の
極
め
て
徴

少
な
る
増
加
に
比
し
て
、
金
属
工
業
は
約
三
倍
字
、
機
械
器
具
工
業
は
約
五
倍

宇
に
膨
脹
し
て
、
そ
の
合
計
は
全
職
工
数
・
の
五
三
だ
わ
包
占
め
る
機
械
器
兵
が
第

一
位
と
な
る
に
至
。
た
。
と
の
期
間
に
布
六
大
府
臓
だ
け
で
職
工
教
を
百
高
人

増
加
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
約
五
割
が
機
械
器
具
工
業
、
二
割
が
金
属
工
業
、

一
割
が
化
皐
工
業
情
」
あ
っ
て
、
残
り
の
二
割
を
紡
織
以
下
各
部
門
に
よ
っ
て
増

(
小
岡
橋
)
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加
し
た
と
と
に
な
る
。
右
六
府
将
に
た
け
る
金
届
、
機
M

慨
に
た
け
る
琳
加
は
そ
の
部
門
に
む
け
ら
全
同
組
祈
加
放
の
何
れ
も
円
分
の
つ
一
に

常
っ
て
肘
り
、
大
都
市
府
将
が
如
何
に
重
工
業
北
し
た
か
を
語
る
に
充
分
恥
」
あ
ら
う
。

我
岡
の
工
業
地
帯
は
右
の
六
大
府
騒
を
枢
軸
と
し
て
大
位
四
倍
の
地
帯
に
分
割
す
る
の
が
常
識
の
如
く
マ
あ
る
。
即
ち
東
京
、
横
演
を

中
心
と
す
る
京
演
工
業
地
帯
、
大
阪
、
紳
戸
を
中
心
と
す
る
版
神
工
業
地
帯
、
名
古
屋
を
中
心
と
す
る
地
帯
、
門
司
、
八
幡
を
中
心
に
す
る

北
九
州
工
業
地
帯
に
多
く
は
分
け
て
考
ヘ
て
ゐ
る
。
然
し
私
は
こ

-4」
、
東
京
、
神
奈
川
の
外
に
崎
東
京
り
延
長
と
も
見
ら
る
べ
き
埼
玉

鯨
を
加
へ
て
「
南
関
東
工
業
地
帯
」
、
愛
知
に
静
岡
、
三
重
、
岐
阜
と
略
似
通
っ
た
工
業
内
容
に
富
む
同
脱
を
「
東
海
工
業
地
帯
」
、
大
限
、

兵
庫
に
京
都
府
を
加
へ
た
「
閥
西
工
業
地
帯
」
、
一
脳
同
腕
に
最
近
頓
に
工
業
化
し
た
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
山
口
、
鹿
島
、
同
山
を
加
へ
て
「
閥

門
山
陽
工
業
地
帯
」
と
し
て
、
そ
の
各
地
方
毎
の
工
業
の
特
徴
を
比
較
し
て
見
ょ
う
。
勿
論
と
の
以
外
に
も
各
工
業
の
盛
な
る
地
方
は
存

在
ず
る
。
即
ち
大
分
、
愛
媛
、
杏
川
三
臓
の
瀬
戸
内
浴
に
臨
む
地
域
は
山
陽
三
牒
と
時
同
様
の
工
業
を
も
ち
、
速
く
離
れ
て
新
泊
、
北
海

道
も
亦
凡
ゆ
る
部
門
の
工
業
が
柴
え
て
ゐ
る
が
、
以
上
の
問
地
方
に
沿
け
る
ほ
い
と
著
し
く
な
い
。
昭
和
五
年
同
勢
調
売
に
見
て
も
同
地
帯

の
つ
一
府
十
一
一
聯
だ
は
各
よ
有
主
人
口
の
一
五
%
乃
至
三
八
%
が
工
業
に
従
事
じ
七
時
り
、
そ
の
他
の
地
方
で
と
れ
ら
に
近
く
工
業
本
業
有

の
割
合
向
き
は
、
紡
織
部
門
の
比
較
的
多
き
昨
品
、
市
山
、

ILJ 
梨

1長
野

-+1 
JlI 

F反
対ニ

滋
賀

奈
良
、

和
歌
山
、

待
)11 

愛
媛
、
尚

知
の
諸
鯨
に
過
ぎ
な
い
。

ま
づ
右
一
ニ
府
十
一
一
搬
の
職
工
数
合
計
が
金
岡
の
そ
れ
に
封
し
て
有
す
る
割
合
を
比
J
U

に
、
昭
和
六
年
に
は
紡
織
工
主
に
多
数
の
努
働
者

を
必
要
と
し
た
閥
係
か
ら
、
全
国
の
六
三
だ
の
百
五
高
に
過
ぎ
な
が
り
た
。
然
る
に
十
三
年
に
な
る
と
七
ニ
ガ
の
二
百
一
二
十
二
寓
が
と
の

地
方
に
集
っ
て
ゐ
る
。
即
ち
十
一
二
年
ー
に
は
全
岡
の
二
四
万
が
閥
同
に
、
二
一
二
万
が
市
閥
来
に
、

一
五
万
が
東
海
四
臓
に
、
九
万
が
開
門
山



陽
地
帯
に
あ
る
。
全
躍
と
し
て
み
れ
ぽ
、
と
の
三
府
十
一
腕
に
あ
る
職
工
数
も
昭
和
六
年
に
は
紡
織
工
業
が
塵
倒
的
に
多
く
四
十
六
高
六

千
、
之
に
失
い
で
は
機
械
器
具
工
業
の
十
三
高
五
千
六
百
、
金
属
工
業
の
九
高
二
千
、
化
皐
工
業
の
八
寓
六
千
と
い
ふ
順
で
あ
っ
た
が
、

十
三
年
に
は
全
く
地
位
を
顛
倒
し
て
最
も
多
い
の
が
機
械
器
具
工
業
と
な
り
、
そ
の
職
工
数
七
十
三
高
四
千
、
紡
織
工
業
は
第
二
位
に
下

っ
て
五
十
五
高
、
金
属
工
業
が
第
一
ニ
位
で
三
十
二
高
四
千
、
ル
叩
皐
工
業
之
に
次
い
で
二
十
二
高
五
千
与
な
っ
て
ゐ
た
。

南関東工業地帯の職工数

昭和6年 昭和13年

実数割合 賓数割合 寅数増加率l

事患 数 254，969 100.0 748，626 100.0 493，657 193.6 

紡織工業 77，871 30.5 86，224 11.5 8，:l4-3 10.7 

金属工業 27，345 10.7 115，総5 15.4 88，040 320.2 

機械器具 56，294 22.1 349，894 46.7 293，600 521.4 

窯 業 7，泊9 2.9 15，14r 2.0 7，800 142.2 

化事工業 23，432 9.2 66，785 8.9 43，353 185.0 

製材木製品 6，839 2.7 12，563 1.7 5，724 83.7 

印刷製本 21，778 8.5 26，204 3.5 4，426 21.5 

食料品工業 15，871 6.2 25，942 3.5 10，071 63.5 

ガス電気 1，434 0.6 1，482 0.11 48 

主主他工業 16，756 6.6 48，998 6.51 :'2，242 

第三六表

我
凶
工
業
の
地
方
的
分
布
と
そ
の
趨
勢

(
小
岡
橋
)

東海工業地帯の職工数

昭和6年

i 嗣安数割合

総数 263，9391 100.0 494，0991 100.01 230，160 
紡織工業 181，8901 68.9 飢必1 州 82711

金属工業 4，473 1.71 22，3191 4.51 17，846 399.0 

機械~g，兵 16，747 ~:~11 ~~:~~~I 2~:~1 ~仰 569.8 
窯 業 14，688 ふ6316996117011 115.8 

化事工業 8，658 3.11 28，1681 5.71 19，510 138.0 

製材木製品 10，825 105.8 

印刷製本 3，673 1.41 4，6381 0.91 965 

Zz78Y762a訓4 a n 食料品工業 12，933 4.91 2回4;2訂~:~， 4.91 11，300 
ガス電気 i 550 o. α21 423 

共他工業 9，502 

第三ヒ表

/¥‘ 
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関門山陽工業地帯の職工数

昭和6年 昭和昨年 耳f

安数l割合 寅数 割合 資数 槍カH卒
i線

一
数 146，204 100.0 298，013 100.0 151，809 103.9 

紡織工業 42，756 29.2 46，066 15.5 3，310 7.7 

金属工業 26，082 17.8 57，381 19.3 31，299 120.0 

機械器具 12，689 8.7 57，Oo2 19.1 44，36.~ 349.6 

窯 業 9，038 6.2 16，377 5.5 7，339 81.2 

化事工業 17，336 11.9 61，314 20.6 43，978 253.7 
製材木製品 4.199 2.9 8，722 2.9 4，523 107.7 
印刷IJ:製本 3，510 2.4 4，477 1.5 967 27.5 

食料品工業= 15，529 10.6 
1CL9I1a74，615Hi2m7292 7 7 

ガス電気 828 0.6 1，1281 0.41 300 

:tt他工業 14，237 9.7 24，5851 8.21 10，:J48 

関西工業地帯の職工数

昭和6年 昭和13年 帯 カ日

安数割合 資数割合 食数帯1Jn卒|

ー
101.91 車型、 数 385，7包3 100.0 778，711 100.0 392，9[;8 

紡級工業 163，606 42.4 119，679 25.6 36，073 22.0 

金属工業 3.1，842 8.8 129，071 16.6 9o，229 277.2 

機械器具 4fl，837 12.9 215，126 27.6 165，289 331.7 

窯 業 12，672 3.3 22，873 2.9 10，201 80.5 

化事工業 36，570 9.5 68，596 8.8 32，026 81.6 

製材木製品 9，631 2.5 18，317 2.4 8，686 92.8 
印刷製本 10，128 2;6 14，267 1.9 4，179 41.3 

食料品工業 34，524 8.9 41，984 5.4 7，460 21.6 
ガ Jぇ電気 ]，978 0.5 2タ539 0.3 561 28.4 

其他工業 32，961: 8.5 66，259 8.5 33，294 101.0 

第三:fL表

開
来
地
方
に
長
け
る
と
の
数
年
聞
の
機
株
器
具
工
業
の
殻
展
は
貰
に
素
晴
し
い
も
の
が
あ
る
。
と
t

叫
に
南
闘
束
と
し
て
翠
げ
た
東
京
、

第三八表神
奈
川
、
埼
玉
以
外
で
も
、
茨
城
、
群
馬
に
沿
け
る
職
工
教
の
激
増
は
他
に
あ
ま
り
類
例
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
昭
和
六
年
に

は
、
東
京
、
神
奈
川
に
な
げ
る
機
械
器
具
職
工
教
は
慌
令
そ
の
府
麟
で
第
一
位
左
占
め
る
と
は
い
へ
紡
織
工
業
の
そ
れ
と
大
差
な
く
、
出

ん
や
紡
織
工
業
地
の
埼
玉
を
加
へ
れ
ば
紡
織
工
業
が
最
も
多
く
の
職
工
故
宮
擁
し
、
全
悼
の
一
一
一

0
・
五
%
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
然
る
に



十
三
年
に
は
機
械
器
具
工
業
が
断
然
多
き
を
占
め
、
会
躍
の
四
七
だ
に
垂
ん
と
し
た
。
失
い
で
金
属
工
業
が
仲
び
て
一
五
・
四
万
、
紡
織

工
業
は
一
一
・
五
%
と
な
り
寧
ろ
第
四
位
の
化
皐
工
業
に
近
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
の
地
帯
に
は
紡
織
部
門
に
比
較
的
乏
し
く
、
窯
業

に
殆
ど
い
ふ
に
足
ら
や
、
食
料
品
工
業
製
材
木
製
品
も
割
合
に
少
い
。
印
制
製
本
業
が
金
岡
の
四
割
飴
を
も
つ
に
も
拘
ら
や
、
と
の
地
方

職
工
教
の
僅
か
一
ニ
・
五
，
%
に
過
vc
ぬ
は
、
と
の
部
門
の
職
工
教
が
全
悼
と
し
て
少
き
た
め
で
あ
る
。
か
く
し
て
北
関
東
を
も
加
へ
て
と
の

地
帯
は
益
土
重
工
業
枯
し
て
行
く
形
勢
に
あ
る
。
昭
和
六
|
十
三
年
の
増
加
締
教
の
五
八
，
%
を
機
械
器
具
、

一
七
ガ
を
金
属
、
八
%
飴
を

化
隆
平
工
業
で
占
め
て
ゐ
る
、
令
ぜ
て
九
割
に
近
い
数
字
引
」
あ
る
。

東
海
工
業
地
帯
は
そ
の
大
部
分
を
紡
織
工
業
に
負
ふ
と
と
今
も
昔
も
援
り
な
い
。
但
し
紡
織
工
業
の
地
位
は
、
そ
れ
が
他
地
方
に
沿
け

る
よ
り
は
著
し
く
増
加
し
た
と
は
い
で
な
ほ
昭
和
六
年
の
七
割
か
ら
十
三
一
年
の
五
割
弱
に
ま
で
投
落
し
た
。
か
く
と
の
地
方
に
占
め
る

重
妥
性
を
幾
分
で
も
喪
失
し
た
と
い
ふ
の
は
、
他
地
方
と
同
じ
く
機
械
器
具
、
金
属
、
佑
島
ず
の
一
ニ
部
門
の
増
加
が
一
一
厨
顕
著
で
あ
っ
た
か

ら
に
外
な
ら
ぬ
。
殊
に
機
械
器
兵
で
は
一
高
七
千
の
職
工
教
が
一
躍
十
一
高
に
激
増
し
、
増
加
率
は
買
に
五
十
七
割
と
い
ふ
他
に
全
然
そ

の
例
を
見
な
い
高
率
で
あ
っ
た
。
か
く
て
昭
和
十
三
年
に
は
紡
織
工
業
に
失
い
で
は
と
の
部
門
が
多
く
一
一
一
一
一
ガ
を
占
む
る
に
至
り
、
第
一
一
一

位
の
窯
業
と
大
な
る
差
を
見
せ
る
と
と
L

な
っ
た
。
と
の
地
方
に
沿
け
る
窯
業
は
全
闘
同
部
門
職
工
教
の
二
六
必
〈
六
年
)
か
ら
一
ニ
ニ
ガ
〈
十

三
年
〉
へ
と
飛
躍
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
職
工
教
は
紡
織
、
機
械
器
具
に
は
比
ナ
べ
く
も
な
い
の
守
あ
る
。
と
の
地
帯
に
は
金
属
、
食
料

品
、
印
刷
等
の
部
門
が
貧
弱
で
あ
り
、
北
皐
工
業
も
静
岡
を
除
い
て
は
少
く
、
依
然
と
し
て
北
陸
と
共
に
、
重
要
な
る
紡
織
工
業
の
中
心

地
で
あ
る
。

関
西
工
業
地
帯
も
亦
紡
織
工
業
が
中
心
で
あ
る
。
昭
和
六
年
に
は
全
職
工
の
四
二
万
が
と
の
部
門
に
働
い
て
ゐ
た
Q

と
れ
が
十
三
年
に

我
図
工
業
の
地
方
的
分
布
と
そ
の
趨
勢

(
小
田
橋
)

二
八
七
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は
落
ち
て
一
一
六
万
と
な
っ
た
け
れ
刊
と
も
、
第
一
位
の
機
械
器
具
工
業
で
も
二
八
だ
に
過
ぎ
歩
、
雨
者
の
差
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。
機
械

第
五
弦

二
八
八

部
門
と
並
ん
ポ
」
金
属
工
業
が
激
増
し
て
一
七
万
と
な
ヲ
た
。
と
の
地
帯
に
は
印
刷
製
本
業
が
比
較
的
少
か
っ
た
が
最
近
著
増
し
て
来
て
ゐ

る
。
一
冗
来
と
の
地
方
は
と
L

に
分
け
た
四
地
帯
の
中
で
最
も
多
く
の
職
工
教
を
も
ち
、
昭
和
十
一
一
一
年
末
迄
に
沿
い
て
は
南
闘
束
の
激
増
も

未
だ
と
の
こ
府
一
一
腕
の
職
工
教
を
超
ゆ
る
に
至
っ
て
ゐ
な
い
。
叉
厚
生
省
労
働
局
調
査
の
十
四
年
六
月
末
調
の
全
国
工
業
労
働
者
敢
に
見

て
も
、
と
の
こ
府
一
一
臓
の
合
計
は
百
十
三
高
六
千
で
、
南
閥
東
一
府
二
臓
の
百
十
高
六
千
工
、
り
も
多
く
な
っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
印
刷
業
と
、

最
近
関
東
地
方
?
跳
躍
的
激
増
を
告
げ
た
機
械
器
具
部
門
を
除
い
て
は
、
戸
}
の
部
門
の
職
工
数
も
南
関
東
一
府
二
嬬
よ
り
多
い
。

関
門
と
山
陽
を
一
帯
に
ず
る
と
と
は
異
論
も
存
す
る
ゼ
あ
ら
う
。
と
の
地
域
は
満
支
の
市
場
を
控
へ
て
将
来
の
躍
進
を
約
束
さ
れ
て
ゐ

る
地
方
で
あ
る
が
、
現
在
は
職
工
数
三
十
高
、
金
闘
の
九
d
p
飴
を
も
つ
に
過
を
な
い
。
一
間
岡
の
金
属
工
業
、
山
口
、
鹿
島
、
一
間
同
の
佑
間
半

工
業
、
一
隅
岡
、
鹿
島
の
機
械
器
具
工
業
を
栴
軸
と
し
な
が
ら
、
昭
和
六
年
に
は
紡
織
部
門
が
最
も
多
か
っ
た
。
然
る
に
そ
の
後
は
他
の
諸

地
方
と
同
じ
く
紡
織
部
門
は
殆

E
増
加
せ
や
し
て
、
機
械
器
具
、
金
属
、
化
血
干
の
つ
一
部
門
に
増
加
教
の
殆
ど
全
部
、
即
ち
八
割
が
集
中
し
、

従
っ
て
と
の
三
部
門
の
職
工
教
は
と
の
地
帯
組
職
工
教
の
各
よ
二
割
を
占
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
以
上
の
四
部
門
を
除
け
ば

他
地
方
に
匹
敵
ナ
ぺ
を
工
業
は
殆

E
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

以
上
の
四
地
帯
を
除
け
ば
そ
の
他
は
殆
ど
す
べ
て
紡
織
工
業
の
支
配
的
な
る
地
方
と
稿
し
得
る
。
別
表
は
極
め
て
悉
意
的
に
前
記
四
地

帯
以
外
の
地
方
を
敬
服
づ
L

一
括
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
北
海
道
に
な
い
て
金
属
、
製
材
、
食
料
品
等
に
紡
織
、
よ
り
大
な
る
部
門
を
見
る

ほ
か
、
そ
の
他
の
地
方
は
す
べ
て
紡
織
部
門
を
最
大
な
も
の
と
し
、
殊
に
甲
信
地
方
、
北
陸
地
方
で
著
し
い
。
然
し
閥
東
地
方
は
群
馬
、

茨
城
の
機
械
器
具
工
業
の
念
増
に
よ
っ
て
と
の
部
門
に
相
官
の
職
工
教
を
も
つ
に
至
り
、
近
畿
つ
一
服
で
は
滋
賀
臓
の
人
絹
綿
が
北
間
半
工
業



地方別職工数の事業別割合f昭和13年〉
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第四O表

北陸四!孫 1100.0

甲 信 1100.0

東海四 l孫 1100.0

関西二府一勝 1100.0

我
幽
工
業
の
地
方
的
分
布
と
そ
の
趨
勢
閥西三 j孫 1100・0

山陰二賂 1100.0

四 図 1100・0

関門山陽四県議 1100・0

(
小
田
橋
)

の
割
合
を
大
に
し
、
四
闘
で
も
同
様
に
諸
問
臓
の
化
準
工
業
が
可
な
り
の

教
を
見
せ
、
九
州
で
は
長
崎
臓
の
詰
舶
、
宮
崎
臓
の
人
結
締
が
夫
々
機

械
器
具
工
業
と
北
皐
工
業
の
比
率
を
大
き
く
し
て
ゐ
る
。
殊
に
機
械
器

兵
工
業
の
職
工
教
は
極
め
て
少
数
な
が
ら
紡
織
の
そ
れ
を
超
え
て
ゐ
る

の
判
」
あ
る
。

前
記
四
大
地
帯
を
除
い
た
地
方
の
紡
織
工
業
職
工
教
の
合
計
は
四
十

一
一
一
高
二
千
を
超
え
、
と
の
地
方
の
職
工
組
教
の
四
七
彪
に
営
り
又
、
紡

織
工
業
金
閑
職
工
教
の
四
四
ガ
を
占
め
て
ゐ
る
。
と
れ
等
地
方
に
沿
け

る
他
の
工
業
部
門
の
封
全
閣
割
合
を
見
る
に
製
材
木
製
品
工
業
が
四
六

%
な
る
を
除
い
て
は
い
づ
れ
も
紡
織
工
業
ほ

E
の
割
合
を
と
の
地
方
に

も
た
な
い
。
即
ち
北
皐
工
業
で
も
三

O
M、
印
刷
製
本
業
二
ニ
ガ
、
窯

九州七 l孫 1100.0

業
一
六
・
五
%
で
、
金
属
工
業
、
機
械
器
兵
工
業
の
如
き
は
何
れ
も

了
六
%
を
も
つ
に
過
ぎ
な
い
。

結

l=I 

人
口
政
策
上
か
ら
、
或
は
岡
防
政
策
上
か
ら
、

工
業
の
地
方
北
が
屡

二
八
九
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主
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。
と
の
問
題
に
ま
で
慣
れ
る
と
と
は
本
文
の
目
的
で
な
い
か
ら
言
及
す
る
こ
と
を
避
け
る
が
、

工
業
に
よ
っ
て
人
口

の
都
市
集
中
が
促
進
さ
れ
る
と
と
は
事
買
で
あ
り
、
現
に
我
岡
は
、
そ
の
過
程
を
猪
突
的
に
進
行
し
つ
t
A

あ
り
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
の
み
な
ら
や
既
に
述
べ
た
や
う
に
工
業
の
内
容
そ
の
も
の
が
著
し
く
艶
枯
し
、
従
来
の
軽
工
業
中
心
か
ら
重
工
業
中
心
へ
の
編
成
替

が
極
め
て
急
速
度
に
行
は
れ
、
労
働
力
は
女
子
よ
り
も
逸
か
に
男
子
が
多
く
な
づ
て
来
た
。
最
早
や
そ
の
労
働
力
は
従
前
の
如
く
や
が
て

農
村
に
還
元
せ
ら
る
べ
き
、
或
は
他
の
産
業
部
門
に
持
出
ず
べ
き
性
質
の
も
の
で
な
く
な
っ
た
。
事
援
の
格
熔
と
共
に
と
の
重
工
業
が
如

何
な
る
運
命
を
辿
る
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
恐
ら
く
急
激
に
凋
落
ナ
る
と
と
は
あ
る
ま
い
し
、
又
凋
落
せ
し
む
べ
き
で
は
な
か
ら

ぅ
。
そ
し
て
と
L

に
動
員
さ
れ
た
多
数
の
職
工
は
恐
ら
く
恒
久
的
に
我
闘
世
合
階
級
の
重
要
な
る
一
層
を
形
成
し
、
農
業
と
の
聯
闘
と
一

際
絶
縁
し
た
存
在
と
な
る
で
あ
ら
う
。
そ
と
に
一
位
合
政
策
上
の
諸
々
の
問
題
乞
も
生
や
る
と
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。

と
の
激
増
し
た
職
工
教
は
或
る
特
定
地
方
に
集
中
し
つ
ム
あ
る
。
工
業
が
都
市
を
形
成
し
、
都
市
が
又
工
業
を
誘
致
し
つ
ム
あ
る
け
れ

E
も
、
そ
の
都
市
が
叉
或
る
特
定
の
地
方
に
集
中
し
O

L
あ
る
と
と
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
業
別
に
見
れ
ぽ
我
闘
最
大
の
工

業
た
り
し
紡
織
工
業
を
始
め
と
し
て
、
食
料
品
工
業
、
製
材
木
製
品
工
業
、
北
間
学
工
業
等
は
必
や
し
も
特
定
地
域
へ
極
度
に
集
中
ナ
る
傾

向
が
な
い
上
に
、
最
近
に
沿
い
て
は
北
陸
地
方
の
紡
績
工
業
、

人
絹
織
物
工
業
の
躍
進
、

茨
城
勝
、

群
馬
臓
に
沿
け
る
機
械
器
具
製
造

業
、
北
海
道
、
岩
手
の
金
属
工
業
、
宮
崎
臓
の
人
絹
綿
製
造
業
の
稜
展
等
が
偉
へ
ら
れ
て
、
工
業
の
地
域
的
集
中
に
可
な
り
の
抑
制
が
加

へ
ら
れ
た
如
く
見
え
た
の
で
あ
る
が
、
事
買
は
矢
張
り
ノ
多
数
の
職
工
が
絶
封
的
に
も
相
封
的
に
も
大
都
市
府
臓
に
雲
集
し
つ
L
あ
る
と
と

を
示
し
て
ゐ
る
。
東
京
、
神
奈
川
、
愛
知
、
大
阪
、
兵
庫
、
幅
岡
の
六
大
府
服
職
工
教
の
合
計
が
全
同
線
敢
に
封
ず
る
比
率
は
、
昭
和
六

年
の
四
五
弱
か
ら
十
年
の
五
一
%
に
な
り
、
十
二
年
に
は
五
ニ
ガ
に
進
み
、
十
三
年
に
は
、
五
五
万
に
ま
で
上
う
た
。
十
三
年
中
に
増
加



し
た
工
場
職
工
数
二
十
八
高
六
千
の
う
ち
、
二
十
二
高
即
ち
約
七
七
が
は
と
の
六
大
府
臓
に
吸
牧
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
最
近
作
沿
い
て
エ

業
の
地
方
化
が
叫
ば
れ
、
農
村
工
業
が
奨
働
さ
れ
て
は
ゐ
る
が
、
そ
の
殻
果
は
頗
る
疑
問
で
あ
り
、
使
用
職
工
数
五
人
未
満
の
小
工
場
を

加
へ
で
も
向
ほ
大
都
市
府
豚
へ
の
・
集
中
卒
は
相
常
一
向
い
も
の
で
あ
ら
う
。
否
む
し
ろ
、
小
工
場
は
却
つ
℃
大
都
市
に
集
積
さ
れ
て
ゐ
る
だ

ら
う
。
蓋
し
大
都
市
は
仮
令
そ
の
郊
外
を
加
へ
℃
も
最
早
大
工
場
を
設
立
し
て
数
千
人
の
職
工
教
を
使
用
す
べ
き
敷
地
に
之
し
く
、
大
工

場
は
他
服
他
地
方
ヘ
移
り
行
く
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
や
右
の
如
く
大
都
市
府
牒
へ
の
工
業
集
中
の
顕
著
な
る
所
以
の
も
の
は
、

大
工
場
の
沓
展
に
よ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
所
謂
中
小
工
場
の
大
都
市
内
に
族
出
せ
る
結
果
と
見
ら
れ
ぬ
と
と
は
な
い
。
と
の
事
貨
は
、
正

場
統
計
表
が
最
近
工
場
規
模
別
職
工
教
を
府
懸
別
に
表
掲
す
る
と
と
を
中
止
し
た
の
で
、
数
字
の
上
か
ら
立
誼
し
得
な
い
け
れ
ど
も
、
大

工
場
が
そ
れ
白
樫
マ
自
立
ず
る
と
と
を
侍
る
に
反
し
、
中
小
工
場
が
外
部
経
持
に
依
存
す
る
と
と
な
く
し
て
は
立
ち
得
ぎ
る
鮪
よ
り
し
て

か
く
翻
じ
得
ら
れ
る
の
だ
あ
る
。

大
都
市
府
鯨
へ
の
集
中
を
促
進
し
た
事
業
は
主
と
し
て
機
械
器
具
工
業
で
あ
り
、
軍
需
工
業
部
円
で
あ
る
。
地
方
的
に
見
れ
ば
同
じ
大

都
市
府
臓
で
も
軽
工
業
中
心
の
中
部
地
方
と
関
西
地
方
に
あ
る
府
廓
よ
り
も
重
工
業
中
心
の
闘
束
と
闘
円
近
傍
府
臓
の
増
加
が
著
し
く
、

特
に
開
東
地
方
に
治
け
る
増
加
は
目
醒
し
か
っ
た
。
か
く
て
大
都
市
府
臓
に
沿
け
る
州
労
働
者
の
激
増
、
し
か
も
そ
れ
が
重
工
業
に
な
け
る

男
子
労
働
者
の
激
増
と
い
ふ
問
題
を
提
供
し
て
ゐ
る
。

昭
和
五
l
十
年
に
我
園
人
口
増
加
の
五
七
必
は
前
記
六
大
府
臓
に
た
け
る
も
の
で
る
り
、
昭
和
六
l
十
年
に
沿
い
て
増
加
せ
る
職
工
数

の
六
三
%
飴
は
矢
張
り
同
巳
府
臓
の
占
め
る
所
で
あ
る
。
今
秋
の
閤
勢
調
査
の
結
果
を
柏
崎
測
す
る
と
と
は
出
来
な
い
け
れ
ど
も
、
最
近
五

年
聞
に
沿
け
る
工
場
工
業
の
増
加
労
働
者
と
官
営
工
場
携
張
に
工
る
増
加
職
工
と
の
性
別
、
年
齢
別
構
成
と
を
考
慮
す
る
と
き
、
人
口
は

我
岡
工
業
の
地
方
的
分
布
と
そ
の
趨
勢

(
小
問
橋
)

九
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或
は
職
工
教
の
増
大
以
上
の
割
合
を
以
っ
て
と
れ
等
地
方
に
増
加
す
る
で
あ
ら
う
と
想
像
さ
れ
る
か
ら
、
昭
和
十
l
十
三
年
の
増
加
職
工

教
の
六
七
%
を
と
の
六
大
府
騒
が
占
め
た
事
貫
か
ら
し
て
、
人
口
の
と
れ
ら
大
都
市
府
牒
へ
の
集
中
は
曾
っ
て
見
ざ
る
急
速
度
を
以
っ
て

貫
現
さ
れ
て
ゐ
る
の
守
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
と
共
に
農
業
牒
に
沿
い
て
は
農
家
戸
数
の
絶
封
減
が
一
不
ナ
や
う
に
、
そ
し
て
叉
世
界
大
戦

官
時
に
経
験
し
た
如
く
に
、
山
梨
、
長
野
を
始
め
と
し
て
、
人
口
減
少
の
地
方
を
可
な
り
多
く
見
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

l
l昭
和
十
五
・
一
一
一
・
二
二

l
l


